
現 場 説 明 事 項 
 
工事名称  富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事 

担当部署  総務部 営繕課 

 

「説明事項」 

１．工事目的 

本工事は、富士見市民文化会館キラリふじみの中長期保全計画書における下記の

改修のための機械設備工事を行う。（建築工事・電気設備工事は別途発注） 

 

（建築工事） 

・金属屋根（金属屋根修繕・竪樋の更新・シーリングの更新） 

・屋上防水改修（床・立上りの更新・笠木の更新） 

・外壁塗装改修（補修部分のアスベスト撤去工事を含む） 

・内部壁タイル浮き部分補修 

・外部シーリング改修 

・特定天井改修（メインホール・メインホールホワイエ・マルチホール） 

・太陽光パネル撤去（建材一体型、現況30kW） 

・外部建具シャッター更新（SS-1,SS-2,SS-4,SS-6,メイン搬入口） 

・カスケード漏水修繕 

・ラグーン汚泥引抜清掃、修繕 

(電気設備工事) 

・メインホール、マルチホールの特定天井改修(建築工事）に伴う電気設備工事 

 （舞台音響設備、舞台照明設備、放送設備、火災報知設備等） 

・空調設備用電源工事 

・太陽光発電設備更新 

・柱上高圧交流負荷開閉器（ＧＲ付ＰＡＳ）更新 

（機械設備工事） 

・空調熱源機器更新（冷温水発生機、チリングユニット、空調ポンプ、熱交換器、

冷却塔、薬注装置等） 

・マルチホール、メインホール、ホワイエの天井耐震化に伴い天井内ダクト、スプ

リンクラー配管撤去、新設 

・ラグーン井戸ポンプ更新（埼玉県生活環境保全条例の地下水採取の規制のため、

設置４５日前に監督員に通知すること） 

２．工事概要 

  特記仕様書、設計図書による。 

３．工事範囲 



  本工事の目的上必要と思われる、仮設材、安全措置（ガードフェンス・バリケ

ード等）も本工事に含む。 

４．特記事項 

１）本工事は、週休２日制モデル工事の試行対象工事である。 

試行の実施は、富士見市週休２日制モデル工事施行要領（現場閉所型・通

期）によるものとする。 

２）本工事は、当施設事務所内で施設管理者が常駐する執務並行改修工事とする。 

３）令和 7 年 12 月 2 日～令和 8 年 11 月 30 日のうち、毎月 1 日と 16 日は休工とす

ること。ただし、1 月は、令和 8 年 1 月 5 日と令和 8 年 1 月 16 日が休工とする。 

４）契約後速やかに、設計図製本３部（見開きＡ３版）を提出すること。 

５）関係各署への申請や届出は、提出期限を厳守すること。 

６）仮設については、施設管理者に十分配慮し安全を確保すること。また、現場事

務所については、施設管理者と協議し設置すること。 

７）工事中の騒音・振動等の防止に努めると共に指定場所以外に車両等を駐車しな

いこと。 

８）工事搬入口付近の道路について清掃等を行うこと。 

９）富士見市民文化会館キラリふじみの周辺環境を考え、安全面などを十分に考慮

し工事を進行すること。また、執務環境に支障となる騒音、振動、異臭等が伴

う工事は、施設管理者及び監督員に相談の上、行うこと。 

１０）現場施工期間は関連工事（建築工事、電気設備工事）を含め 令和 7 年 12月

2 日から令和 9 年 5 月 31 日とする。また、下記①～③の事項に留意し、工事を

進めること。 

   ①施工にあたっての調査・準備は施設管理者及び監督員と協議の上、施工

期間前に可能とする。 

   ②Ⅰ工区（主にマルチホール関連工事）は、令和 8 年 11 月 30 日までに、

各種検査を終え、施設管理者へ引き渡すこと。 

③Ⅱ工区は、令和9年 5月 31日までに、各種検査を終え施設管理者へ引き

渡すこと。 

１１）例年同様の降雨日数での工期延長は認めない。ただし、発注者が認めた場合

はこの限りではない。 

１２）ホルムアルデヒド等の有害化学物質の発生材は、SDS（安全データシート）を

確認した上で監督員に提出し、厚生労働省及び文部科学省の室内濃度指針値以

下に抑えること。 

１３）竣工図の原図は、監督員と協議の上、CADデータから作成すること。 

１４）提出書類については、富士見市様式にて遅滞無く提出すること。 

１５）同施設において、「富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修建築工事」

「富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修電気設備工事」を予定している



ため、当該工事受注者と十分協議し、工事を進めること。 

１６）メインホール・メインホールホワイエ・マルチホールにおける既設 WiFi につ

いては下記のとおりとすること。※配置図・詳細図等は受注後提供（電気設備

工事） 

①AP 

・撤去および再設置作業は、以下の 6台を対象とする。 

AP15（メインホールホワイエ）、AP16（メインホールホワイエ 2F）、AP19、

AP20、AP21（メインホール天井裏）、AP22（マルチホールキャットウォー

ク） 

・AP は本体と台座に分かれているが、AP 本体のみの取外しを行う。（塗装作

業は行わない前提。） 

・工事期間中、台座は、粉塵等の付着防止のため、養生等でカバーする。 

・取外し後に、監督員立会いのもと AP本体の通電確認を行う。 

・AP本体は、取外し後から再設置までの期間中、ICT推進課内で保管する。 

・APの再設置位置は、取外し前の位置から、約 1ｍ以内とする。 

・再設置位置が取外し前の位置から変わる場合、台座の取外しと再設置も併

せて行う。 

・APの設置方向については、取外し前と同じ方向とする。 

・再設置位置や方向について、再設置作業前に、ICT 推進課と事前に協議を行

うものとする。 

・再設置後の電波強度調査は、別業者が行う。 

 

②HUBBOX（壁面取付） 

・取外しは行わず、電源を切り、養生でカバーした状態で、残置する。 

なお、養生作業の対象は以下の機器。 

PoEHUB03（マルチホール別室） 

PoEHUB04（マルチホール楽屋付近） 

PoEHUB07（メインホールホワイエ） 

PoEHUB08（舞台キャットウォーク） 

PoEHUB09（メインホール天井裏） 

 

・工事期間中、HUBBOX は電源を切った状態で残置する。なお電源の入切は市で

行う。 

③配線 

・光ケーブルについては、残置する。 

１７）全体停電（工事、電気設備点検等）時に必要な仮設電源は各社で対応をする

こと。 



工程表（案） ︓ 富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修工事
富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修工事設計業務委託

準備工

Ⅱ期へ引き継ぐ
低層屋根下地調整・遮熱塗装 検査

（約5ヶ月）
平場・立上り・笠木・外部シーリング 検査

（約4ヶ月）
調査 外壁ひび割れ補修 検査 外壁約731㎡（下地処理含む） 検査

（約24ｍ/731㎡） 外壁シーリング・外装仕上げ
調査 外壁タイル補修 検査 外壁シーリング 検査

（86ヶ所 03㎡/ヶ所） （約１ヶ月）
'調査 外壁ひび割れ補修（約150ｍ/770㎡） 検査 外壁約770㎡（下地処理含む） 検査

（約1.5ヶ月（アスベスト除去対策））
調査 コンクリート壁面ひび割れ補修 検査 タイル浮き補修 検査

（21m 約1ヶ月） （36.8㎡ 約1ヶ月）
. シャッター改修+建具廻りシーリング（2006ｍ）ガラス突合せシーリング（87.3ｍ）+ガラス押えシーリング（4847ｍ）+建具塗装（約405㎡）

（約4ヶ月）
鉄骨取外し 鉄骨再取付・防錆処理・塗装

機器図作成・製作・納品（約6ヶ月） 熱源機交換
（約1ヶ月）

躯体止水改修

（約3ヶ月）

準備工 養生・内部足場組立 内部足場解体  音響分析期間 微調整

実測・施工図作図・鉄骨製作 天井鉄骨下地組立

（約3ヶ月）
 天井LGS・ボード張り

 各所塗装

バトン取外し   天井解体 バトン取付

WiFi撤去   照明撤去 器材取付 ←WiFi取付→

既存ダクト・配管解体 ダクト・配管敷設 制気口等取付

外構緑化撤去 引渡し前検査

(1ヶ月）

メインホール部外部足場

Ⅰ期より引き継ぐ
作図機器承諾・製作 既設屋根撤去（太陽光パネル） メインホール新設金属屋根 太陽光パネル取付 ホワイエ屋根上段 ホワイエ屋根下段

(約3ヶ月） （約1か月） （約1か月） （約1か月） （約1.5か月） （約1.5か月）
舞台上部屋根・ホール屋根 ホール楽屋屋根防水

調査 ひび割れ（約40ｍ）補修 検査 外壁約521㎡（下地処理含む） 検査

（約30日） （約60日）
'調査 'ひび割れ補修 検査 外壁約2070㎡（下地処理含む） 検査

（約400ｍ/2070㎡（アスベスト除去）約60日） （約50日）
シャッター改修+ガラス押えシーリング+建具塗装

(約3ヶ月）
浚渫工事乾燥期間 堆積土撤去

(約3ヶ月） (1ヶ月）

準備工 養生・内部足場組立 内部足場解体 音響分析期間 微調整

椅子復旧
実測・作図・鉄骨製作 天井鉄骨下地組立・足場盛替

（約3ヶ月） （約３．５ヶ月）
天井LGS・ボード張り

各所塗装

  天井解体

WiFi撤去 照明撤去
器具取付 ←WiFi取付→

既存ダクト・配管解体 ダクト・配管等取付 制気口等取付

(約2.5ヶ月）
足場解体前検査 引渡し前検査

養生・内部足場組立 内部足場解体

施工図作図・設備調整 天井下地組立・設備調整

(約2ヶ月） (約2.5ヶ月）
天井LGS・ボード張り

各所塗装

天井解体

WiFi撤去 照明撤去 器具取付 ←WiFi取付→

機械設備工事 既存ダクト・配管解体 ダクト・配管敷設 制気口等取付

外構復旧
足場解体前検査

（約3カ月）

←WiFi微調整（ICT推進課）→

←WiFi微調整（ICT推進課）→

←WiFi微調整（ICT推進課）→

17ヶ月 18ヶ月

17ヶ月

12ヶ月 13ヶ月 14ヶ月10ヶ月1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月

その他

15ヶ月 16ヶ月5ヶ月 6ヶ月

15ヶ月 16ヶ月 18ヶ月

⑤

特定天井
改修工事
Ⅱ工区
(メイン

ホー
ル)810m

2

9ヶ月 10ヶ月 11ヶ月 12ヶ月 13ヶ月 14ヶ月3ヶ月 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月

特定天井
改修工事
Ⅱ工区
(ホワイ

エ)380m
2

11ヶ月7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月

7ヶ月 8ヶ月

⑥

⑨

1ヶ月 2ヶ月

外部建具改修工事

ラグーン改修工事

仮設工事

①

②

③

外壁改修工事
（コンクリート打放し）

外壁改修工事
（厚塗塗装）

令和9年1月（14ヶ月） 令和9年2月（15ヶ月）

金属屋根改修工事

屋上防水改修工事

令和9年4月（17ヶ月） 令和9年5月（18ヶ月）

Ⅱ工区

令和8年7月（8ヶ月） 令和8年8月（9ヶ月） 令和8年9月（10ヶ月） 令和8年10月（11ヶ月） 令和8年11月（12ヶ月） 令和8年12月（13ヶ月）令和8年1月（2ヶ月） 令和8年2月（3ヶ月） 令和8年3月（4ヶ月） 令和8年4月（5ヶ月） 令和8年5月（6ヶ月） 令和8年6月（7ヶ月）
仮設工事

令和7年12月（1ヶ月）

⑤

特定天井
改修工事
マルチ
ホール
300㎡

内装工事

塗装工事

解体工事（取外し・再取付）

電気設備工事

その他

令和9年3月（16ヶ月）

7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 11ヶ月 12ヶ月1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月

⑥

⑦

⑧

③

外壁改修工事
（コンクリート打放し）

外壁改修工事
（二丁掛けタイル貼り）

外壁改修工事
（厚塗塗装）

④

令和9年5月（18ヶ月）

Ⅰ工区

①

②

令和8年11月（12ヶ月） 令和8年12月（13ヶ月） 令和9年1月（14ヶ月） 令和9年2月（15ヶ月） 令和9年3月（16ヶ月） 令和9年4月（17ヶ月）令和8年5月（6ヶ月） 令和8年6月（7ヶ月） 令和8年7月（8ヶ月） 令和8年8月（9ヶ月） 令和8年9月（10ヶ月） 令和8年10月（11ヶ月）
工区 工種 工程表（案） ︓ 富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修工事

令和7年12月（1ヶ月） 令和8年1月（2ヶ月） 令和8年2月（3ヶ月） 令和8年3月（4ヶ月） 令和8年4月（5ヶ月）

作成日 2025/3/7

電気設備工事

機械設備工事

仮設工事

鉄骨工事

内装工事

塗装工事

解体工事

電気設備工事

仮設工事

金属屋根改修工事

屋上防水改修工事

内壁改修工事

外部建具改修工事

空調熱源機器更新に伴う
屋上機器置場改修

カスケード改修工事

仮設工事

鉄骨工事

機械設備工事

鉄骨工事

内装工事

塗装工事

解体工事

その他

一般利用者可能業務開始準備

１ヶ月



工事名称

工事場所

　積算書は、本工事の積算をする際の参考として提示するものです。入札の際には、設計図書
に従い積算をして下さい。なお、参考積算書への質問に関しましては回答できませんのでご了
承願います。

富士見市　大字鶴馬　地内

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

設　　計　　仕　　様　　書



工 事 名 称

請負工事費

工 事 概 要

摘　　　　　要 数　量 単位

1 式

1 式

1 式

1 式

1 式

1 式

1 式

1 式

1 式

1 式 10%

1 式

消 費 税 相 当 額

請 負 工 事 費

一 般 管 理 費

工 事 価 格

改 め

純 工 事 費

現 場 経 費

工 事 原 価

計

共 通 仮 設 費

機 械 設 備 工 事

総　　　　　　　　　　　　　括　　　　　　　　　　　　　表 下段 　　　原　設計

名　　　　　　　　　称 金　　　　　　　　　額 備　　　　　考

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

上段　　　設計変更

メインホール、マルチホールの特定天井改修(建築工事）に伴う機械設備工事

・空調熱源機器等更新

・天井内ダクト、スプリンクラー配管更新

・ラグーン井戸ポンプ更新

（P.共通  -  １  -　　  ） 富士見市 総務部 営繕課



工事共通仮設費

準備費 予備調査、敷地整理、その他に要する費用 1.0 式

現場事務所、倉庫、下小屋、

仮設建物費 作業員施設等の費用 1.0 式

場内通信設備等の工事用施設に 　 　

工事施設費 要する費用 1.0 式

安全標識、消火設備等の施設の設置 　 　

環境安全費 隣接物の養生等に要する費用 1.0 式

工事用電気設備及び工事用給排水設備 　 　

動力用水光熱費 とその料金に要する費用 支給

屋外跡片付け、屋外発生材の処分等の

屋外整理清掃費 整理清掃に要する費用 1.0 式

機械器具費 測量機器及び雑機械器具に要する費用 1.0 式

その他 材料試験等に要する費用 1.0 式

( )

( )

金      額

上段　　変更設計

下段　　原　設計

備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　共通　－　2) 富士見市 総務部 営繕課



上段　　変更設計

下段　　原　設計

0 共通仮設費（積上げ）

1500×6000×22t×18枚

鉄板敷 存置1か月 運搬共 162 ㎡

仮設敷鉄板運搬 162 ㎡

ｵﾍﾟﾚｰﾀ付き　1日　

揚重機機械器具費 ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ(ﾎｲｰﾙ)　75吊り 3.0 式

ｵﾍﾟﾚｰﾀ付き　1日

揚重機機械器具費 ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ　50吊り 4.0 式

計

( )

( )

単 位 単      価 金      額 備              考名           称 摘              要 数    量

(P. 　－　M　－　1)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

Ⅰ 機械設備工事

1 メインホ－ル天井改修工事 1 式

2 マルチホ－ル天井改修工事 1 式

3 ホワイエ天井改修工事 1 式

4 熱源更新工事 1 式

5 空調機更新工事 1 式

6 井戸ポンプ更新工事 1 式

( )

( )

金      額 備              考単 位名           称 摘              要 数    量 単      価

(P. 　－　M　－　2)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

1 メインホ－ル天井改修工事

a.ダクト工事 1 式

b.スプリンクラ－配管工事 1 式

c.撤去工事 1 式

d.発生材処分費 1 式

合計

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　3)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

2 マルチホ－ル天井改修工事

a.ダクト工事 1 式

b.スプリンクラ－配管工事 1 式

c.撤去工事 1 式

d.発生材処分費 1 式

合計

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　4)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

3 ホワイエ天井改修工事

a.ダクト工事 1 式

b.スプリンクラ－配管工事 1 式

c.撤去工事 1 式

d.発生材処分費 1 式

合計

( )

( )

備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額

(P. 　－　M　－　5)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

4 熱源更新工事

a機器設備工事

b配管工事

c計装工事

ｄ.撤去工事

e発生材処分費

合計

( )

( )

備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額

(P. 　－　M　－　6)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

5 空調機更新工事

a機器設備工事 1 式

b.撤去工事 1 式

c.発生材処分費 1 式

合計

計

( )

( )

備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額

(P. 　－　M　－　7)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

6 井戸ポンプ更新工事 1 式

合計

( )

( )

備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額

(P. 　－　M　－　8)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

1 メインホ－ル天井改修工事

a.ダクト工事

共板ﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

長方形ダクト 板厚　0.5mm 206.0 m2

共板ﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

長方形ダクト 板厚　0.6mm 92.0 m2

共板ﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

長方形ダクト 板厚　0.8mm 87.0 m2

ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ ｼｰﾙ有

長方形ダクト 板厚　1.0mm（451～750mm) 121.0 m2

共板ﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

長方形ダクト　SA 板厚　0.6mm　1ｻｲｽﾞｱｯﾌﾟ 158.0 m2

共板ﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

長方形ダクト　SA 板厚　0.8mm　1ｻｲｽﾞｱｯﾌﾟ 85.0 m2

ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ ｼｰﾙ有

長方形ダクト　SA 板厚　1.0mm　1ｻｲｽﾞｱｯﾌﾟ 80.0 m2

ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ ｼｰﾙ有

長方形ダクト　SA 板厚　1.2mm　1ｻｲｽﾞｱｯﾌﾟ 121.0 m2

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　9)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

高圧1ﾀﾞｸﾄ､高圧2ﾀﾞｸﾄ

スパイラルダクト 250φ 28.0 m

高圧1ﾀﾞｸﾄ､高圧2ﾀﾞｸﾄ

スパイラルダクト 300φ 72.0 m

ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

排煙ダクト 板厚　1.2mm 106.0 m2

ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

ボックス類 板厚　0.6mm 46.0 m2

ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

ボックス類 板厚　0.8mm 8.0 m2

ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法(低圧ﾀﾞｸﾄ､ｼｰﾙ有)

ボックス類 板厚　1.0mm 57.0 m2

ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法(低圧ﾀﾞｸﾄ､ｼｰﾙ有)

ボックス類 板厚　1.2mm 14.0 m2

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　10)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

長方形ダクト　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

保温工事費 屋内隠蔽　アルミガラスクロス 487.0 m2

排煙ダクト　きっ甲金網　保温厚25

保温工事費 屋内隠蔽　ロックウ－ル 106.0 m2

スパイラルダクト　250φ　32K

保温工事費 屋内隠蔽　保温厚25 79.0 m2

スパイラルダクト　300φ　32K

保温工事費 屋内隠蔽　保温厚25 72.0 m2

グラスウール

ボックス保温工事費 屋内隠蔽　保温厚25・銅網押え 123.0 m2

制気口 VHS　400×400 2.0 個

制気口 HS　400×400 2.0 個

制気口 ＨＳ　550×550 4.0 個

制気口 HS　2000×400 4.0 個

制気口 ノズル　300φ 16.0 個

制気口 金網　1200×700 1.0 個

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　11)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

ダクト接続工事費 300×300　板厚0.5mm 2.0 ヶ所

ダクト接続工事費 400×300　板厚0.5mm 4.0 ヶ所

ダクト接続工事費 400×400　板厚0.5mm 7.0 ヶ所

ダクト接続工事費 600×500　板厚0.6mm 1.0 ヶ所

ダクト接続工事費 600×600　板厚0.6mm 1.0 ヶ所

ダクト接続工事費 1000×1000　板厚0.8mm 1.0 ヶ所

ダクト接続工事費 1400×700　板厚0.8mm 1.0 ヶ所

ダクト接続工事費 1800×700　板厚1.0mm 1.0 ヶ所

総合調整費 長方形ﾀﾞｸﾄ調整 951.0 m2

総合調整費 ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ調整 114.0 m

合計

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　12)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

b.スプリンクラ－配管工事

屋内一般　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 25A 206.0 m

屋内一般　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 32A 14.0 m

屋内一般　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 40A 22.0 m

屋内一般　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 50A 78.0 m

屋内一般　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 65A 47.0 m

屋内一般　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 80A 8.0 m

高感度　1種（72℃）

スプリンクラ－ヘッド マルチ型　閉鎖形 55.0 個

鋼管　保温無し

配管切断・接続費 25A 4.0 ヶ所

鋼管　保温無し

配管切断・接続費 50A 2.0 ヶ所

鋼管　保温無し

配管切断・接続費 65A 2.0 ヶ所

( )

( )

備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額

(P. 　－　M　－　13)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

鋼管　保温無し

配管切断・接続費 80A 1.0 ヶ所

合計

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　14)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

ｃ撤去工事

亜鉛鉄板　再使用しない

長方形ダクト 板厚　0.5ｍｍ 364.0 m2

亜鉛鉄板　再使用しない

長方形ダクト 板厚　0.6ｍｍ 177.0 m2

亜鉛鉄板　再使用しない

長方形ダクト 板厚　0.8ｍｍ 130.0 m2

亜鉛鉄板　再使用しない

長方形ダクト 板厚　1.0ｍｍ 151.0 m2

再使用しない

スパイラルダクト 250φ 28.0 m

再使用しない

スパイラルダクト 300φ 72.0 m

亜鉛鉄板　再使用しない

排煙ダクト 板厚　1.0ｍｍ 106.0 m2

再使用しない

ボックス類 板厚　0.6ｍｍ 46.0 m2

再使用しない

ボックス類 板厚　0.8ｍｍ 8.0 m2

再使用しない

ボックス類 板厚　1.0ｍｍ 57.0 m2

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　15)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

再使用しない

ボックス類 板厚　1.2ｍｍ 23.0 m2

長方形ダクト

保温 屋内隠蔽　アルミガラスクロス 359.0 m2

排煙ダクト

保温 屋内隠蔽　ロックウ－ル 106.0 m2

スパイラルダクト

保温 屋内隠蔽　アルミガラスクロス 79.0 m2

ボックス保温 屋内隠蔽　保温厚25・銅網押え 132.0 m2

再使用しない

制気口 VHS　400×400 2.0 個

再使用しない

制気口 HS　400×400 2.0 個

再使用しない

制気口 ＨＳ　550×550 4.0 個

制気口 HS　2000×400 4.0 個

制気口 ノズル　300φ 16.0 個

制気口 金網　1200×700 1.0 個

( )

( )

単      価 金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位

(P. 　－　M　－　16)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

ダクト切断工事費 300×300　板厚0.5mm 2.0 ヶ所

ダクト切断工事費 400×300　板厚0.5mm 4.0 ヶ所

ダクト切断工事費 400×400　板厚0.5mm 7.0 ヶ所

ダクト切断工事費 600×500　板厚0.6mm 1.0 ヶ所

ダクト切断工事費 600×600　板厚0.6mm 1.0 ヶ所

ダクト切断工事費 1000×1000　板厚0.8mm 1.0 ヶ所

ダクト切断工事費 1400×700　板厚0.8mm 1.0 ヶ所

ダクト切断工事費 1800×700　板厚1.0mm 1.0 ヶ所

( )

( )

備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額

(P. 　－　M　－　17)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

屋内一般　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 25A 206.0 m

屋内一般　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 32A 14.0 m

屋内一般　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 40A 22.0 m

屋内一般　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 50A 78.0 m

屋内一般　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 65A 47.0 m

屋内一般　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 80A 8.0 m

高感度　1種（72℃）

スプリンクラ－ヘッド マルチ型 55.0 個

合計

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　18)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

d.発生材処分費

片道概ね25ｋｍ

運搬 4tコンテナ 8.0 台

処分 金属屑 84.0 m3

処分 安定型混合廃棄物 31.0 m3

合計

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　19)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

2 マルチホ－ル天井改修工事

a.ダクト工事

共板ﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

長方形ダクト 板厚　0.5mm 28.0 m2

共板ﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

長方形ダクト 板厚　0.6mm 41.0 m2

共板ﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

長方形ダクト 板厚　0.8mm 30.0 m2

共板ﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

長方形ダクト　SA 板厚　0.6mm　1ｻｲｽﾞｱｯﾌﾟ 23.0 m2

共板ﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

長方形ダクト　SA 板厚　0.8mm　1ｻｲｽﾞｱｯﾌﾟ 32.0 m2

ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ ｼｰﾙ有

長方形ダクト　SA 板厚　1.0mm　1ｻｲｽﾞｱｯﾌﾟ 50.0 m2

高圧1ﾀﾞｸﾄ､高圧2ﾀﾞｸﾄ

スパイラルダクト 150φ 5.0 m

高圧1ﾀﾞｸﾄ､高圧2ﾀﾞｸﾄ

スパイラルダクト 200φ 108.0 m

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　20)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

高圧1ﾀﾞｸﾄ､高圧2ﾀﾞｸﾄ

スパイラルダクト 250φ 4.0 m

高圧1ﾀﾞｸﾄ､高圧2ﾀﾞｸﾄ

スパイラルダクト 350φ 15.0 m

ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

排煙ダクト 板厚　1.0mm（751～1200mm) 6.0 m2

スパイラルダクト

排煙ダクト 250φ 8.0 m

ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法(低圧ﾀﾞｸﾄ､ｼｰﾙ有)

ボックス類 板厚　0.6mm 38.0 m2

ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法(低圧ﾀﾞｸﾄ､ｼｰﾙ有)

ボックス類 板厚　0.8mm 8.0 m2

長方形ダクト　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

保温工事費 屋内隠蔽　アルミガラスクロス 104.0 m2

スパイラルダクト　150φ　32K

保温工事費 屋内隠蔽　保温厚25 5.0 m

スパイラルダクト　200φ　32K

保温工事費 屋内隠蔽　保温厚25 108.0 m

スパイラルダクト　250φ　32K

保温工事費 屋内隠蔽　保温厚25 4.0 m

スパイラルダクト　350φ　32K

保温工事費 屋内隠蔽　保温厚25 15.0 m

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　21)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

ボックス保温工事費 屋内隠蔽　保温厚25・銅網押え 46.0 m2

長方形ﾀﾞｸﾄ　きっ甲金網　保温厚25

保温工事費 屋内隠蔽　ロックウ－ル 43.0 m2

250φ　250㎜ 保温厚25

保温工事費 屋内隠蔽　ロックウ－ル 6.0 m2

制気口 ノズル　250φ 24.0 個

制気口 排煙口　650×650 2.0 個

ダンパ－類 FD　550×500 1.0 個

ダンパ－類 FD　800×800 2.0 個

ダンパ－類 FD　250φ 2.0 個

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　22)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

ダクト接続工事費 400×400　板厚0.5mm 1.0 ヶ所

ダクト接続工事費 500×500　板厚0.6mm 1.0 ヶ所

ダクト接続工事費 800×600　板厚0.8mm 1.0 ヶ所

ダクト接続工事費 800×800　板厚0.8mm 1.0 ヶ所

ダクト接続工事費 1000×800　板厚0.8mm 1.0 ヶ所

ダクト接続工事費 150φ　板厚0.5mm 1.0 ヶ所

ダクト接続工事費 250φ　板厚0.5mm 3.0 ヶ所

ダクト接続工事費 350φ　板厚0.5mm 1.0 ヶ所

総合調整費 長方形ﾀﾞｸﾄ調整 204.0 m2

総合調整費 ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ調整 131.0 m

合計

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　23)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

b.スプリンクラ－配管工事

屋内一般　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 25A 104.0 m

屋内一般　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 32A 57.0 m

屋内一般　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 40A 10.0 m

屋内一般　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 50A 16.0 m

屋内一般　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 65A 48.0 m

高感度　1種（72℃）

スプリンクラ－ヘッド マルチ形　閉鎖形 31.0 個

鋼管　保温無し

配管切断・接続費 32A 3.0 ヶ所

鋼管　保温無し

配管切断・接続費 65A 3.0 ヶ所

冷媒用被覆銅管

冷媒管 液管　9.5φ 30.0 m

冷媒用被覆銅管

冷媒管 ガス管　9.5φ 30.0 m

( )

( )

備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額

(P. 　－　M　－　24)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

冷媒用銅管　保温あり　

配管切断・接続費 9.5φ 3.0 ヶ所

冷媒用銅管　保温あり　

配管切断・接続費 15.9φ 3.0 ヶ所

空調機ポンプダウン PAC-S2　冷房5.0kw　暖房5.6kw 1.0 台

合計

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　25)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

ｃ撤去工事

スライドオン工法　再使用しない

長方形ダクト 板厚　0.5ｍｍ 46.0 m2

スライドオン工法　再使用しない

長方形ダクト 板厚　0.6ｍｍ 62.0 m2

スライドオン工法　再使用しない

長方形ダクト 板厚　0.8ｍｍ 82.0 m2

再使用しない

スパイラルダクト 150φ 5.0 m

再使用しない

スパイラルダクト 200φ 108.0 m

再使用しない

スパイラルダクト 250φ 4.0 m

再使用しない

スパイラルダクト 350φ 15.0 m

アングル工法　再使用しない

排煙ダクト 板厚　1.0ｍｍ 37.0 m2

スパイラルダクト

排煙ダクト 250φ 8.0 m

スライドオン工法　再使用しない

ボックス類 板厚　0.6ｍｍ 38.0 m2

(  

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　26)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

スライドオン工法　再使用しない

ボックス類 板厚　0.8ｍｍ 8.0 m2

長方形ダクト

保温工事費 屋内隠蔽　アルミガラスクロス 104.0 m2

スパイラルダクト

保温工事費 屋内隠蔽　アルミガラスクロス 87.0 m2

排煙ダクト

保温工事費 屋内隠蔽　ロックウ－ル 43.0 m2

ボックス保温工事費 屋内隠蔽　保温厚25・銅網押え 46.0 m2

制気口 ノズル　250φ 24.0 個

再使用しない

制気口 排煙口　650×650 2.0 個

ダンパ－類 FD　1000×800 1.0 個

ダンパ－類 FD　800×800 2.0 個

ダンパ－類 HFD　250φ 2.0 個

ダクト切断工事費 400×400　板厚0.5mm 1.0 ヶ所

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　27)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

ダクト切断工事費 500×500　板厚0.6mm 1.0 ヶ所

ダクト切断工事費 800×600　板厚0.8mm 1.0 ヶ所

ダクト切断工事費 1000×800　板厚0.8mm 1.0 ヶ所

ダクト切断工事費 150φ　板厚0.5mm 1.0 ヶ所

ダクト切断工事費 250φ　板厚0.5mm 1.0 ヶ所

ダクト切断工事費 350φ　板厚0.5mm 1.0 ヶ所

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 25A 104.0 m

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 32A 57.0 m

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 40A 10.0 m

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 50A 16.0 m

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 65A 46.0 m

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　28)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

高感度　1種（72℃）

スプリンクラ－ヘッド マルチ型 31.0 個

合計

( )

( )

単      価 金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位

(P. 　－　M　－　29)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

d.発生材処分費

片道概ね25ｋｍ

運搬 4tコンテナ 3.0 台

処分 金属屑 26.0 m3

処分 混合屑 13.0 m3

合計

( )

( )

単      価 金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位

(P. 　－　M　－　30)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

3 ホワイエ天井改修工事

a.ダクト工事

ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

長方形ダクト 板厚　0.5mm 22.0 m2

ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

長方形ダクト 板厚　0.6mm 55.0 m2

ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

長方形ダクト 板厚　0.8mm 65.0 m2

スパイラルダクト 200φ 65.0 m

スパイラルダクト 250φ 46.0 m

ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

ボックス類 板厚　0.5mm 15.0 m2

ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ(ｼｰﾙ有)

ボックス類 板厚　0.6mm 20.0 m2

ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ ｼｰﾙ有

ボックス類 板厚　0.8mm 17.0 m2

ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ ｼｰﾙ有

ボックス類 板厚　1.0mm 21.0 m2

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　31)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ ｼｰﾙ有

ボックス類 板厚　1.2mm 10.0 m2

長方形ダクト　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

保温工事費 屋内隠蔽　アルミガラスクロス 142.0 m2

スパイラルダクト　200φ　32K

保温工事費 屋内隠蔽　保温厚25 65.0 m2

スパイラルダクト　250φ　32K

保温工事費 屋内隠蔽　保温厚25 46.0 m2

ボックス保温工事費 屋内隠蔽　保温厚25・銅網押え 60.0 m2

制気口 ノズル　250φ 14.0 個

制気口 BL-D　3000L 3.0 個

制気口 BL-D　2000L 1.0 個

制気口 BL-D　1500L 2.0 個

制気口 BL-D　1000L 10.0 個

制気口 BL-D　500L 23.0 個

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　32)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

制気口 VHS　300×300 1.0 個

ダンパ－類 FD　900×400 1.0 個

ダンパ－類 FD　1100×450 1.0 個

ダンパ－類 VD　900×400 1.0 個

ダンパ－類 VD　1100×450 1.0 個

ダクト接続工事費 900×400　板厚0.8mm 1.0 ヶ所

ダクト接続工事費 1000×450　板厚0.8mm 1.0 ヶ所

ダクト接続工事費 200φ　板厚0.5mm 1.0 ヶ所

合計

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　33)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

b.スプリンクラ－配管工事

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 25A 157.0 m

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 32A 3.0 m

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 40A 6.0 m

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 50A 24.0 m

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 65A 34.0 m

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 80A 5.0 m

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 100A 31.0 m

高感度　1種（72℃）

スプリンクラ－ヘッド マルチ形　閉鎖形 69.0 個

鋼管　保温無し

配管切断・接続費 50A 1.0 ヶ所

鋼管　保温無し

配管切断・接続費 65A 2.0 ヶ所

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　34)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

鋼管　保温無し

配管切断・接続費 100A 1.0 ヶ所

合計

( )

( )

備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額

(P. 　－　M　－　35)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

ｃ撤去工事

スライドオン工法　再使用しない

長方形ダクト 板厚　0.5ｍｍ 22.0 m2

スライドオン工法　再使用しない

長方形ダクト 板厚　0.6ｍｍ 55.0 m2

スライドオン工法　再使用しない

長方形ダクト 板厚　0.8ｍｍ 65.0 m2

再使用しない

スパイラルダクト 200φ 65.0 m

再使用しない

スパイラルダクト 250φ 46.0 m

スライドオン工法　再使用しない

ボックス類 板厚　0.5ｍｍ 15.0 m2

スライドオン工法　再使用しない

ボックス類 板厚　0.6ｍｍ 1.0 m2

アングル工法　再使用しない

ボックス類 板厚　1.0ｍｍ 16.0 m2

アングル工法　再使用しない

ボックス類 板厚　1.2ｍｍ 46.0 m2

長方形ダクト

保温工事費 屋内隠蔽　アルミガラスクロス 142.0 m2

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　36)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

スパイラルダクト

保温工事費 屋内隠蔽　アルミガラスクロス 77.0 m2

再使用しない

制気口 VHS　300×300 1.0 個

再使用しない

制気口 ノズル　250φ 16.0 個

再使用しない

制気口 BL-D　3000L 14.0 個

ダンパ－類 FD　900×400 1.0 個

ダンパ－類 FD　1100×450 1.0 個

ダクト切断工事費 900×400　板厚0.8mm 1.0 ヶ所

ダクト切断工事費 1000×450　板厚0.8mm 1.0 ヶ所

ダクト切断工事費 200φ　板厚0.5mm 1.0 ヶ所

( )

( )

単      価 金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位

(P. 　－　M　－　37)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 25A 157.0 m

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 32A 3.0 m

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 40A 6.0 m

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 50A 24.0 m

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 65A 34.0 m

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 80A 5.0 m

屋内隠蔽　天井内

配管用炭素鋼鋼管(白) 100A 30.0 m

高感度　1種（72℃）

スプリンクラ－ヘッド マルチ型 69.0 個

合計

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　38)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

d.発生材処分費

片道概ね25ｋｍ

運搬 4tコンテナ 9.0 台

処分 金属屑 19.0 m3

処分 混合屑 13.0 m3

合計

( )

( )

備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額

(P. 　－　M　－　39)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

4 熱源更新工事

a.機器工事

ガス焚吸収式　２分割搬入　中圧仕様

RH-1　冷温水発生器 冷却能力633kw　加熱能力556kw 1.0 基

空冷ヒ－トポンプチラ－　防振架台

R-1　チリングユニット 冷却能力132kw　加熱能力109kw 1.0 基

空冷チラ－　防振架台

R-2　チリングユニット 冷却能力132kw　加熱能力109kw 1.0 基

角型開放式(超低騒音)　防振架台

CT-1　冷却塔 冷却能力1130kw　冷却水3000L/min 1.0 基

片吸込ポンプ　防振架台

CHP-1-1　冷温水1次ポンプ 100A×80A×1800L/min×165kP 1.0 基

片吸込ポンプ　防振架台

CHP-1-2　冷温水1次ポンプ 80A×65A×430L/min×215kP 1.0 基

片吸込ポンプ　防振架台

CP-1-1　冷温水1次ポンプ 65A×50A×370L/min×210kP 1.0 基

片吸込ポンプ　防振架台

CP-1-2　冷温水1次ポンプ 80A×65A×1100L/min×190kP 2.0 基

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　40)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

片吸込ポンプ　防振架台

CHP-2-1　冷温水2次ポンプ 80A×65A×1100L/min×305kP 2.0 基

片吸込ポンプ　防振架台

CP-2-1　冷水2次ポンプ 80A×65A×670L/min×410kP 2.0 基

片吸込ポンプ　防振架台

CP-2-2　冷水2次ポンプ 80A×65A×670L/min×410kP 1.0 基

片吸込ポンプ　防振架台

HP-2-1　温水2次ポンプ 80A×65A×500L/min×140kP 2.0 基

片吸込ポンプ　防振架台

CDP-1　冷却水ポンプ 125A×100A×3000L/min×230kP 1.0 基

プレ－ト式　384KW

HEX-1　熱交換機 一次1100L/min　二次1100L/min 2.0 基

プレ－ト式　384KW

HEX-2　熱交換機 一次1250L/min　二次1000L/min 1.0 基

薬液タンク120L

WKF-1　薬注ポンプ ポンプ　30ml×1.47MPa 1.0 組

薬液タンク120L

WKF-2　薬注ポンプ ポンプ　30ml×1.47MPa 1.0 組

ソフトウェア　設定

中央監視装置 1.0 台

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　41)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

据え付け費 1.0 式 別紙明細1

搬入費 1.0 式 別紙明細2

電動機結線 直入始動方式　撤去　結線 8.0 台

合計

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　42)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

b配管工事

冷温水管 機械室露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 65A 8.0 m

冷温水管 機械室露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 100A 28.0 m

冷温水管 機械室露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 125A　溶接 20.0 m

冷温水管 機械室露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 150A　溶接 8.0 m

冷温水管 屋上露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 100A 98.0 m

冷却水管 機械室露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 200A　溶接 4.0 m

冷却水管 屋上露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 200A　溶接 38.0 m

水抜き管 機械室露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 20A 26.0 m

水抜き管 屋上露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 20A 3.0 m

補給水管 屋上露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 40A 16.0 m

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　43)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

ドレン管 屋上露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 25A 3.0 m

ドレン管 屋上露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 50A 2.0 m

冷媒用断熱材被覆銅管改修 液管　6.4φ 7.0 m

冷媒用断熱材被覆銅管改修 液管　15.9φ 25.0 m

冷媒用断熱材被覆銅管改修 ガス管　12.4φ 7.0 m

冷媒用断熱材被覆銅管改修 ガス管　38.1φ 25.0 m

冷温水管 配管用炭素鋼鋼管(白)　機械室露出

保温費 65A ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ　ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 8.0 m

冷温水管 配管用炭素鋼鋼管(白)　機械室露出

保温費 100A ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ　ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 28.0 m

冷温水管 配管用炭素鋼鋼管(白)　機械室露出

保温費 125A ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ　ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 8.0 m

冷温水管 配管用炭素鋼鋼管(白)　機械室露出

保温費 150A ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ　ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 32.0 m

冷温水管 配管用炭素鋼鋼管(白)　屋外露出

保温費 100A　 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ　溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鉄板 98.0 m

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　44)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

補給水管 配管用炭素鋼鋼管(白)　屋外露出

保温費 40A　 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ　溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鉄板 16.0 m

断熱材被覆銅管用保温外装

冷媒管外装 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ 32.0 m

仕切弁(管端防食ｺｱ)

ゲ－ト弁 20A　JIS5K 17.0 個

仕切弁(管端防食ｺｱ)

ゲ－ト弁 40A　JIS5K 2.0 個

ﾗｲﾆﾝｸﾞ仕切弁

ゲ－ト弁 65A　JIS5K 4.0 個

ﾗｲﾆﾝｸﾞ仕切弁

ゲ－ト弁 100A　JIS5K 4.0 個

ﾗｲﾆﾝｸﾞ仕切弁

ゲ－ト弁 200A　JIS5K 4.0 個

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　45)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

ﾗｲﾆﾝｸﾞﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁　

バタフライ弁 65A　10K(ｳｴﾊｰ) 4.0 個

ﾗｲﾆﾝｸﾞﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁　

バタフライ弁 100A　10K(ｳｴﾊｰ) 14.0 個

ﾗｲﾆﾝｸﾞﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁　

バタフライ弁 125A　10K(ｳｴﾊｰ) 16.0 個

ﾗｲﾆﾝｸﾞﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁　

バタフライ弁 150A　10K(ｳｴﾊｰ) 4.0 個

ﾗｲﾆﾝｸﾞﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁　

バタフライ弁 200A　10K(ｳｴﾊｰ) 2.0 個

ﾗｲﾆﾝｸﾞ逆止弁

チャッキ弁 65A　JIS10K 2.0 個

ﾗｲﾆﾝｸﾞ逆止弁

チャッキ弁 100A　JIS10K 5.0 個

チャッキ弁 125A　JIS10K 4.0 個

チャッキ弁 150A　JIS10K 1.0 個

チャッキ弁 200A　JIS10K 1.0 個

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　46)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

フレキ継手 40A　ベロ－ズ形 2.0 個

フレキ継手 65A　ベロ－ズ形 4.0 個

フレキ継手 100A　ベロ－ズ形 18.0 個

フレキ継手 125A　ベロ－ズ形 16.0 個

フレキ継手 150A　ベロ－ズ形 2.0 個

フレキ継手 200A　ベロ－ズ形 4.0 個

Ｙ形ストレナ－ 150A　10K　ライニング 2.0 個

Ｙ形ストレナ－ 200A　10K　ライニング 2.0 個

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　47)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

温度計 ガラス製　Ｌ型 14.0 個

圧力計 水用 6.0 個

ｶﾗｰ亜鉛鉄板　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ

バルブ類保温費 65A　機械出露出 6.0 個

ｶﾗｰ亜鉛鉄板　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ

バルブ類保温費 100A　機械出露出 19.0 個

ｶﾗｰ亜鉛鉄板　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ

バルブ類保温費 125A　機械出露出 20.0 個

ｶﾗｰ亜鉛鉄板　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ

バルブ類保温費 150A　機械出露出 7.0 個

溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛鉄板　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ

バルブ類保温費 100A　屋外露出 4.0 個

鋼管　保温有

配管切断・接続費 40A 1.0 ヶ所

鋼管　保温有

配管切断・接続費 65A 4.0 ヶ所

鋼管　保温有

配管切断・接続費 100A 18.0 ヶ所

鋼管　保温有

配管切断・接続費 125A 16.0 ヶ所

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　48)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

鋼管　保温有

配管切断・接続費 150A 4.0 ヶ所

鋼管　保温無し

配管切断・接続費 200A 4.0 ヶ所

鋼管　保温有

配管切断・接続費 6.4φ 2.0 ヶ所

鋼管　保温有

配管切断・接続費 12.4φ 2.0 ヶ所

鋼管　保温有

配管切断・接続費 15.9φ 1.0 ヶ所

鋼管　保温有

配管切断・接続費 38.1φ 1.0 ヶ所

冷温水　冷却水　補給水

総合調整費 配管系統調整 220.0 m2

合計

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　49)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

c計装工事

制御用ケーブル(シ－ルド） EM-CEES2.0-2C　(管内) 131.0 m

制御用ケーブル(シ－ルド） EM-CEES2.0-3C　(管内) 60.0 m

制御用ケーブル(シ－ルド） EM-CEES2.0-10C　(管内) 60.0 m

制御用ケーブル EM-CEE2.0-2C　(管内) 30.0 m

制御用ケーブル EM-CEE2.0-6C　(管内) 31.0 m

通信用ケーブル FCPEV0.9-5P 31.0 m

相当品

HEO専用 EM-CEES2.0-3C　(管内) 9.0 m

塗装無

電線管 厚鋼電線管　（22） 76.0 m

塗装無

電線管 厚鋼電線管　（36） 53.0 m

塗装無

電線管 ネジなし電線管　（E19） 9.0 m

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　50)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

塗装無

電線管 ネジなし電線管　（E25） 30.0 m

塗装無

電線管 ネジなし電線管　（E31） 31.0 m

塗装無

電線管 ネジなし電線管　（E51） 32.0 m

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽSS形屋外(SUS)

プルボックス 400×400×300H（WP) 1.0 個

外気温度検出器　取外・再取付 TEO 1.0 ヶ所

外気湿度検出器　取外・再取付 HEO 1.0 ヶ所

挿入型サーモ　取外・再取付 TW1 1.0 ヶ所

挿入型温度検出器　取外・再取付 TEW1 6.0 ヶ所

電動2方ボール弁　取外・再取付 BVS1　40 1.0 ヶ所

伝導率計 CW 1.0 ヶ所

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　51)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

合計

( )

( )

単      価 金      額名           称 摘              要 数    量 単 位 備              考

(P. 　－　M　－　52)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

d撤去工事

機器撤去 1.0 式 別紙明細3

機器搬出 1.0 式 別紙明細4

冷温水管 機械室露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 65A 8.0 m

冷温水管 機械室露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 100A 28.0 m

冷温水管 機械室露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 125A　溶接 20.0 m

冷温水管 機械室露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 150A　溶接 8.0 m

冷温水管 屋上露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 100A 98.0 m

冷却水管 機械室露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 200A　溶接 4.0 m

冷却水管 屋上露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 200A　溶接 38.0 m

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　53)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

水抜き管 機械室露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 20A 26.0 m

水抜き管 屋上露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 20A 3.0 m

補給水管 屋上露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 40A 16.0 m

ドレン管 屋上露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 25A 3.0 m

ドレン管 屋上露出

配管用炭素鋼鋼管(白) 50A 2.0 m

冷媒用被覆銅管 液管　6.4φ 7.0 m

冷媒用被覆銅管 液管　15.9φ 25.0 m

冷媒用被覆銅管 ガス管　12.4φ 7.0 m

冷媒用被覆銅管 ガス管　38.1φ 25.0 m

冷媒管 12.4φ

保温費 冷媒用被覆銅管外装　　屋外露出 32.0 m

冷媒管 38.1φ

保温費 冷媒用被覆銅管外装　　屋外露出 32.0 m

( )

( )

数    量 単 位 単      価 金      額 備              考名           称 摘              要

(P. 　－　M　－　54)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

冷温水管 配管用炭素鋼鋼管(白)　機械室露出

保温費 65A 8.0 m

冷温水管 配管用炭素鋼鋼管(白)　機械室露出

保温費 100A 28.0 m

冷温水管 配管用炭素鋼鋼管(白)　機械室露出

保温費 125A 8.0 m

冷温水管 配管用炭素鋼鋼管(白)　機械室露出

保温費 150A 32.0 m

冷温水管 配管用炭素鋼鋼管(白)　屋外露出

保温費 100A 98.0 m

補給水管 配管用炭素鋼鋼管(白)　屋外露出

保温費 40A 16.0 m

ゲ－ト弁 20A　JIS5K 17.0 個

ゲ－ト弁 40A　JIS5K 2.0 個

ゲ－ト弁 65A　JIS5K 4.0 個

ゲ－ト弁 100A　JIS5K 4.0 個

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　55)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

ゲ－ト弁 200A　JIS5K 4.0 個

ﾗｲﾆﾝｸﾞﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁　

バタフライ弁 65A　10K(ｳｴﾊｰ) 4.0 個

ﾗｲﾆﾝｸﾞﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁　

バタフライ弁 100A　10K(ｳｴﾊｰ) 14.0 個

ﾗｲﾆﾝｸﾞﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁　

バタフライ弁 125A　10K(ｳｴﾊｰ) 16.0 個

ﾗｲﾆﾝｸﾞﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁　

バタフライ弁 150A　10K(ｳｴﾊｰ) 4.0 個

ﾗｲﾆﾝｸﾞﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁　

バタフライ弁 200A　10K(ｳｴﾊｰ) 2.0 個

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　56)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

チャッキ弁 65A　JIS10K 2.0 個

チャッキ弁 100A　JIS10K 5.0 個

チャッキ弁 125A　JIS10K 4.0 個

チャッキ弁 150A　JIS10K 1.0 個

チャッキ弁 200A　JIS10K 1.0 個

フレキ継手 40A　ベロ－ズ形 2.0 個

フレキ継手 65A　ベロ－ズ形 4.0 個

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　57)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

フレキ継手 100A　ベロ－ズ形 18.0 個

フレキ継手 125A　ベロ－ズ形 16.0 個

フレキ継手 150A　ベロ－ズ形 2.0 個

フレキ継手 200A　ベロ－ズ形 4.0 個

Ｙ形ストレナ－ 150A 2.0 個

Ｙ形ストレナ－ 200A 2.0 個

ﾛｯｸｳｰﾙ

バルブ類保温費 65A　機械出露出 6.0 個

ﾛｯｸｳｰﾙ

バルブ類保温費 100A　機械出露出 19.0 個

ﾛｯｸｳｰﾙ

バルブ類保温費 125A　機械出露出 20.0 個

ﾛｯｸｳｰﾙ

バルブ類保温費 150A　機械出露出 7.0 個

ﾛｯｸｳｰﾙ

バルブ類保温費 100A　屋外露出 4.0 個

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　58)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

制御用ケーブル(シ－ルド） EM-CEES2.0-2C　(管内) 131.0 m

制御用ケーブル(シ－ルド） EM-CEES2.0-3C　(管内) 60.0 m

制御用ケーブル(シ－ルド） EM-CEES2.0-10C　(管内) 60.0 m

制御用ケーブル EM-CEE2.0-2C　(管内) 30.0 m

制御用ケーブル EM-CEE2.0-6C　(管内) 31.0 m

通信用ケーブル CPEV0.9-5P 31.0 m

相当品

HEO専用 EM-CEES2.0-3C　(管内) 9.0 m

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　59)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

屋外

電線管 厚鋼電線管　（22） 76.0 m

屋外

電線管 厚鋼電線管　（36） 53.0 m

屋外

電線管 ネジなし電線管　（E19） 9.0 m

屋外

電線管 ネジなし電線管　（E25） 30.0 m

屋外

電線管 ネジなし電線管　（E31） 31.0 m

屋外

電線管 ネジなし電線管　（E51） 32.0 m

溶融亜鉛メッキ仕上　防水仕様

プルボックス 400×400×300H（WP) 1.0 個

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　60)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

合計

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　61)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

e.発生材処分費

片道概ね25ｋｍ

運搬 4tコンテナ 6.0 台

処分 金属屑 5.0 m3

処分 混合屑 77.0 m3

R-1　チリングユニット

冷媒回収・処分費 冷却能力　132kw　加熱能力109kw 1.0 台

R-2　チリングユニット

冷媒回収・処分費 冷却能力　132kw 1.0 台

RH-1 吸収液液抜き

吸収液回収費 1.0 式

広域認定制度廃棄物管理票

吸収液運搬処分 975ｋｇ 1.0 式

合計

( )

( )

単      価 金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位

(P. 　－　M　－　62)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

5 空調機更新工事

a.機器工事

空調機　防振架台　保護網

PAC-M-1　空調機 冷房能力45kw　暖房能力50kw 1.0 基

天井カセット型　2方向

PAC-M-1ａ　空調機 冷房能力5.6kw　暖房能力6.3kw 4.0 台

天井カセット型　4方向

PAC-M-1b　空調機 冷房能力7.1kw　暖房能力8.0kw 1.0 台

据え付け費 1.0 式 別紙明細5

搬入費 1.0 式 別紙明細6

合計

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　63)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

b撤去工事

機器撤去 1.0 式 別紙明細7

機器搬出 1.0 式 別紙明細8

合計

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　64)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

ｃ.発生材処分費

片道概ね25ｋｍ

運搬 4tコンテナ 1.0 台

処分 混合屑 3.0 m3

冷媒フロン回収 冷房能力45kw　暖房能力50kw 1.0 式

合計

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　65)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

6 井戸ポンプ更新工事

深井戸水中ポンプ　付属品

P4　井戸ポンプ 25A×0.036m3/min×34ｍ（46m）0.75KW 1 基

埋設

耐衝撃性塩化ビニ－ル管 25A　HIVP 1 m

根切 人力 1 m3

埋め戻し 人力　根切土 1 m3

直読式量水器(乾式ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式)

量水器 25A 1 個

蓋含む

量水器桝 MC-1( 450H) 1 個

青銅仕切弁

ゲ－ト弁 25A　JIS5k 1 個

VC-P( 550H)　蓋含む

弁桝 25A 1 個

深井戸用水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 据付 3.7 kW以下 1 基

合計

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　66)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

別紙明細

1 熱源更新工事

機器据え付け費

ガス焚吸収式　試運転含む

RH-1　冷温水発生器 冷却能力633kw　加熱能力556kw 1.0 基

空冷ヒ－トポンプチラ－

R-1　チリングユニット 冷却能力132kw　加熱能力109kw 1.0 基

空冷チラー

R-2　チリングユニット 冷却能力132kw　加熱能力109kw 1.0 基

角型開放式(超低騒音)　

CT-1　冷却塔 冷却能力1130kw　冷却水3000L/min 1.0 基

片吸込ポンプ　7.5KW　防振基礎

CHP-1-1　冷温水1次ポンプ 100A×80A×1800L/min×165kP 1.0 台

片吸込ポンプ　5.5KW　防振基礎

CHP-1-2　冷温水1次ポンプ 80A×65A×430L/min×215kP 1.0 台

片吸込ポンプ　3.7KW　防振基礎

CP-1-1　冷温水1次ポンプ 65A×50A×370L/min×210kP 1.0 台

片吸込ポンプ　5.5KW　防振基礎

CP-1-2　冷温水1次ポンプ 80A×65A×1100L/min×190kP 1.0 台

片吸込ポンプ　11.0KW　防振基礎

CHP-2-1　冷温水2次ポンプ 80A×65A×1100L/min×305kP 2.0 台

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　67)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

片吸込ポンプ　11.0KW　防振基礎

CP-2-1　冷水2次ポンプ 80A×65A×670L/min×410kP 2.0 台

片吸込ポンプ　11.0KW　防振基礎

CP-2-2　冷水2次ポンプ 80A×65A×870L/min×410kP 2.0 台

片吸込ポンプ　3.7KW　防振基礎

HP-2-1　温水2次ポンプ 80A×65A×500L/min×140kP 2.0 台

片吸込ポンプ　18.5KW　防振基礎

CDP-1　冷却水ポンプ 125A×100A×3000L/min×230kP 1.0 台

プレ－ト式　384KW

HEX-1　熱交換機 一次1100L/min　二次1100L/min 2.0 台

プレ－ト式　384KW

HEX-2　熱交換機 一次1250L/min　二次1000L/min 1.0 台

薬液タンク120L

WKF-1　薬注ポンプ ポンプ　30ml×1.47MPa 1.0 台

薬液タンク120L

WKF-2　薬注ポンプ ポンプ　30ml×1.47MPa 1.0 台

試運転調整 R-1 R-2 CT-1 1.0 式

合計

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　68)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

別紙明細

2 機器搬入費

2分割　付属品　揚重機除く　複数搬入

RH-1　冷温水発生器 3.4ｔ　1.2ｔ　0.8ｔ 1.0 基

200㎏/m3未満　複数搬入

R-1　チリングユニット 搬入費(揚重機除く) 1.0 基

200㎏/m3未満　複数搬入

R-2　チリングユニット 搬入費(揚重機除く) 1.0 基

100㎏/m3未満　複数搬入

CT-1　冷却塔 搬入費(揚重機除く) 1.0 基

800ｋｇ以下

CHP-1-1　冷温水1次ポンプ 揚重機除く　複数搬入 1.0 台

800ｋｇ以下

CHP-1-2　冷温水1次ポンプ 揚重機除く　複数搬入 1.0 台

1000ｋｇ以下

CP-1-1　冷温水1次ポンプ 揚重機除く　複数搬入 1.0 台

600㎏/m3未満　2台

CP-1-2　冷温水1次ポンプ 揚重機除く　複数搬入 2.0 台

800ｋｇ以下　2台

CHP-2-1　冷温水2次ポンプ 揚重機除く　複数搬入 1.0 台

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　69)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

800ｋｇ以下　2台

CP-2-1　冷水2次ポンプ 揚重機除く　複数搬入 2.0 台

800ｋｇ以下

CP-2-2　冷水2次ポンプ 揚重機除く　複数搬入 1.0 台

1000ｋｇ以下　2台

HP-2-1　温水2次ポンプ 揚重機除く　複数搬入 2.0 台

800ｋｇ以下

CDP-1　冷却水ポンプ 揚重機除く　複数搬入 1.0 台

1000ｋｇ以下　複数搬入

HEX-1　熱交換機 搬入費(揚重機除く) 2.0 台

500ｋｇ以下　複数搬入

HEX-2　熱交換機 搬入費(揚重機除く) 1.0 台

合計

( )

( )

名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額 備              考

(P. 　－　M　－　70)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

別紙明細

3 熱源更新工事

機器据撤去

ガス焚吸収式

RH-1　冷温水発生器 冷却能力633kw　加熱能力556kw 1.0 基

空冷ヒ－トポンプチラ－

R-1　チリングユニット 冷却能力132kw　加熱能力109kw 1.0 基

空冷チラ－

R-2　チリングユニット 冷却能力132kw　加熱能力109kw 1.0 基

角型開放式(超低騒音)

CT-1　冷却塔 冷却能力1130kw　冷却水3000L/min 1.0 基

片吸込ポンプ 7.5KW

CHP-1-1　冷温水1次ポンプ 100A×80A×1800L/min×165kP 1.0 台

片吸込ポンプ　5.5KW

CHP-1-2　冷温水1次ポンプ 80A×65A×430L/min×215kP 1.0 台

片吸込ポンプ　3.7KW

CP-1-1　冷温水1次ポンプ 65A×50A×370L/min×210kP 1.0 台

片吸込ポンプ 5.5KW

CP-1-2　冷温水1次ポンプ 80A×65A×1100L/min×190kP 1.0 台

片吸込ポンプ 11.0KW

CHP-2-1　冷温水2次ポンプ 80A×65A×1100L/min×305kP 2.0 台

( )

( )

(P. 　－　M　－　71)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

片吸込ポンプ　11.0KW

CP-2-1　冷水2次ポンプ 80A×65A×870L/min×410kP 2.0 台

片吸込ポンプ　11.0KW

CP-2-2　冷水2次ポンプ 80A×65A×870L/min×410kP 2.0 台

片吸込ポンプ　3.7KW

HP-2-1　温水2次ポンプ 80A×65A×500L/min×140kP 2.0 台

片吸込ポンプ　18.5KW

CDP-1　冷却水ポンプ 125A×100A×3000L/min×230kP 1.0 台

プレ－ト式　384KW

HEX-1　熱交換機 一次1100L/min　二次1100L/min 2.0 台

プレ－ト式　384KW

HEX-2　熱交換機 一次1250L/min　二次1000L/min 1.0 台

薬液タンク120L

WKF-1　薬注ポンプ ポンプ　30ml×1.47MPa 1.0 台

薬液タンク120L

WKF-2　薬注ポンプ ポンプ　30ml×1.47MPa 1.0 台

合計

( )

( )

単      価 金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位

(P. 　－　M　－　72)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

別紙明細

4 機器搬出費

2分割　付属品　揚重機除く　複数搬出

RH-1　冷温水発生器 3.4ｔ　1.2ｔ　0.8ｔ 1.0 式

　分割搬出費 2分割搬出 1.0 式

200㎏/m3未満　複数搬出　撤去用

R-1　チリングユニット 搬入費(揚重機除く) 1.0 基

200㎏/m3未満　複数搬出　撤去用

R-2　チリングユニット 搬入費(揚重機除く) 1.0 基

100㎏/m3未満　複数搬出　撤去用

CT-1　冷却塔 搬入費(揚重機除く) 1.0 基

800ｋｇ以下　撤去用

CHP-1-1　冷温水1次ポンプ 揚重機除く　複数搬入 1.0 台

800ｋｇ以下　撤去用

CHP-1-2　冷温水1次ポンプ 揚重機除く　複数搬入 1.0 台

1000ｋｇ以下　撤去用

CP-1-1　冷温水1次ポンプ 揚重機除く　複数搬入 1.0 台

600㎏/m3未満　2台　撤去用

CP-1-2　冷温水1次ポンプ 揚重機除く　複数搬入 2.0 台

800ｋｇ以下　2台　撤去用

CHP-2-1　冷温水2次ポンプ 揚重機除く　複数搬入 2.0 台

( )

( )

金      額数    量 単 位 備              考単      価摘              要名           称

(P. 　－　M　－　73)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

800ｋｇ以下　2台　撤去用

CP-2-1　冷水2次ポンプ 揚重機除く　複数搬入 2.0 台

800ｋｇ以下　撤去用

CP-2-2　冷水2次ポンプ 揚重機除く　複数搬入 1.0 台

1000ｋｇ以下　2台　撤去用

HP-2-1　温水2次ポンプ 揚重機除く　複数搬入 2.0 台

800ｋｇ以下　撤去用

CDP-1　冷却水ポンプ 揚重機除く　複数搬入 1.0 台

1000ｋｇ以下　複数搬入　撤去用

HEX-1　熱交換機 搬入費(揚重機除く) 2.0 台

500ｋｇ以下　複数搬入　撤去用

HEX-2　熱交換機 搬入費(揚重機除く) 1.0 台

合計

( )

( )

備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価 金      額

(P. 　－　M　－　74)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

別紙明細

5 空調機更新工事

機器据え付け

ビルマル型空調機　防振基礎有り

PAC-M-1　空調機 冷房能力45kw　暖房能力50kw 1.0 基

天井カセット型　2方向

PAC-M-1ａ　空調機 冷房能力5.6kw　暖房能力6.3kw 4.0 台

天井カセット型　4方向

PAC-M-1b　空調機 冷房能力7.1kw　暖房能力8.0kw 1.0 台

合計

( )

( )

備              考名           称 摘              要 金      額数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　75)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

別紙明細

6 空調機更新工事

搬入費

200㎏/m3未満　複数搬入

PAC-M-1　空調機 搬入費(揚重機除く) 1.0 台

合計

( )

( )

金      額 備              考単      価名           称 摘              要 数    量 単 位

(P. 　－　M　－　76)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

別紙明細

7 空調機更新工事

機器撤去

ビルマル型空調機

PAC-M-1　空調機 冷房能力45kw　暖房能力50kw 1.0 台

天井カセット型　2方向

PAC-M-1ａ　空調機 冷房能力5.6kw　暖房能力6.3kw 4.0 台

天井カセット型　4方向

PAC-M-1b　空調機 冷房能力7.1kw　暖房能力8.0kw 1.0 台

5.6kw　6.3kw　4台

ポンプダウン 7.1kw　8.0kw　1台 1.0 式

合計

( )

( )

摘              要 数    量 金      額 備              考単      価名           称 単 位

(P. 　－　M　－　77)



上段　　変更設計

下段　　原　設計

別紙明細

8 空調機更新工事

搬出費

200㎏/m3未満　単独搬出

PAC-M-1　空調機 搬出費(揚重機除く) 1.0 台

合計

( )

( )

金      額 備              考名           称 摘              要 数    量 単 位 単      価

(P. 　－　M　－　78)



　　　　屋外露出部　※溶融アルミニウム亜鉛鉄板ラッキング　　・ＳＵＳラッキング

　　２．施工種別Ｂの材料及び施工順序４、５に替え、アルミガラス化粧原紙を使用する。

　　　　　　　　　　・保温化粧カバー（※樹脂製　・亜鉛メッキ鋼鈑製　・ＳＵＳ製）

　　　　屋内露出部　※保温化粧カバー（※樹脂製　・亜鉛メッキ鋼板製　・ＳＵＳ製）　

(注)１．冷媒管は、断熱材被覆銅管を使用し、外装は下記による。

　電動ドリル等の刃が鉄筋、金属配管等に接触した場合に、自動で電動工具の電源を

遮断する装置を使用する。

　　章 項　　　目 特　　記　　事　　項

　　２　　工事場所
　　３　　工　　期

設 計 年 月 日 図面番号工 事 名 称縮 尺
埼 玉 県

図 面 名

Ｍ－０１機械設備工事特記仕様書（１）

　　１　　工事名称
Ⅰ　工事概要

機械設備工事特記仕様書 　標準仕様書第２編によるほか下記による。

　空気調和設備工事の保温の種別

ド　レ　ン　管 屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫

天井内、ＰＳ内及び空隙壁中

浴室、厨房等の多湿箇所

（厨房の天井内は含まない。）

機械室、書庫、倉庫

天井内、ＰＳ内及び空隙壁中

屋外露出（バルコニー、開放廊下を含む。）

及び浴室、厨房等の多湿箇所

（厨房の天井内は含まない。）

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫

天井内、ＰＳ内及び空隙壁中

床下、暗渠内（ピット内、共同溝を含む。）

屋外露出（バルコニー、開放廊下を含む。）

及び浴室、厨房内の多湿箇所

（厨房の天井内は含まない。）

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫

天井内、ＰＳ内及び空隙壁中

床下、暗渠内（ピット内、共同溝を含む。）

屋外露出（バルコニー、開放廊下を含む。）

蒸　　気　　管

冷水・冷温水管

（膨張管、空気抜管、

　膨張タンクからボ

　イラー等への補給

　水管を含む。）

温　　水　　管

（膨張管を含む。）

　　　区　　分　　　 施　工　箇　所

屋内露出（一般居室、廊下）

床下、暗渠内（ピット内、共同溝を含む。）

　本工事で　・設ける（規模　　　　　）　※設けない

１　機　　材　　等 　本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のもの

　使用機材等については､ｱｽﾍﾞｽﾄ含有の有無を確認し､ｱｽﾍﾞｽﾄを含む機材は､使用しないこと｡
　とする。なお、資材名、製造所名及び発注先を記載した報告書を監督員に提出すること。

　「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」(グリーン購入法)に規定される
　特定調達品目に該当する機材は、その判断基準、配慮事項を満たすこと。
　調達する工事材料は、埼玉県産とするよう努めるものとする。

２　電気保安技術者 　・置く　※置かない

３　施工条件 施工時間

※行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外。
・上記以外の時間に施工する場合は事前に監督員と協議すること。

　 及び試験

　 試験、施工の検査

５ 機材の検査及び

　ただし、検査項目は残留塩素、pH値、臭気、外観、大腸菌、濁度、BOD、CODとする。

　試験は上記の飲用に供する場合の方法に従うものとする。

　状態に入った後速やかに（概ね３ヶ月以内）流入水・処理水の水質試験を行う。

※雨水利用システム及び排水再利用システムを設置したときは、工事完成後定常の使用

および⑫残留塩素の12項目とする。
酸態窒素、⑤塩化物イオン、⑥有機物、⑦pH値、⑧味、⑨臭気、⑩色度、⑪濁度

　ただし、検査項目は①一般細菌、②大腸菌、③亜硝酸態窒素、④硝酸態窒素及び亜硝
　て行うものとし、その結果は、監督員に提出するものとする。

　し、公立の保健所、試験所又は認定の試験所（事前に監督員の承諾を得る）に依頼し

　道法による「水質基準に関する省令」に基づく化学的、物理的及び生物化学的試験と

※飲用に供する設備機器の据付け及び取付け完了後、水質試験を行う。水質試験は、水

　検査及び試験を行うべき機材等は、標準仕様書及び特別仕様書によるほか下記による。

４　技能士の適用
・熱絶縁施工（保温工事）・冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の据付）
・配管施工（配管工事）　・建築板金施工（風道制作及び取付け）

６　監督員事務所

18　防露保温工事

建物別及び屋外
工　　事　　種　　目

○　衛　生　 器　具　設　 備

　　４　　建物概要

 ①
 ②
 ③
 ④
 ⑤

延面積
（㎡） 令別表第一

消防法施行　　構　造 　　 階　　数　　建　物　名　称 　　備　考

　　５　　工事種目（●印を付いたものを適用する。）

① ② ③ ④ ⑤ 屋外
工　　事　　種　　別

一　式

　　現場施工期間は、施設管理者との調整により変更することがある。

　やむを得ずそれ以外の工法を採用する場合は監督員の承諾を受ける。

25　絶縁継手の設置

24　既設管分岐・接続

23　管の埋設深さ

※５０Ａ以下は絶縁ユニオンとし、それ以上は絶縁フランジ　・全て絶縁フランジ

※鋼管と銅管及びこれに類する部分　※鋼管とステンレス管及びこれに類する部分

※コンクリートの建築物に出入りする箇所の付近の露出部配管

　　・種別

規定された工法による。

　既設管に接続・分岐する場合は、原則として新設時の接合方法として標準仕様書に

　　300ｍｍとする。

（３）その他の場所では、地表面(舗装する部分では路盤材下面)から管の上端まで

（２）構内車両通路では、路盤材下面から管の上端まで６００ｍｍとする。

（１）公道上は、道路管理者の指定する深さとする。

図面に明示する箇所についてＸ線撮影調査を実施すること。

　既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開け及びあと施工アンカー打設前に、22　はつり及びあと

　　施工アンカー打設

　あと施工アンカーの試験は、アンカーの種類毎に１か所引張試験を実施すること。

●
 
一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項
 
特
 
記
 
事
 
項
 （

続
 
き）

及び浴室、厨房等の多湿箇所

（厨房の天井内は含まない。）

●
 
一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項
 
特
 
記
 
事
 
項
 

　　届出手続等

　工事の着手、施工、完成に当り、関係官公署などへの必要な届出手続等は受注者が

　すべて受注者の負担とし、構内につくることが　※できる　・できない

　埋め戻し後の建設残土は、※監督員が指示する構内の場所に敷きならす。

　　　　　　　　　　　　　・構外搬出適切処理する。

　　再生アスコン使用

　再生砂の使用に先立ち、１購入あたり１検体の六価クロム溶出試験を行い土壌の汚染

※引渡しを要するもの以外は構外に搬出し、適切処理する。

　　　　（構外搬出処理費は　※本工事　・別途）

 （１）引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 （２）買取処分をするもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 （３）再生資源化を図るもの（・硬質塩化ビニル管　・　　　　　　　　　）

 （４）特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※処理に先立ち計画書を提出し、処理後は調書を提出すること。

（１）機器等の能力、容量等は表示された数値以上とする。

（１）地中埋設配管（排水管を除く）

　　１）地中埋設標（コンクリート製）　　　※要（図示の箇所）　　　　・不要

　　２）地中埋設鋲（キャッツアイ）　　　　※要（舗装部の分岐、曲部）・不要

　　３）埋設表示テープ（２倍折込み）　　　※要　　　　　　　　　　　・不要

震度Ｋ （Ｋ （Ｋ ／２）を用いて計算する。Ｖ Ｈ

設計用水平震度

設置場所

上層階
屋上及び塔屋

重要機器

中間階

１階及び地下階

一般機器 重要機器 一般機器

耐震安全性の分類

2.0

(2.0)

1.5

(2.0)

1.5

(1.5) (1.5)

(1.0) (1.0)

1.0

0.61.0

1.5

(2.0) (1.5)

1.0

0.6

(1.0)(1.5)

1.0

0.6

(1.0) (0.6)

0.4

<2.0> <1.5>

<1.5>

<1.5>

<1.5>

<1.0>

<1.0>

<1.0>

<1.0>

<0.6>

<0.6>

1.0

に係る環境基準に適合することを確認すること。

（２）電動機出力、燃料消費量及び圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

　※根切土の中の良質土（但しコンクリート管以外の管の周囲は山砂の類）　・山砂の類

　※別契約の関連工事の受注者が定着したものは無償で使用できる。　・本工事とする。

７　官公署その他への

８　工事用電力・水等

９　工事用仮設物

10　足場・さんばし類

12　埋め戻し土・盛土

13　再生砂､再生砕石､

14　発生材の処理等

15　容量等の表示

16　配　　管

17　耐震施工

　　１　専任期間の始期

　　　　請負契約締結の日から、(・現場施工に着手するまで（現場事務所の設置、資機材の搬入

　　　　主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

　　２　専任期間の終期

　　　　工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合は除く。）、事務手続き、

　　　　後片付けのみが残っている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

　　３　専任期間の中断

　　　　自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により発注者からの通知により、

　　　　工事を全面的に一時中止にしている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

 　　７　主任技術者又は監理技術者の専任期間（建設業法により必要になった場合）

　　 ８　工事範囲　　図示のとおり

　　 ９　機械設備工事概要

ボルトを選定すること。

　　　(注)（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　　　　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。

※上層階とは２～６階建の場合は最上階､７～９階建の場合は上層２階､

　10～12階建の場合は上層３階､13階建以上の場合は上層４階）

　中間階とは地下階,１階を除く各階で上層階に該当しないもの （平屋建の場合は無し）

重要機器は次のものを示す。

　 　 給水装置　　　 排水装置　　　　　 換気機器　　　 空調機器　　　 熱源機器

　 　 防災設備　　　 監視制御設備　　　 危険物貯蔵装置

　 　 火を使用する設備　　　 避難経路上に設置する機器　　

を受けるものとする。

　機器・配管等の据付けにおけるあと施工アンカーの使用については、監督員の承諾

　重量１００ｋｇを超える機器の耐震支持については、耐震計算書を添付し、アンカー

　施工は、（一社）日本建築あと施工アンカー協会の資格を有するもの、又は十分な技

能及び経験を有した者が行うこと。

　金属拡張系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、拡張の完了がわかる記録を添付する

こと。

埋込みの完了が分かる記録を添付すること。
　接着系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、清掃状況、マーキング、カプセル挿入、

　（原則として、接着系アンカーは吊り支持に使用しないものとする。）

17-1 あと施工アンカー

 　　６　指定部分　　※無　　　　・有

○　厨　房　 機　器　設　 備

○　給　　 　水　　　 設　　　備

○　排　　 　水　　　 設　　　備

○　給　　 　湯　　　 設　　　備

○　ガ　　 　ス　　　 設　　　備

　　　　　　　　　　対象部分：　　　　　　　　　　　　　　工期：令和　　年　　月　　日

　　　　又は仮設工事等が開始されるまで）の期間　・令和　　年　　月　　日までの期間）については、

11　建設発生土の処理

19　防　凍　保　温

20　塗　　　装

　ただし、設計用地震力（水平及び鉛直）は次の設計用水平震度Ｋ 及び設計用鉛直

　設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

　設備機器の固定等は、「建築設備耐震設計・施工指針　2014年版」（独立行政法人

建築研究所監修）を参考とする。

Ｈ

・特定の施設 ・一般の施設

は市長あてに報告すること。

13　そ　の　他 （１）図面上の縮尺は、ＪＩＳ　Ａ1版とした縮尺とする。

（２）受注者は、施工にあたって施設運営に支障の無いように綿密に打合せを

　　行うこと。

Ⅱ　工事仕様

１　共通仕様

（１）この工事は特記仕様書、図面によるほか、埼玉県機械設備工事特別共通仕様書（以下「特別共通仕様書」

　　という。）、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）、

　　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）、公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）

　　（以下「標準仕様書等」という。）及び監督員の指示に従い施工する。
　　　なお、県営住宅の場合は、公共住宅建設工事共通仕様書、機材の品質・性能基準を最優先とする。

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、それぞれの特別共通仕様書及び標準仕様書等を適用

　　する。
（３）法令・基準・仕様書等は、原則として施工時において最新のものを適用する。

２　特記仕様

（１）章は●印の付いたもの、項目は番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項のうち選択する事項は、・印の付いたものがなければ、※印を適用し、・印のものは適用しない。

・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　再生砂などは原則使用しない。ただし、監督員の了解を得た場合に限り、表層以外に

　・使用できる。　※使用できない。

　受注者は法定外の労災保険に付し、証書の写しを監督員に提出する。

が保障対象になっている組立保険等にかけて、証書の写しを監督員に提出する。

　受注者は工事目的物及び工事材料について工事完成期日後１４日まで、これを火災

　施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に帰属するものとする。

　　取合区分 支障を来さない時期までに、必要な位置、大きさなどを明示し、監督員と打合わせる。

　スリーブ、箱入れその他工事との取合いは、工事区分表によるものとし、施工に

　三相誘導電動機はＪＩＳ Ｃ ４２１３（ＩＥ３）トップランナーモーターとする。

　　　　　　　　　　（平成30年6月22日付け基発0622第2号）による

　※使用を要する　　墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン

　（フルハーネス型）

　配管等の識別は、その方法等について監督員と協議のうえ行うこと。

　・使用を要しない

26　他工事との

27　施工図等の取扱い

28　保　　　険

29　配管識別

30　墜落制止用器具

31　誘導電動機

　　 　　・建築工事　　　・電気設備工事

　　 10　同時期発注の関連工事

　ただし、自動制御設備に関わる配線は標準仕様書の自動制御設備の項による。

21　電　　　線

ａ1・（ハ）・Ⅶ

ｂ ・（ハ）・Ⅶ

ｃ2・（ロ）・Ⅶ

ｅ3・（ハ）・Ⅶ

Ａ1・（イ）・Ⅱ

Ｂ ・（イ）・Ⅱ

Ｅ3・（イ）・Ⅱ

Ａ1・（ハ）・Ⅲ

Ｂ ・（ハ）・Ⅲ

Ｄ ・（ハ）・Ⅲ

Ｅ3・（ハ）・Ⅲ

Ｃ2・（ロ）・Ⅰ

Ｄ ・（ロ）・Ⅰ

保 温 種 別

Ｃ2・（イ）・Ⅱ

Ｄ ・（イ）・Ⅱ

Ｃ1・（ロ）・Ⅲ

Ａ1・（ロ）・Ⅰ

Ｂ ・（ロ）・Ⅰ

Ｅ3・（ロ）・Ⅰ
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　　３．機器類の保温材の種別は、(※グラスウール保温材　・ロックウール保温材)とする。

　ダクトの保温の種別

Ｌ ・（ロ）・Ⅷ

Ｍ ・（ロ）・Ⅸ

消音チャンバー・消音エルボ

サプライチャンバー消音内貼り

Ｎ ・（ロ）・ⅩⅠ屋内隠ぺい、ＤＳ内

屋内露出（機械室、書庫、倉庫）

屋内露出（一般居室、廊下）

Ｉ ・（ロ）・ⅩⅠ

円 形 ダ ク ト

（厨房の天井内は含まない。）

及び浴室、厨房等の多湿箇所

屋外露出（バルコニー、解放廊下を含む。）

屋内隠ぺい、ＤＳ内

屋内露出（機械室、書庫、倉庫）

長 方 形 ダ ク ト

保 温 種 別施　工　箇　所　　　区　　分　　　

（厨房の天井内は含まない。）

及び浴室、厨房等の多湿箇所

屋外露出（バルコニー、開放廊下を含む。）

屋内露出（一般居室、廊下）

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫

　　　区　　分　　　

ａ1・（ハ）・Ⅶ

ｂ ・（ハ）・Ⅶ

施　工　箇　所 保 温 種 別

給 水 管

天井内

ＰＳ内及び空隙壁中

　給排水衛生設備工事の保温の種別

床下、暗渠内（ピット内、共同溝を含む。）

屋外露出（バルコニー、解放廊下を含む。）

及び浴室、厨房等の多湿箇所

（厨房の天井内は含まない。）

ｅ3・（ハ）・Ⅶ

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫

天井内

ＰＳ及び空隙壁中

 　　　━

 　　　━

ｃ2・（ロ）・Ⅶ

県営住宅ＰＳ内

ｃ2・（ロ）・Ⅶ

ｃ2・（ハ）・Ⅶ

　 　　━

　 　　━
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１　共通事項 　改修工事で特別に付加すべき事項について指定するものとし、それ以外は本特記仕様

書の一般共通事項による。

２　改修部分の足場 　本工事で単独に必要となる足場は、下記により設ける。

※足場を設ける場合は､「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」(厚生労働省

　基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法に関するガイドライン」により、

　「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能

　を有する足場とし､足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の

　組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により

　行うものとする。

３　既存部分養生・　

　　既存家具等養生

　　　・本工事で負担とする。（種別は（２）による。）

（２）本工事で単独で必要となる養生は、下記による。

　　　※ビニールシート　・合板　・　

４　備品等の移動 　・別途工事　・本工事　※接続配管等の取外し、接続は本工事

５　仮設間仕切り （１）関係請負業者と共用部分

　　　・本工事で負担とする。（種別は（２）による。）

（２）本工事で単独で必要となる仮設間仕切りは、下記による。

６　撤去後機材の扱い （１）改修部分の機材は原則として撤去後新品に取替えるものとし、再使用する場合は

　　　図示区分による。

（２）撤去後再使用の指定がない機材のうち、撤去後使用価値を有すものは、現場発生

　　　品として監督員に報告する。

　　　それ以外の機材は種類別に産業廃棄物として分別処分し、マニフェストを監督員

　　　に提出する。

７　支持金物の再使用

（２）外部足場　※Ａ種(枠組足場)　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種　・Ｆ種

８　あと施工アンカー

　　の種別

　金属拡張アンカー又は接着系アンカーを使用するものとし、その使用については、

監督員の承諾を受けるものとする。

　冷媒管の撤去に当たっては、すべてのフロンガスを回収し下記の方法で処理する。

　※破壊プラント搬入　・フロン再生後引き渡し　・未再生引き渡し

９　フロン回収

（２）形鋼支持金物等　・再使用できる　※新品

　　　　　　　　　　　※新品

（１）インサート金物　・インサートの径毎に引張試験を行った場合は、再使用できる

　　　※別契約の関係受注者が定着したものは無償で使用できる。

（１）関係受注業者と共用部分

　　　※別契約の関係受注業者が定着したものは無償で使用できる。

（１）内部足場　※　脚立足場　　・枠組足場　・　

及び浴室、厨房等の多湿箇所

（厨房の天井内は含まない。）

（膨張管、空気抜管、

　膨張タンクからボ

　イラー等への補給

　水管を含む。）

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫

天井内

ＰＳ内及び空隙壁中

給 湯 管

ｃ2・（ロ）・Ⅰ

ｄ ・（ロ）・Ⅰ

屋外露出（バルコニー、解放廊下を含む。）

　　６．便所内露出ＳＵＳ管及び流し内露出ＳＵＳ管は保温を要しない。

(注)１．消火、排水及び通気管のうち見えかかり部は塗装を施す。

　　３．施工種別ｂの材料及び施工順序３､４に替え､アルミガラス化粧原紙を使用する｡

　　４．機器類の保温材の種別は、（※グラスウール　　・ロックウール）とする。

　　２．排水管の管種が耐火二層管、耐火ＶＰの場合は、保温を要しない。

　下記仕様により防凍保温を行う。

　　・保温材をグラスウールとし、凍結防止ヒーターを設置。

　　５．消火管屋外露出部保温仕様は、e3・（ハ）・Ⅶとする。

　　原則としてＦ☆☆☆☆とする。

　※ロックウール・グラスウールのホルムアルデヒド放散量による区分は、
　　　　を採用する場合は、施工箇所によらず保温を要しない。
　　７．空調設備を要する便所（特別支援学校等）以外の便所で高密度ポリエチレン管

排水及び通気管

　　※保温仕様は保温厚さを40mmとする｡

10　総　合　調　整

11　既設基礎類の解体

　　はつり 現場内で使用する重機等は、解体建築物の位置及び規模に応じた機種及び規格のものを

　建設機械は、原則として、排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用すること。

選定すること。

・全体再調整　※改修部及び影響部のみ調整

　粉じんの飛散等により周辺環境に影響を及ぼさないよう適宜散水や粉じん発生源を覆

うなど環境対策に配慮すること。

12　アスベスト事前

　　調査結果の報告

　全ての建築物、工作物において大気汚染防止法及び石綿障害予防規則の事前調査を建

築物石綿含有建材調査者により実施し、アスベスト使用有無に関わらず、結果を知事又

※屋外露出給水管（呼び径20以下のみ）は、保温厚40mmの防凍保温を行うこと。

・図示の屋外露出部（給水管、消火管、給湯管、膨張管、弁類を含む。）は

　「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」に基づき処理すること。

すること又、工事に先立ち、「工事のお知らせ」等を配布し、周知する。

　工事に先立ち、監督員と打合せの上、住民及び関係自治会等に対して工事説明を実施

　　電子納品

を記載すること。

　完成図書の電子納品運用ガイドライン　　　※適用する　　　　・適用しない

　また、完成図の中に主要機器一覧表（名称、製造者名、形式、容量又は出力、数量等）

　完成図の表紙及び背表紙には、工事名、受・発注者名、完成年月を記載すること。

　県営住宅の完成図の提出部数は、Ａ３二つ折り製本４部とする。

32　完成図書の

33　そ　の　他

　　　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

(注)１．厨房ダクトの保温材は、管轄消防の規則を確認の上、選定すること。

屋外露出及び浴室、厨房内の多湿箇所

（厨房の天井内は含まない。）

ａ1・（ロ）・Ⅰ

ｂ ・（ロ）・Ⅰ

ｅ3・（ロ）・Ⅰ

Ｊ1・（ロ）・ⅩⅠ

Ｉ ・（ロ）・ⅩⅠ

Ｋ3・（ロ）・ⅩⅠ

Ｏ1・（ロ）・ⅩⅠ

Ｎ ・（ロ）・ⅩⅠ

Ｐ3・（ロ）・ⅩⅠ

露出配管は原則として塗装を行う。ただし、機械室、倉庫等の露出配管は塗装を行わ
ない。

また、屋外で溶融亜鉛メッキ電線管を使用する場合は、塗装を行わない。

　特記なき電線・ケーブルは、原則としてエコマテリアル電線・ケーブルとし、露出

部分に使用する場合は耐紫外線性能を有するものとする。

 　　　━

 　　　━

2024.12

富士見市　大字鶴馬　地内

　　契　　 　 約  　　　日　　から　　令和　９年　６月３０日

　　　　　現場施工期間

SRC、一 部 RC、 S造 地下 1階、地上 3階キラリふじみ 7,358.58

一　式
一　式
一　式

一　式

●　空　気　 調　和　設　 備

●　換　　 　気　　　 設　　　備

●　排　　 　煙　　　 設　　　備

●　自　動　 制　御　設　 備

●　消　　 　火　　　 設　　　備

●　井　　 　水　　　 設　　　備

・2階屋上 及び地下1階 機械室の熱 源機器撤去

・ﾏﾙﾁﾎｰﾙ、 ﾒｲﾝﾎｰ ﾙ、 ﾎﾜｲｴの天 井耐震化に 伴い天井内 ﾀﾞｸﾄ、 ｽﾌﾟﾘ ﾝｸﾗｰ配管撤 去、新設を 行う

・屋外井水ﾎﾟﾝﾌﾟ撤去新 設及び量水 器取付を行 う

富　士　見　市

営　　繕　　課

　本工事に必要な工事用電力及び水などは構内のものを使用できるとし、その仮説工事に

かかる費用は受注者の負担とする。

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

　　令和　７年１２月　２日　　から　　令和　９年　５月３１日

代行し遅滞なく行う。また、その届出に係る費用は受注者の負担とする。
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設 計 年 月 日 図面番号工 事 名 称縮 尺
埼 玉 県

図 面 名

Ｍ－０２機械設備工事特記仕様書（２）

※ＲＳ－ＶＵ又はリサイクルＶＵ　・ＶＵ　地中埋設部

その他の部分 ※ＲＦ－ＶＰ又はリサイクルＶＰ　・ＶＰ　

・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

汚
水
配
管

共
通

その他の部分 ※ＲＦ－ＶＰ又はリサイクルＶＰ　・ＶＰ　

※耐火二層管ＶＰ(FDPS-1)又は耐火ＶＰ

・排水用ﾉﾝﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ塗装鋼管

耐火性能を要求される場所

床下、暗渠内(ピット内、共同溝を含む｡) ※ＲＦ－ＶＰ又はリサイクルＶＰ　・ＶＰ　

・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

雑
排
水
配
管

・ＳＧＰ（白）５　暖房便座 （１）JIS A 4422（温水洗浄便座）とする。

（２）機能種別　　※温水洗浄　※脱臭　・温風乾燥　・トイレ室内暖房

（３）温水洗浄加熱方式　　※瞬間式　・貯湯式

（４）使用流体は、飲料用水道水とする。

６　大便器洗浄弁・　

　　洗浄用タンク

　器具表又は下記の場合を除き、※節水Ⅰ型・節水Ⅱ型とする。

・洗浄弁操作方式は、※手動式・電気開閉式（※センサー式・タッチスイッチ式）

　低圧形とする。

・上層階で使用する大便器洗浄弁は、現地給水管の流動圧を確認し、必要に応じ

（５）リモコン　・ＡＣ１００Ｖ　・乾電池等　※自己発電

17　冷却塔

　取付部は下記による。

※熱源機器の冷温水管（出入口共）、冷却水管（出入口共）

※空気調和機の冷温水管（出入口共）

※冷温水ヘッダー（往）及び各還り管　※熱交換器の温水管（出入口）　・　

　瞬間流量計はピトー管方式によるもので止水コック付とし、型式及び取付部は下記

による。なお、着脱部の指示部は（※１個　・　個）付属とする。

※往又は還どちらかの冷温水ヘッダーの各接続管へ（※固定形　・着脱形）を設ける。

　制御盤には（※給油ポンプ制御　※満減油警報　・遠隔警報　・電磁弁制御

　　　　　　　・返油ポンプ制御　　）の端子を設ける。

なお、フロートスイッチ部と制御装置の配管・配線は製造者標準仕様とする。

補給水は、水道水とし、補給水接続管部分に清掃用の水栓を分岐して設ける。

※レジオネラ属菌殺菌剤等の自動薬剤注入装置　※自動ブロー装置　・　

※直交流式　・向流型

14　圧　力　計

15　瞬間流量計

16　油面制御装置

・空気調和機の冷温水管の出入口どちらかに（※固定形　・着脱形）を設ける。

・熱源機器の冷温水管、冷却水管の出入口どちらかに（※固定形　・着脱形）を設ける。
※共栓なしとする。　・共栓付とする。

※使用できる　・使用できない

　大便器、小便器の洗浄水用に雨水等の利用をしている場合は、その旨をわかりや

すく各トイレ毎に表示する。

　せっけん供給栓等がない場合は、監督員と協議のうえ洗面器、手洗い器に設ける。

７　掃除流し

８　排水器具用ｺﾞﾑ継手

９　標　記　板

10　水せっけん入れ

※ＲＥＰ－ＶＵ(軽荷重の場合)　　　

・ＲＦ－ＶＰ又はリサイクルＶＰ　・ＶＰ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外気取入ダクト及びレタンチャンバー

※冷温水ヘッダー（往）及び各還り管　※熱交換器の温水管（出入口）　・　

通
気
配
管

※リサイクルＶＰ又はＲＦ－ＶＰ　・ＶＰ　その他の部分

・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

※耐火二層管ＶＰ(FDPS-1)又は耐火ＶＰ

・ＳＧＰ（白）

耐火性能を要求される箇所

　　RF-VP、RS-VU又は、REP-VUは標準仕様書第２編２．１．２．６による。

（注）１．リサイクルＶＰ、リサイクルＶＵはJIS K6741の規格をもつ塩ビリサイクル管、

　　　２．雨水排水を含む場合は、雨水排水管は雑排水配管の材料種別による。

　　　３．原則として雑排水配管、汚水配管の管接合部はＹ４５度で行う。

　　ないようにする。

２　洗面器等の排水管

３　満水試験継手

　洗面器等に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップする。

　３階以上にわたる排水立て管には、各階毎に次の継手を設ける。

　別紙桝表による。４　桝の適用

１　配管材料 ・露出部　Ｍ銅管　その他　保温付被覆銅管（Ｍ銅管）

・一般配管用ステンレス鋼管

・ポリブテン管（さや管ヘッダー工法）

２　絶縁フランジ 　取付部は下記による。

※鋼管と銅管及びこれに類する部分

※鋼管とステンレス管及びこれに類する部分

３　弁　　　類

（２）ステンレス管に取付ける弁は、JV8-1による。

４　ガス瞬間湯沸器

５　電気給湯器

※屋外設置の潜熱回収型　・PS扉内設置の潜熱回収型　

飲用の場合は、80℃以上で使用可能なものとし、「熱湯注意」の表示をする。

（１）規格はＪＩＳ又はＪＶとし、指定なきものは５Ｋ、それ以外は図示による。

１　配管材料 屋内消火栓用　　　一般配管※ＳＧＰ（白）　　・ＳＴＰＧ370（白）Sch40

○
 
給
 
水
 
設
 
備

１　配管材料
管　　種　　別施　工　箇　所

床下、暗渠内（ピット内、共同溝を含む。）

　配管材料は　※下記　・図面指示（図面指示が不足する箇所は下記）　による。

１　配管材料

床下、暗渠内(ピット内、共同溝を含む｡)

施　工　箇　所 管　種　別

厨房等の温排水

耐火性能を要求される箇所

※ＳＧＰ（白）・　

※耐火二層管ＶＰ(FDPS-1)又は耐火ＶＰ

　配管材料は　※下記　・図面指示（図面指示が不足する箇所は下記）　による。

※ＲＦ－ＶＰ又はリサイクルＶＰ　・ＶＰ　

１　小便器用節水装置

・小便器　　※全部ストール形　・一部ストール形

　　　　　　手すり（・本工事　※別途工事）

・洗面器　　※自動水栓（・全部　※一部）　・レバー式水栓（一部）

・シャワー　※サーモスタット式　・ミキシング式

　　　　　　※スライドバー　・フック　　※止水機能付節水形シャワーヘッド

・鏡　　　　※６００×８００（耐食鏡）　・傾斜鏡（・照明無　・照明付）

２　バリアフリー対応

３　衛生器具付属水栓 （１）器具付属止水栓は　※ドライバー式　・ハンドル式

（２）水抜き栓を使用する場合は、水栓は固定コマ式とする。

４　自動水栓類の電源 ※ＡＣ１００Ｖ　・乾電池等　・自己発電

１　ダ　ク　ト ※亜鉛鉄板　・　

２　排煙口の形式 ※天井取付（・スリット形　※スイング形）

・壁取付　（・スリット形　・スイング形）

３　排煙口手動開放

　　装置

開放及び復帰方式　※ワイヤー式　・電気式（遠隔操作　・不要　・要）

４　排煙風量測定 建築設備定期検査業務基準書（（一財）日本建築設備・昇降機センター)の排煙風量の

検査方法に準ずる。

１　中央監視制御装置

２　構成・機能 　図示による

３　電気計装用機材 　使用する電線及びケーブルは、原則としてＥＭ電線またはＥＭケーブルとする。

　屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

１　長方形ダクト１　長方形ダクト ※低圧ダクト（亜鉛鉄板製）

　長辺の長さ１５００ｍｍ以下　※共板工法　・スライドオンフランジ工法

　　　　　　　　　　　　　　　・アングルフランジ工法

２　円形ダクト ※スパイラルダクト（※亜鉛鉄板製　・ステンレス製）　・硬質塩化ビニル管（ＶＵ）

(注)１　使用区分は図示による。

３　風量測定口 　取付け箇所は、図示した箇所及び下記の箇所とする。

　送風機吐出ダクト又は吸込ダクト，外気取入ダクト

４　チャンバー （１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

（２）消音内貼りしたチャンバーには、点検口を設けるものとし、点検口の大きさは

　　下記のとおりとする。

　　・３００×３００　・３００×５００　※４００×６００　・５５０×７５０

（３）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水が滞留し

５　ダンパー

（２）ピストンダンパー　復帰方式（※遠隔　・　　　）

６　多湿箇所の排気

　　ダクト

　※浴室（シャワー室、脱衣室を含む）　・　

（２）水抜き管は（※厨房、浴室　※結露水が滞留する部分　・　　　　　）の排気ダ

クトには設ける

７　保　　温 　下記のダクトの保温を行う。

　　仕様はＮ・（ロ）・ⅩⅠとする。

　　保温施工範囲は、給気用ＯＡダクトは全て、また、排気用ＥＡダクトは外壁より

　１ｍの部分とする。

※（※厨房　・湯沸室　・　　　）用の隠蔽ぺい部ダクト（仕様はｈ・（イ）・Ⅸとし

　範囲は図示による）　　　　　　　　　　　　　　　　

８　試運転調整 　風量調整　　　　　　　　　※する　・しない

　風量測定　　　　　　　　　※する　・しない

　それ以外の部分　　　　　　　※アングルフランジ工法

・高圧１ダクト（亜鉛鉄板製）　　　　　　　・高圧２ダクト（亜鉛鉄板製）　

※全熱交換器用の隠ぺい部ダクト

・ステンレス製ダクト（・Ａ区分　※Ｂ区分）・塩ビ製ダクト（・Ａ区分　※Ｂ区分）　

　天井内隠ぺい電線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

18　空気熱源ヒート

　　ポンプ空調機

　標準仕様書によるほか下記による。

（１）圧縮機原動機の制御方式　　　　　※回転数制御　・オンオフ制御　

　　　　すること。

　（注２）Ｒ３２を採用した場合、冷媒配管の断熱材被覆銅管は難燃性のものを使用

　（注１）Ｒ４１０Ａを採用した場合、冷媒配管は機器の設計圧力を満足するものを

　　　　使用すること。

（３）埼玉県グリーン調達推進方針で掲げる成績係数を満たす機器とする。

（２）冷媒　ＨＦＣ（ Ｒ４１０Ａ、Ｒ３２又はＲ４０７Ｃ ）

１　設計温湿度 屋　　　内
　一　般　系　統

夏　期
冬　期

外　　気

　温度（ＤＢ）
　28　℃

　20　℃

　　　％

　湿度（ＲＨ）

　　　％

　温度（ＤＢ）
　　　℃

　　　℃

　湿度（ＲＨ）
　　　％

　　　％

　温度（ＤＢ） 　湿度（ＲＨ）
　　　℃

　　　℃

　　　％

　　　％

※外気処理用エアコンの屋内設定値は、夏期湿度50%とする。

２　総合試運転調整 ※本工事　・別途

３　煙　　　道 （１）鉄板厚　　（※３．２ｍｍ　・４．５ｍｍ　）

（２）ばい煙濃度計　※設ける　・設けない

（３）ばいじん量測定口　※設ける（測定口は８０Φとする）・設けない

４　煙　　　突 ※別途　・本工事

５　長方形ダクト ※低圧ダクト（亜鉛鉄板製）

　長辺の長さ１５００ｍｍ以下　※共板工法　・スライドオンフランジ工法

　　　　　　　　　　　　　　　・アングルフランジ工法

　それ以外の部分　※アングルフランジ工法

・高圧１ダクト（亜鉛鉄板製）　　　　　　　・高圧２ダクト（亜鉛鉄板製）　

６　円形ダクト

・換気用耐火二層管（大臣認定品）　※フレキシブルダクト（・保温付　・保温無）

(注)１　使用区分は図示による。

７　風量測定口 　取付け箇所は、図示した箇所及び下記の箇所とする。

８　チャンバー （１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

（２）ダクト接続形の空気調和機等に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバ

　　及びダクト系で消音内貼りしたチャンバーには、点検口を設けるものとし点検口の

　　大きさは下記のとおりとする。

　　・３００×３００　・３００×５００　※４００×６００　・５５０×７５０

（３）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水が滞留し

　　ないようにする。

９　吹出口及び吸込口

　　ボックス

※亜鉛鉄板製　・グラスウール製

10　ダンパー （１）防煙ダンパー　　　復帰方式（※遠隔　・　　　）定格入力ＤＣ24Ｖ，0.7Ａ以下

（２）ピストンダンパー　復帰方式（※遠隔　・　　　）

11　配管材料 （１）冷温水管　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）・　

（２）冷却水管　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）・　

（３）ブライン管　　　　※配管用炭素鋼鋼管（黒）　・　

（４）冷媒管　　　　　　※断熱材被覆銅管

　　　　　　　　（保温厚mm　ガス管　※20以上　・10以上　液管　・20以上　※10以上）

・ステンレス製ダクト（・Ａ区分　※Ｂ区分）・塩ビ製ダクト（・Ａ区分　※Ｂ区分）　

　送風機吐出ダクト又は吸込ダクト､外気取入ダクト､空調機出口チャンバーの分岐ダクト

　初期運転状態の記録　　　　　　　　　　　※する　・しない

　室内気流及びじんあいの測定　　　　　　　・する　※しない

　風量調整　　　　　　　　　　　　　　　　※する　・しない

　に行うこと。

　確認は、一時取外し前、再取付け後の双方で行うこと。新規設置の場合は設置後

　（一財）日本石油燃焼機器保守協会）が行い、記録を整備すること。なお、動作

　製造者認定の代理店等に所属する「石油機器技術管理士」の登録を受けたもの（

　　ＦＦ式温風暖房機の一時取外し、再取付、新規設置及び動作確認は、製造者又は

（４）ＦＦ式温風暖房機の撤去・再取付、新規設置について

　　では学校運営に支障を与えない期間、その他の施設では施設管理者と打合せし

（３）特に騒音振動など周辺に甚大な影響のある工事については、原則として学校

○
 
給
 
湯
 
設
 
備

　水量調整　　　　　　　　　　　　　　　　・する　※しない

消火用　　　　　　一般配管※ＳＧＰ（白）　　・ＳＴＰＧ370（白）Sch40

不活性ガス消火用　※ＳＴＰＧ370（白）Sch40　・ＳＴＰＧ370（白）Sch80

２　建物導入部配管 　図示部分について下記のとおり施工する。

※埋設用フレキシブルジョイント２本をＬ字状に設ける。

・標準図施工４（　・（ａ）　・（ｂ）　・（ｃ））　

１　配管材料

　漏洩検知装置は、流量検知式圧力監視型とする。

３　液化石油ガスの

　　供給権

　ガス設備工事の施工者にガスの供給権は付帯しない。

・都市ガス　ガス事業者の供給規定による。埋設配管はＰＥ管を原則とする。

・液化石油ガス　　一般配管　※ 合成樹脂被覆鋼管　・ ＳＧＰ（白）　

１　厨房機器の固定

ないよう、床又は壁に堅固に取り付ける。

　原則として、移動を前提とする厨房機器を除き地震時に転倒及び位置ずれを起こさ

２　シンク用水栓 ※レバー式泡沫水栓　・自動水栓

３　安全装置の機能

　　の適用

標準仕様書第5編１･６･１の表5.1.7安全装置の表中の△の項目はすべて適用とする。

第２条　受注者は、回収した濁水を次のとおり処理するものとする。
・種類及び処理量　　汚泥（油分を含む汚泥）　　．　m3
・中間処理施設　　　　　　市　　　地内、（株）

２　受注者は、別の中間処理施設を選定する場合には、事前に監督員と協議するものとする。

締結した委託契約書の写し及び許可証の写しを添付すること。

第４条　受注者は、施工計画書において、濁水の回収、運搬及び処理に関する方法を定めなけれ

て定める産業廃棄物管理票（以下「マニフェスト」という。）により管理するものとする。

廃棄物収集運搬委託契約を締結しなければならないものとする。

３　受注者は、自ら運搬を行う場合を除き、汚泥の収集運搬業の許可を受けている業者と産業
なければならないものとする。

２　受注者は、汚泥の中間処理業の許可を受けている業者と産業廃棄物処分委託契約を締結し

した濁水を産業廃棄物の汚泥（油分を含む汚泥）として中間処理施設に運搬及び処理するもの

第３条　受注者は、舗装版切断作業を行いながら濁水を可能な限り回収し、作業後速やかに回収

舗装版切断時に発生する濁水（以下「濁水」という。）の処理に関し必要な事項を定めるものである。

舗装版切断時に発生する濁水の処理に係る特記仕様書

・処理方法　　　　　・中間処理後、最終処分場に搬入（処理に焼却又は溶融含まず）
・中間処理後、最終処分場又は再資源化（処理に焼却又は溶融を含む）

４　受注者は、濁水の処理に関する履行について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律におい

とする。

第１条　この特記仕様書は、埼玉県機械設備工事特別共通仕様書に定めるもののほか、アスファルト

ばならないものとする。また、中間処理業者及び収集運搬業者と第3条第3項及び第4項に基づき

２　受注者は、工事検査時にマニフェスト原本を提示する。

と協議するものとする。

設計変更の対象としないものとする。

２　受注者は、舗装版切断時に濁水を生じない工法を使用する場合においては、事前に監督員

第５条　濁水処理量については、舗装版の切断延長や切断厚が変わった場合を除き、原則として

３　この特記仕様書に疑義等が生じた場合については、別途監督員と協議するものとする。

○
 
厨
 
房
 
設
 
備

○
 
ガ
 
ス
 
設
 
備

　騒音の測定　　　　　　　　・する　※しない

（１）防煙ダンパー　　　復帰方式（※遠隔　・　　　）定格入力ＤＣ24Ｖ，0.7Ａ以下

（１）排気ダクトのうち下記箇所は硬質塩化ビニル管（ＶＵ）（防火区画貫通箇所は

　　換気用耐火二層管）を使用できる。

　　　　　　　　　　　　・耐火二層管ＶＰ（ＦＤＰＳ－１）　

　　　ただし、保温機能付空調用ドレン管は、水圧１ｍを超える配管には使用しない。

（６）油管　　　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（黒）　・　

（７）蒸気管　給気管　　※配管用炭素鋼鋼管（黒）　・　

 　　　　　　 還　管　　※圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）Sch40　　・ステンレス鋼管

（８）膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管

　　　　　　　　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）　・　

　　　（消防協議事項：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　・配管用炭素鋼鋼管（白）　・硬質塩化ビニル管ＶＰ

　　　ドレン管（屋内）　※保温機能付空調用ドレン管（ｴｽﾛﾝACﾄﾞﾚﾝﾊﾟｲﾌﾟ相当品）　

　　て設定すること。

　湿度（ＲＨ）　温度（ＤＢ）
　47.1％

　  0.5℃   49.4％

  37.1℃

　工事対象範囲の既設機器運転状態の記録　　※する　・しない

11　擬音装置

※ＳＵＳ ・ポリブテン管

JIS B 2061（自動水栓）による電気開閉式とし、小便器（※一体形・分離形）とする。

　・掃除口付きソケット　※満水試験用掃除口ソケット

　　　　　　　　　地中埋設　※ ガス用ＰＥ管　　  ・　

２　漏洩検知装置

　　　　　　　　　地中埋設・ＳＧＰ－ＶＳ　　・ＨＩＶＰ　

　　　　　　　　　　　　　※高密度ポリエチレン管（消火用）

　　　　　　　　　地中埋設・ＳＧＰ－ＶＳ　　・ＨＩＶＰ

　　　　　　　　　　　　　※高密度ポリエチレン管（消火用）

・耐火二層換気管　※フレキシブルダクト（・保温付　・保温無）

　衛生設備器具の適用等の必要なことは別途衛生設備器具表による。12　そ　の　他

（５）ドレン管（屋外）　※硬質塩化ビニル管ＶＰ(カラー)　・配管用炭素鋼鋼管（白）　

　取付部は下記による。

※熱源機器の冷温水管(出入口共)､冷却水管(出入口共)　※空気調和機の冷温水管(出入口共)

※ダクト接続形空気調和機のサプライチャンバー、レタンダクト、

13　温　度　計

また、鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。
12　弁　　　類 　規格はＪＩＳ又はＪＶとし、指定なきものは５Ｋ、それ以外は図示及び共通仕様書による。

（注）樹脂管には熱伸縮による破損を防止する措置を講ずること。

ウエット厨房、浴室等の湿潤シンダー内配管） ・ポリブテン管※ＳＵＳ　・ＨＩＶＰ　

県営住宅　住戸内

・ＨＩＶＰ　・水道用ステンレス鋼管

・

地中埋設部（一般部分）

保温をしない屋外露出部

上
水
配
管

・水道配水用ポリエチレン管（ＰＥ）

・水道配水用ポリエチレン管（ＰＥ）
・

地中埋設部（水道直結部分）

※ＳＵＳ

※ＨＩＶＰ　・水道用ポリエチレン管　　

便所天井内、ＰＳ内（注５）

※ポリブテン管

その他の部分

便所天井内

便所空隙壁内又は衛生器具等接続管

※高密度ポリエチレン管（３２Ａ以上）

※ポリブテン管（１０ｍｍ保温付）

※ＳＵＳ　・ＨＩＶＰ ・ポリブテン管

床下、暗渠内（ピット内、共同溝を含む。） ※ＳＵＳ　・ＨＩＶＰ ・ポリブテン管

湿潤シンダー内配管 ※ＳＵＳ　・ＨＩＶＰ ・ポリブテン管

便所天井内、ＰＳ内（注５）

地中埋設部（一般部分）

保温をしない屋外露出部

※ポリブテン管

その他の部分

便所空隙壁内又は衛生器具等接続管

便所天井内

中
水
配
管

※高密度ポリエチレン管（３２Ａ以上）

※ポリブテン管（１０ｍｍ保温付）

・水道配水用ポリエチレン管（ＰＥ）
・

※ＳＵＳ

※ＳＵＳ　・ＨＩＶＰ ・ポリブテン管

　 　　う。

　 　　いことを確認するため衛生器具の取付完了後、系統毎に着色水を用いた通水試験を行

　 ３．飲料水以外の給水管は、系統別に管外部に配管識別テープを巻く。また、誤接続がな

　 　　点検できるように点検用桝を設ける。

　 ４．建物導入部において、ポリエチレン管と異種管を接合する場合は、接合部が容易に

　 ２．ステンレス管に取付ける弁は、JV8-1による。

(注)１．ＳＵＳとは、JIS G 3448 またはJWWA G 115 に規定するステンレス鋼管とし、継手は

　 ５．口径２５Ａにて大便器等に接続する場合は、施工状況に応じて高密度ポリエチレン管

　　　 の使用も可とする。

　 ６．高密度ポリエチレン管とは、主材料に高密度ポリエチレン樹脂（ＰＥ１００）を採用

　　　 し、管と継手を電気融着にて接合するものをいう。

　　　一般部（・圧縮 ・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾟﾚｽ ※拡管）便所・廊下流し廻り露出配管（※拡管）とする。

７．地中埋設部（水道直結部分）は水道事業者の指示による。

８．樹脂管には熱伸縮による破損を防止する措置を講ずること。

・架橋ポリエチレン管
※ポリブテン管

９．住戸内は、さや管ヘッダー配管システムとする。

２　一体形タンク 　一体形タンクについての標準図は一般的な形状及び数値を示すものであって、

図面及び特記仕様書に記載された耐震強度、容量、寸法を満たすものであればよい。

９　検針方法 　水道事業者の集合住宅に関する戸別検針規程に適合するように関連工事業者と調整の

うえ施工すること。

１０ 水道利用加入金 　水道利用加入金は、別途とする。ただし、水道事業者との調整は本工事に含む。

１１ 本管取出し 　水道本管からの給水取出し工事は、本工事範囲とする。また、取出し部における

舗装の復旧も含む。

７　水　栓　柱 ・防寒コンクリート水栓柱（１２００Ｌ）　※不凍給水栓　

６　弁　　　類 　規格はＪＩＳ又はＪＶとし、水道直結部分は１０Ｋとし、指定なきものは５Ｋ、

それ以外は図示及び標準仕様書による。

５　量水器桝 ※水道事業者指定品　・標準図ＭＣ形

８　建物導入部配管 図示部分について下記のとおり施工する。

※埋設用フレキシブルジョイント２本をＬ字状に設ける。

・標準図施工４（　・（ａ）　・（ｂ）　・（ｃ））　

４　量　水　器 ※親メーター（※貸与品　・　　　）　・子メーター（※買い取り・　　　）

３　水　　栓 ※給湯用水栓を除き大きさの呼び１３の水栓は、節水コマとする。

・水抜き栓を使用する場合は、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。ただし屋内は

　固定コマ式とする。

　トイレブースに設置する。

４．樹脂管には熱伸縮による破損を防止する措置を講ずること。
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　騒音の測定　　　　　　　　　　　　　　　※する　・しない
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※有り　・無し
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※ＨＩＶＰ　・水道用ポリエチレン管　　

●
 
消
 
火
 
設
 
備

※スパイラルダクト（※亜鉛鉄板製　・ステンレス製）　・硬質塩化ビニル管（ＶＵ）

※ホール系統の空調用ＳＡダクトの板厚は1サイズアップとする



　解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」（令和３年３月　厚生労働省

　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）（以下「改修標仕」という）及び「建築物等の

参考図２　配管フランジパッキンの除去方法

切断ガス管

切断

石綿含有ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ

参考図１　設備機器ダクト接合部の除去方法

ｼﾞｮｲﾝﾄﾋﾞｽ ﾀﾞｸﾄｼﾞｮｲﾝﾄｱﾝｸﾞﾙ

切断

鋲締め

ﾀﾞｸﾄ鉄板 切断

石綿含有ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ

設 計 年 月 日 図面番号工 事 名 称縮 尺
埼 玉 県

図 面 名

アスベスト粉じん濃度測定

・ 行う（測定名称及び測定点は下表による）

測定箇 所　※ 図示　　

濃度測定

［9.1.1］

備考測定場所測定時期測定名称

４方向各１点

処理作業中

処理作業前

測定１

測定２

測定３

測定４

測定５

測定６

適　用

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

ﾚﾍﾞﾙ2ﾚﾍﾞﾙ1 ﾚﾍﾞﾙ3

４方向各１点

・

各１点

各１点

各２点

※各２点 ・各３点

空気の流れ

を確認

除じん装置

の性能確認

負圧・除じん装置の排出口

（処理作業室外の場合）

処理作業室内

セキュリティー

ゾーン入口

施工区画周辺又は

敷地境界

敷地境界

施工区画周辺又は

処理作業室内

測定点数

（各処理作業室ごと）

４方向各１点

処理作業後

・

・

・

・

・

・ 各２点
（ﾚﾍﾞﾙ3は１点）

処理作業室内

施工区画周辺又は

敷地境界

４方向各１点

処理作業後測定７

測定８・

・

・

・

・

・ 各２点
（ﾚﾍﾞﾙ3は１点）

処理作業室内

施工区画周辺又は

敷地境界

（隔離シート

撤去前）

（シート撤去後

１週間以降）

測定９

測定１０

アスベスト粉じん濃度測定方法

ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀの直径

計数機器

測定 1,2,4,6,7,8,9,10

アセトン－トリアセチレン法又は、シュウ酸ジエチル法

総アスベスト繊維数 200 本又は視野数 50 視野

50 f/l

25 mm

試料の透明化

試料の吸引時間

定量限界

計数アスベスト

測定 3

1 l/min

5 min

測定 5

試料の吸引流量

計数条件

0.5 f/l

5 l/min

120 min

0.3 f/l

10 l/min

240 min

47 mm

報告書の作成（記録する項目）

　測定機関は、都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

直径（幅） 3μm 未満、長さ 5μm 以上、長さと直径比 3:1 以上の繊維状物質

３　アスベスト粉じん

材　料　名

・ 行う（下表による）

調査方法（１材料あたりの試料数：3サンプル）

※ 定性分析　　・定量分析

調査

　　※ アスベスト ６ 種類（アモサイト、クリソタイル、クロシドライト、アクチノライト、

　　　　　　　　　　　　アンソフィライト、トレモライト）

分析対象

分析によるアスベスト含有建材の調査

採取箇所　　※　図示　　

※ 定性分析　　・定量分析

※ 定性分析　　・定量分析

※ 定性分析　　・定量分析

２　アスベスト含有分析 ［9.1.1］

留意事項
一般共通事項

１　アスベスト処理工事

材　料　名 厚さ（ｍｍ） 処　理　を　行　う　範　囲

※　図示　　 ・

※密封処理（二重袋梱包）

アスベスト含有吹付け材の除去

処理を行う吹付けアスベストの仕様

・セメント固化

処理方法

除去物及び汚染物質等

の撤去（レベル１）

４　ｱｽﾍﾞｽﾄ含有吹き付材

・行う　除去方法は9.1.3による他、除去の部位・内容に応じた除去は専門工事業者の仕様とする。

［9.1.3］

行う。
隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空掃除機フィルタ、粉じん機フィルタについても密封処理を

アスベスト含有保温材の除去

・行う

・行う
・行わない

処理を行う保温材等アスベストの仕様

作業上の隔離

の撤去（レベル２）
５　ｱｽﾍﾞｽﾄ含有保温材等

［9.1.4］

材　料　名 厚さ（ｍｍ） 処　理　を　行　う　範　囲

※　図示　　 ・

・行う

処理を行うアスベスト成形板の仕様等

材　料　名（製品名）

の撤去（レベル３）
［9.1.5］６　ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板類 １　アスベスト含有成形板の除去

・

・

処　理　を　行　う　範　囲

※　図示　　 ・

※　図示　　 ・

※　図示　　 ・

※　図示　　 ・

含有するアス
ベストの種類

・行う

処理を行うアスベスト含有物の仕様等

・設備機器ダクト接合部（石綿含有パッキン組込）

処　理　を　行　う　範　囲

※　図示　　

※　図示　　

※　図示　　

※　図示　　

含有するアス
ベストの種類

２　非石綿部での切断による除去

材　料　名

※なお、石綿含有保温材付配管については、飛散のおそれを考慮し、一部レベル2の対応を図るものとする。

・石綿含有保温材付配管

・石綿含有配管フランジパッキン

・撤去範囲すべて

・撤去範囲すべて

・撤去範囲すべて

・撤去範囲すべて

＜参考＞石綿使用有無の事前調査フロー

＜参考＞非飛散性石綿含有建材を除去する時の作業フロー

１　成形された配管保温材等を原形のまま取り外しによる除去（レベル２）

石綿作業主任者の選任

作業員への特別教育の実施

作業計画の作成・作業の届出

必要機器・資材の準備・調達

作
業
に
適
し
た
呼
吸
用
保
護
具

専
用
の
作
業
衣
着
用

参考図のとおり切断する。

事前清掃

石綿含有部分以外の部分で切断

プラスチックシートまたは袋で

二重梱包

最終清掃

作業記録
切断部分の収集・運搬

（所管行政庁の指導がある場合）

除去工事実施の表示

＜作業フローチャート＞

最終処分

位相差・分散顕微鏡

（１）　設計図書による調査

  　①　施工年による調査

　　②　使用建築材料による調査

（２）　現場目視による調査

　　　　目視調査（建材の確認）

石綿使用あり・届出要件確認・届出

（３）　分析調査による判定

石綿使用なし

JIS A 1481-2「建設製品中のアスベスト含有率測定方法」など

＜作業フローチャート＞

外部から見やすい位置に掲示する。

養生する。

除去工事実施の表示

事前清掃

周辺の養生

工事計画・要領書の作成・届出

必要機器・資材の準備・調達

石綿作業主任者の選任

作業員への特別教育の実施

開口部等をシート等で

切断部分の収集・運搬
作業記録

最終清掃

作
業
に
適
し
た
呼
吸
用
保
護
具
・
専
用
の
作
業
衣
着
用

石綿含有部分以外の部分で切断

 配管エルボ部をポリシートまた

 は養生テープで養生

 配管エルボ部を湿らしたウエス

 等で湿潤化

切断

切断

ポリシート

石綿含有保温材

養生テープ

1
0
c
m
程

度

養生テープ

参考図３　石綿含有保温材付配管の除去方法

※廃棄する場合、特別管理廃棄物として管理責任者を

選任し適正に処理すること。

参考図のとおり切断する。

最終処分

　アスベスト粉じん濃度測定は「JIS K 3850-1:2006　空気中の繊維状粒子測定方法－第１部：光学

　顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法」の「6.2 位相差・分散顕微鏡法」による。

可能性あり・不明

可能性あり・不明

分析を実施しない場合 分析を実施する場合

可能性なし

可能性なし

石綿含有0.1%以下と判断

　石綿含有とみなす

石綿含有0.1%を超えていると判断

分析結果については、監督員に提出すること。

調査方法・分析方法

※ JIS A 1481　規格群（1481-1,2,3,4）「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」に準拠する。

ア　測定結果

イ　測定時間

エ　サンプリング条件（メンブレンフィルタ直径、吸引時間、吸引空気量）

オ　マウンティング方法

カ　顕微鏡視野面積、計数視野数

ク　周辺地形や捕集時の状況を撮影した写真

キ　測定時（各測定場所ごと）の天候、温度、湿度、外気の風速及び風向

ウ　測定位置（測定高さとともに図面上に記載）

２　アスベスト処理を所管する行政庁の指導がある場合は、それによるものとし、監督員に報告し協議する。

１　本工事は、アスベスト含有のおそれのある吹付け材、保温材又はダクトパッキン等を撤去する工事が含ま

　　　成形された配管保温材等を原形のまま取り外す場合には、石綿飛散の程度が比較的低いことから、隔離養生（負圧不

　れる場合に適用する。設備改修に伴う、アスベスト含有材への開口などの小規模改修工事は本仕様書に準じ

　て行うものとする。

作業員への特別教育の実施

石綿作業主任者の選任

必要機器・資材の準備・調達

工事計画・要領書の作成・届出

原形のまま取り外し

粉じん飛散抑制剤の散布・浸透

周辺の養生

事前清掃

除去工事実施の表示

で清掃する。

破損した場合は、高性能真空掃除機

養生する。
床養生以外に開口部もシート等で

外部から見やすい位置に掲示する。

＜作業フローチャート＞

作
業
に
適
し
た
呼
吸
用
保
護
具
・
専
用
の
作
業
衣
着
用

取り残しがないことの確認

取り残し
あり

所管行政庁の指導により、特別

管理産業廃棄物として最終処分

作業記録

最終清掃

養生の撤去

抑制剤散布

養生材の清掃または粉じん飛散

散布

除去面に粉じん飛散防止処理剤

薬液で安定化し、プラスチック

シートまたは袋で二重梱包

　直接石綿含有保温材に触れるわけではないので、石綿繊維の飛散のおそれがない場合には、大気汚染防止法の届出は不要

とされている。ただし、石綿障害予防規則では、石綿取り扱い作業にも該当しないものの、計画の届出は必要とされている。

　ないので、石綿繊維の飛散のおそれがない場合には、大気汚染防止法の届出は不要とされている。ただし、石綿障害予防

　　建築物のダクトには、接合部に石綿含有物が使用されていることが多い。この場合、直接石綿含有物に触れるわけでは

　規則では、石綿取り扱い作業にも該当しないものの、計画の届出は必要とされている。

３　この工事においては、図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　・環境省）による。

　　要）、散水等による湿潤化による石綿の飛散防止措置を行い、次の手順で除去する。なお、劣化し石綿飛散のおそれが

　　ある場合には、石綿含有吹付け材等の切断等による除去と同等の措置を講じる。また、作業中に事前調査により把握し

　　ていない飛散性石綿含有建材が確認された場合には、直ちに作業を中止し、飛散防止措置を講ずるとともに、関係機関

　　に通報する。

２　非石綿部での切断による除去【ダクトパッキン・配管パッキン】(レベル３）

３　非石綿部での切断による除去【配管保温材】(レベル２）

　
　
環
境
配
慮（

グ
リー

ン）

改
修
工
事

機械設備工事特記仕様書（３） Ｍ－０３

2024.12

富　士　見　市

営　　繕　　課
富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事
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散水栓

N

メインホール

県道334号線

富士見川越バイパス

国道254号線

印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

株式会社 綜企画設計 埼玉支店
一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （４） 第９５２４号

N

案内図　S=1:10,000

案内・配置図 A1:
A3:

1/300・1000

羽沢一丁目

鶴瀬東二丁目

羽沢二丁目

渡戸一丁目

東みずほ 台四丁目

鶴馬三丁目

鶴馬二丁目

鶴馬一丁目

関沢一丁目

諏訪一丁目

諏訪二丁目

羽沢三丁目

山室二丁目

山室一丁目

鶴馬

富士見市

東みずほ 台三丁目

鶴瀬駅

富士見市役所

ららぽーと富士見

 18

 11

 6

 11

地名地番：埼玉県富士見市大字鶴馬字山室前1803-1外31筆

ラグーン

マルチホール

文化支援施設 創造支援施設

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

Ｍー０４



印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A1:N.S
A3:N.S

ＲＨ－１　冷温水発生機 1基 地下1階　機械室 サンヨ－：TSA-AUW-180E1GL

製造年月日：2001年5月

新設機器リスト

数量 既存品参考型番設置場所付属品仕　様機器名称

Ｍー０５新設機器表

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

制御盤(遠方発停・移報端子),

標準付属品

冷　　水　1816L/min　(7～12℃)

温　　水　1800L/min　(50～45.6℃)

冷 却 水　3000L/min　(32～37.1℃)

Ｒ－１　　チリングユニット

冷却能力　132kw

加熱能力　109kw

1基 屋上　屋外機械置場防振架台,取付金具

Ｒ－２　　チリングユニット

冷却能力　132kw

1基 屋上　屋外機械置場防振架台,取付金具

冷　　水　370L/min　(7～12℃)

温　　水　430L/min　(45～50℃)

冷　　水　370L/min　(7～12℃)

ＣＴ－１　冷却塔 角型開放式（超低騒音型）吸収式冷凍機用

冷却能力　1130kw　（27℃）

冷却水　　3000L/min（32～37.4℃）

1基 屋上　屋外機械置場

標準付属品

ダイキン：UWYD1500F5

製造年月日：2001年10月

ダイキン：UWYD1500F5

製造年月日：2001年10月

荏原シンワ：SDW-U175ASSD

製造年月日：2001年12月

ＣＨＰ－１－１

ＣＨＰ－１－2

100A×80A×1800L/min×165kPa

80A×65A×430L/min×215kPa

ＣＰ－１－１

65A×50A×370L/min×210kPa

ＣＰ－１－２

80A×65A×1100L/min×190kPa

ＣＰ－２－１

ＣＨＰ－２－１

80A×65A×670L/min×410kPa

80A×65A×670L/min×410kPa

ＣＰ－２－２

ＨＰ－２－１

　温水2次ポンプ

　冷水2次ポンプ

　冷水2次ポンプ

80A×65A×500L/min×140kPa

ＣＤＰ－１

　冷却水ポンプ 125A×100A×3000L/min×230kPa

1次側　1100L/min（7～12℃）

2次側　1100L/min（14～9℃）

2次側　1000L/min（20～25℃）

プレ－ト式　　384.8kw

プレ－ト式　　384kwＨＥＸ－１　熱交換器（冷水）

　　　　　　（冷水）

ＨＥＸ－２　熱交換器

ＷＫＦ－１　薬注装置

1基

1基

1基

1基

1組

1基

1基

2基

2基

2基

2基

2基

地下1階　機械室

地下1階　機械室

地下1階　機械室

地下1階　機械室

地下1階　機械室

地下1階　機械室

地下1階　機械室

地下1階　機械室

地下1階　機械室

地下1階　機械室

屋上　屋外機械置場

標準付属品

取付金具,温度計×2

標準付属品

取付金具,温度計×2

取付金具,薬注用塩ビホ－ス2.0m

1次側　1250L/min（37～33℃）冷却水

アルファ・ラバル：M15-BFML

製造年月日：2001年

製造年月日：2001年

アルファ・ラバル：M10-MFML

既存品型番

既存品型番

ポンプ　ダイヤフラム式　30mL×1.47MPa

ＷＫＦ－２　薬注装置

　　　　　　（冷温水）

　　　　　　（冷却水）

1組 屋上　屋外機械置場

標準付属品

取付金具,薬注用塩ビホ－ス2.0m

タクミナ：PTS

製造年月日：不明

既存品型番

製造年月日：不明

タクミナ：PTS

既存品型番

　　　　　　（ラグ－ン系統）

屋外

ポンプ　ダイヤフラム式　30mL×1.47MPa

薬液タンク(PE)　120L

薬液タンク(PE)　120L

製造年月日：不明

テラル極東：MSU-3130

空冷チラ－

　冷温水1次ポンプ（ＲＨ－１）

　冷水1次ポンプ（ＨＥＸ）

空冷ヒ－トポンプチラ－

　冷温水2次ポンプ

　冷水1次ポンプ（Ｒ－１）

ガス焚吸収式

冷却能力　633kw　燃料消費量42.2Nm3/h

空冷ヒートポンプパッケージマルチ型ＰＡＣ－Ｍ－１ パッケージ型エアコン

（室外機）

型  式

冷房能力 ４５．０ ｋｗ

暖房能力 ５０．０ ｋｗ

付属品

２００３

１

２００３

ＣＯＭＰ

ＦＡＮ

屋外機置場

（室内機）

ＰＡＣ－Ｍ－１ａ パッケージ型エアコン 型  式

冷房能力

暖房能力

天井カセット型（２方向）

５．６ ｋｗ（ＪＩＳ）

６．３ ｋｗ（ＪＩＳ）

４

２００１ＦＡＮ

付属品 フィルター，リモコンスイッチ，他付属品一式

事務・応接・会議室

（室内機）

パッケージ型エアコン 型  式

冷房能力

暖房能力

天井カセット型（４方向）

７．１ ｋｗ（ＪＩＳ）

８．０ ｋｗ（ＪＩＳ）

１

２００１ＦＡＮ

付属品 フィルター，リモコンスイッチ，他付属品一式

託児室ＰＡＣ－Ｍ－１ｂ

既設配管利用型

既設配管利用型

既設配管利用型

新設機器リスト

既存品型番：RXYJ450KD

既存品型番：FXYCJ56KC

既存品型番：FXYCJ71KD

機器番号 機器名称 台数 ＫＷ φ Ｖ 設置場所機器仕様 備考

　　　　　：RXYJ448KD

中央監装置FAPC 熱源・空調・衛生・受変電等の各種機器の

1組

1組

地下1階　機械室

地下1階　中央監視室盤面設置タッチパネルPC　付属品

総合的、効率的な管理、監視、制御を行う

加熱能力　556kw　燃料消費量52.9Nm3/h

分解搬入、現地組立て

分解搬入、現地組立て

防振架台（スプリング）

耐震仕様　水平14.7m/s2　鉛直7.35m/s2

梯子

防振架台,取付金具,圧力計2個

標準付属品、ﾄﾞﾚﾝ抜きｹｰｼﾝｸﾞ下

標準付属品、ﾄﾞﾚﾝ抜きｹｰｼﾝｸﾞ下

標準付属品、ﾄﾞﾚﾝ抜きｹｰｼﾝｸﾞ下

防振架台,取付金具,圧力計2個

防振架台,取付金具,圧力計2個

防振架台,取付金具,圧力計2個

標準付属品、羽根車CAC406製

　冷水1次ポンプ（Ｒ－２）

防振架台,取付金具,圧力計2個

標準付属品、ﾄﾞﾚﾝ抜きｹｰｼﾝｸﾞ下、羽根車CAC406製

防振架台,取付金具,圧力計2個

標準付属品、ﾄﾞﾚﾝ抜きｹｰｼﾝｸﾞ下

防振架台,取付金具,圧力計2個

標準付属品、ﾄﾞﾚﾝ抜きｹｰｼﾝｸﾞ下、羽根車CAC406製

防振架台,取付金具,圧力計2個

防振架台,取付金具,圧力計2個

標準付属品、ﾄﾞﾚﾝ抜きｹｰｼﾝｸﾞ下

標準付属品、ﾄﾞﾚﾝ抜きｹｰｼﾝｸﾞ下、羽根車CAC406製

片吸込渦巻型　11ｋｗ

片吸込渦巻型　5.5ｋｗ

片吸込渦巻型　3.7ｋｗ

片吸込渦巻型　7.5ｋｗ

80A×65A×1100L/min×305kPa

片吸込渦巻型　11ｋｗ

片吸込渦巻型　11ｋｗ

片吸込渦巻型　18.5ｋｗ

片吸込渦巻型　3.7ｋｗ

片吸込渦巻型　11ｋｗ

井戸用電極棒+MA電極用ｹｰﾌﾞﾙ 50m2ケ

電源ｹｰﾌﾞﾙ 50mＰ－４　井戸ポンプ

25A×0.036m3/min×34m

深井戸水中ポンプ　0.75kw

フィン保護網

標準付属品

SUS製ストレーナキット

SUS製ストレーナキット

標準付属品、フィン保護網

簡易SUS製ﾁｬｯｷ弁

簡易SUS製ﾁｬｯｷ弁

標準付属品

防振架台,他付属品一式、保護網

13.7

0.66×2

46ｗ

45ｗ



印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A1:N.S
A3:N.S

ＲＨ－１ 冷温水発生機 ２００３９．１ＫＶＡ１ 地下機械室型  式

冷却能力

加熱能力

冷  水

温  水

冷却水

燃料消費量

ガス焚吸収式（省エネ型   ％）２６

６３３ ｋｗ

１，８１６ Ｌ／ｍｉｎ （ ７～１２℃）

１，８００ Ｌ／ｍｉｎ （５０～４５．６℃）

冷却能力

加熱能力

冷  水

温  水

付属品

防  振

１０９ ｋｗ

スプリング

Ｒ － １ 型  式

１３２ ｋｗ

３７０ Ｌ／ｍｉｎ （ ７～１２℃）

４３０ Ｌ／ｍｉｎ （４５～４０℃）

チリングユニット

ＣＯＭＰ

ＦＡＮ

２００３３７．０

１ 屋外機置場

０．８×４ ２００３

冷却能力

冷  水

付属品

防  振 スプリング

１３２ ｋｗ

３７０ Ｌ／ｍｉｎ （ ７～１２℃）

ＣＯＭＰ

ＦＡＮ

２００３３７．０

２００３

Ｒ － ２ 型  式チリングユニット １ 屋外機置場

冷却能力

付属品

防  振 スプリング

１１３０ ＫＷ      （ＷＢ ２７℃）

一式

ＦＡＮ ７．５×１ ２００３

型  式 角型開放式（超低騒音型）吸収式冷凍機用冷却塔 １ 屋外機置場ＣＴ－１

冷却水 ３，０００ Ｌ／ｍｉｎ （３２～３７．４℃）

付属品

防  振 スプリング

１００Ａ×８０Ａ×１，８００ Ｌ／ｍｉｎ×１６５ ｋＰａ

一式

７．５ ３型  式 片吸込渦巻型冷温水１次ポンプ １ ２００ 地下機械室ＣＨＰ－１－１

（ＲＨ－１）

付属品

防  振 スプリング

８０Ａ×６５Ａ×  ４３０ Ｌ／ｍｉｎ×２１５ ｋＰａ

一式

５．５ ３型  式 片吸込渦巻型冷温水１次ポンプ １ ２００ 地下機械室

（Ｒ－１）

ＣＨＰ－１－２

付属品

防  振 スプリング

６５Ａ×５０Ａ×  ３７０ Ｌ／ｍｉｎ×２１０ ｋＰａ

一式

３．７ ３型  式 片吸込渦巻型冷温水１次ポンプ １ ２００

（Ｒ－２）

地下機械室Ｃ Ｐ－１－１

付属品

防  振 スプリング

一式

１１．０ ３型  式 片吸込渦巻型冷温水２次ポンプ ２ ２００ 地下機械室ＣＨＰ－２－１

付属品

防  振 スプリング

一式

１１．０ ３型  式 片吸込渦巻型冷水２次ポンプ １ ２００ 地下機械室Ｃ Ｐ－２－２

付属品

防  振 スプリング

８０Ａ×６５Ａ×  ５００ Ｌ／ｍｉｎ×１４０ ｋＰａ

一式

５．５ ３型  式 片吸込渦巻型温水２次ポンプ ２ ２００ 地下機械室Ｈ Ｐ－２－１

付属品

防  振 スプリング

１２５Ａ×１００Ａ×３，０００ Ｌ／ｍｉｎ×２３０ ｋＰａ

一式

１８．５ ３型  式 片吸込渦巻型冷却水ポンプ １ ２００ＣＤＰ－１ 屋外機置場

ＳＤＷ－Ｕ１７５ＡＳＳＤ

ＥＸＴ－ＣＨ 型  式膨張タンク

タンク容量

最大仕様受水量

膨張タンクＥＸＴ－Ｈ

密閉型膨張タンク １ 地下機械室

１ 地下機械室

型  式 冷却水用

薬液タンク

薬注装置 １ＷＫＦ－１

１００ Ｌ

ダイヤフラム式　３０ｍＬ×１．４７ＭＰａ ポンプ

付属品 制御盤，他付属品一式

型  式 冷温水用

薬液タンク

薬注装置 １ 地下機械室

１００ Ｌ

ポンプ

付属品

ＷＫＦ－１

屋外機置場１ ２００

１ ２００

１５Ｗ

２４Ｗ

（冷温水系統）

（温水系統）

２６０ Ｌ

２１０ Ｌ

付属品 付属品一式

型  式

タンク容量

最大仕様受水量

密閉型膨張タンク

２６０ Ｌ

２１０ Ｌ

付属品 付属品一式

最高仕様圧力 ０．８ ＭＰａ

最高仕様圧力 ０．８ ＭＰａ

付属品

防  振 スプリング

一式

７．５ ３型  式 片吸込渦巻型冷温水１次ポンプ ２ ２００

（ＨＥＸ）

地下機械室Ｃ Ｐ－１－２

８０Ａ×６５Ａ×１，１００ Ｌ／ｍｉｎ×１９０ ｋＰａ

付属品

防  振 スプリング

８０Ａ×６５Ａ×  ６７０ Ｌ／ｍｉｎ×４１０ ｋＰａ

一式

１１．０ ３型  式 片吸込渦巻型冷水２次ポンプ ２ ２００ 地下機械室Ｃ Ｐ－２－１

８０Ａ×６５Ａ×  ６７０ Ｌ／ｍｉｎ×４１０ ｋＰａ

８０Ａ×６５Ａ×１，１００ Ｌ／ｍｉｎ×３０５ ｋＰａ

熱交換器

交換熱量 ３８４ ｋｗ

１次側冷水 １，１００Ｌ／ｍｉｎ（７～１２℃）

２次側冷水

２

付属品 一式

型  式 プレート式ＨＥＸ－１ 地下機械室

熱交換器

交換熱量 ３８４．８ ｋｗ

１次側温水（冷却水） １，２５０Ｌ／ｍｉｎ（３７～３３℃）

２次側温水 １，０００Ｌ／ｍｉｎ（２０～２５℃）

１

付属品 一式

型  式 プレート式 地下機械室ＨＥＸ－２

１，１００Ｌ／ｍｉｎ（１４～９℃）

制御盤，他付属品一式

１００ｘ８０ＦＳ４Ｊ５７．５

８０ｘ６５ＦＳ４Ｊ５５．５

６５ｘ５０ＦＳ４Ｊ５３．７

８０ｘ６５ＦＳ４Ｋ５７．５

８０ｘ６５ＦＳ４Ｋ５１１

８０ｘ６５ＦＳ２Ｈ５１１

８０ｘ６５ＦＳ２Ｈ５１１

８０ｘ６５ＦＳ４Ｊ５５．５

１２５ｘ１００ＦＳ４ＫＣ５１８

ＯＨ－２５０Ｈ

ＯＨ－２５０Ｈ

Ｍ１５－ＢＦＭＬ

Ｍ１０－ＭＦＭＬ

ＭＰ１－１１２Ａ－５Ａ

ダイヤフラム式　３０ｍＬ×１．４７ＭＰａ 

ＭＰ１－１１２Ａ－５Ａ

ＴＳＡ－ＡＵＷ－１８０Ｅ１ＧＬ

ＵＷＹＤ１５００Ｆ５

ＵＷＡＤ１５００Ｆ５

０．８×４

（１）

撤去機器表（１） Ｍー０６

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

撤去機器表

φ Ｖ 設置場所 備考機器名称機器番号 機 器 仕 様 台数 ＫＷ φ Ｖ 設置場所 備考機器名称機器番号 機 器 仕 様 台数 ＫＷ

５６６ ｋｗ

３ ４２．２ Ｎｍ ／ｈ（冷）　５２．９Ｎｍ ／ｈ（暖） １３Ａ３

３，０００ Ｌ／ｍｉｎ （３２～３７．1℃）

付属品 運転制御盤 他付属品一式

空冷ヒートポンプチラー

付属品一式

空冷チラー

付属品一式

※ハッチング外の機器は撤去・搬出処分とする。ハッチング内機器は既存のままとする。



印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A1:N.S
A3:N.S

ＦＣＵ－１ ファンコイルユニット 型  式

冷却能力

加熱能力

天井カセット型

１．１９ ｋｗ （顕熱），１．５２　ｋｗ（全熱）

１．９０ ｋｗ

冷温水量 　３．８ Ｌ／ｍｉｎ （ 冷水入口 ９℃，温水入口５０℃）

付属品 フィルター，コントローラー，出入口弁・フレキ×２，他付属品一式

冷却能力

加熱能力

１．８０ ｋｗ （顕熱），２．２９　ｋｗ（全熱）

２．８３ ｋｗ

冷温水量 　６．０ Ｌ／ｍｉｎ （冷水入口 ９℃，温水入口５０℃）

付属品

ＦＣＵ－２ ファンコイルユニット 型  式 天井カセット型

１００１

１００１

冷却能力

加熱能力

２．３９ ｋｗ （顕熱），３．０５　ｋｗ（全熱）

３．７７ ｋｗ

冷温水量 　６．０ Ｌ／ｍｉｎ （冷水入口 ９℃，温水入口５０℃）

付属品

ファンコイルユニット 型  式 天井カセット型 １００１ＦＣＵ－３

冷却能力

加熱能力

３．５９ ｋｗ （顕熱），４．５８　ｋｗ（全熱）

３．７７ ｋｗ

冷温水量 １０．０ Ｌ／ｍｉｎ （冷水入口 ９℃，温水入口５０℃）

付属品

ファンコイルユニット 型  式 天井カセット型 １００１ＦＣＵ－４

１

６

１

５

５５Ｗ

８０Ｗ

１１０Ｗ

１６０Ｗ

パネルヒーターＰ Ｈ－１

加熱能力 ３．４７ ｋｗ

型  式 壁掛型

寸　　法 ３，０００Ｌ×３５０Ｈ

１０ 舞　台

フィルター，コントローラー，出入口弁・フレキ×２，他付属品一式

フィルター，コントローラー，出入口弁・フレキ×２，他付属品一式

フィルター，コントローラー，出入口弁・フレキ×２，他付属品一式

ＦＷＨＣＫ２ＢＲ

ＦＷＨＣＫ４ＢＲ

ＦＷＨＣＫ６ＢＲ

ＦＷＨＣＫ８ＢＲ

冷却能力

加熱能力

３．４２ ｋｗ （顕熱），３．９０　ｋｗ（全熱）

６．２３ ｋｗ

冷温水量 １０．０ Ｌ／ｍｉｎ （冷水入口 ９℃，温水入口５０℃）

付属品

ファンコイルユニット 型  式 天井カセット型 １００１ＦＣＵ－５ １

フィルター，コントローラー，出入口弁・フレキ×２，他付属品一式

ＦＷＪＣ６Ａ１１９Ｗ

φ ＶＫＷｍ／ｈ Ｐａ

７，９００ ６００

３ φ ＶＫＷｍ／ｈ Ｐａ３ ｍ／ｈ３ ＫＷ Ｌ／ｍｉｎ ＫＷ Ｌ／ｍｉｎ ｋｇ／ｈ 型　式 型　式

ＡＨＵ－Ｍ－１ 空気調和機 メインホール（座席空調） ２００３５．５ ３，９００ 冷水・温水 ９０．０ ２６０ ４０．０ １２０ ２４．３ パネル ロール １スプリング 地下機械室 ＤＨ－１０

６００ＡＨＵ－Ｍ－２ 空気調和機 メインホール（座席空調） ２００３５．５ 冷水・温水 ９０．０ ２６０ ４０．０ １２０ ２４．３ パネル １スプリング １階機械室

４，８００ ４８０ＡＨＵ－Ｍ－３ 空気調和機 メインホール（前部客席） ２００３３．７ ２，４００ 冷水・温水 ６０．０ １７０ ４０．０ １２０ １５．０ パネル １スプリング 地下機械室４，８００ ４４０ ２００３２．２

２７，０００ ４３０ＡＨＵ－Ｍ－４ 空気調和機 メインホール（バルコニー席） ２００３１５．０ １４，４００ 冷水・温水 ２７０．０ ７８０ １５０．０ ４３０ ９０．０ パネル １スプリング ＲＦファンルーム２００３２７，０００ ４１０ １１．０

１７，１００ ６１０ＡＨＵ－Ｍ－５ 空気調和機 メインホール（舞　台） ２００３１１．０ １，５００ 冷水・温水 ９０．０ ２６０ １００．０ ２９０ ６．２ パネル １スプリング 地下機械室

２５，５００ ８１０ＡＨＵ－Ｍ－６ 空気調和機 メインホール（ホワイエ） ２００３１８．５ ５，７００ 冷温水 １７０．０ ４９０ １３０．０ ３８０ ３６．８ パネル １スプリング 地下機械室

横型

横型

立型

横型

立型

立型

ＡＨＵ－Ｍ－７ ３，０００ ２３０

ＡＨＵ－Ｍ－８

空気調和機 メインホール（効果室） ２００３１．５ ２００ １５．０ ６０ パネル パネル １コ゛ムハ゜ット２００３コンパクト型 ３，０００ ２１０ １．５ ＲＦファンルーム

２，３００ ３１０

ＡＨＵ－Ｍ－９

空気調和機 メインホール（Ｆスポット室） ２００３１．５ １００ 冷　水 １６．０ ６０ パネル パネル １コンパクト型 ＲＦファンルーム

１３，３００ ２７０空気調和機 エントランスロビー ２００３７．５ １，３００ 冷温水 ７０．０ ２１０ ６０．０ １７０ ８．６ パネル １スプリング２００３ 地下機械室立型 １３，３００ ３００ ３．７

１２，８００ ３２０ＡＨＵ－Ｓ－１ 空気調和機 サブホール（客　席） ２００３５．５ ８，０００ １５０．０ ４３０ １００．０ ２９０ ５０．０ パネル １スプリング 空調機械室２００３横型 １２，８００ ３２０ ３．７

１０，０００ ５１０ＡＨＵ－Ｓ－２ 空気調和機 ２００３７．５ 冷温水 ６０．０ １７０ ５０．０ １５０ １０．０ パネル １スプリングサブホール（ホワイエ） １，５００ 空調機械室

８，５００ ３３０ＡＨＵ－Ｂ－１ 空気調和機 ２００３３．７ 冷温水 ６０．０ １７０ ６０．０ １７０ １１．８ パネル パネル １コンパクト型文化支援（スタジオ・練習室） 空調機械室

４，５００ １６０ＯＡＣ－Ｍ－１ 外調機 ２００３１．５ 冷温水 ６７．３６ ２０１ ５７．５２ １６２ ２９．６ パネル パネル １スプリングコンパクト型（天吊） ４，５００ 大楽屋メインホール（大・中・小楽屋）

ロール

ロール

ロール

ロール

ロール

ロール

ロール

３，９００７，９００

ＩＮＶ

蒸気スプレー

水気化式

蒸気スプレー

蒸気スプレー

水スプレー

水スプレー

１，８００

冷温水

８，５００ ３３０ ２００３３．７

横型

冷温水 １５．０ ４３

水気化式

水気化式

水気化式

水気化式

水気化式

ロール

コ゛ムハ゜ット

コ゛ムハ゜ット

ＤＨ－１０

ＤＶ－６

ＤＨ－３５

ＤＶ－２０

ＤＶ－３０

ＡＪ－６０ＥＶ

ＡＪ－４０ＭＸ

ＤＶ－１５

ＤＨ－１５

ＤＨ－１２

ＡＪ－１５０ＥＶ

ＣＨ－１００ＳＲ

３，６００ ３００ＡＨＵ－Ｂ－３ 空気調和機 ２００３２．２ 冷温水 ３１．３６  ９０ １９．５４ ５６ ９．０ パネル パネル １コンパクト型展示室兼会議室 空調機械室１，５３０ 水気化式 コ゛ムハ゜ット ＡＪ－６０ＭＸ

３，６００ ３００ＡＨＵ－Ｂ－４ 空気調和機 ２００３２．２ 冷温水 ３１．３６  ９０ １９．５４ ５６ ９．０ パネル パネル １コンパクト型展示室兼会議室 空調機械室１，５３０ 水気化式 コ゛ムハ゜ット

２，４００ ３００ＡＨＵ－Ｂ－５ 空気調和機 ２００３１．５ 冷温水 １８．２６  ５３ ９．７９ ２８ ７．０ パネル パネル １コンパクト型展示室 空調機械室 ７５０ 水気化式 コ゛ムハ゜ット ＡＪ－４０ＭＸ

２，４００ ３００ＡＨＵ－Ｂ－６ 空気調和機 ２００３１．５ 冷温水 １９．１４  ５５ １０．４４ ２７ ７．０ パネル パネル １コンパクト型アトリエ 空調機械室 ８４０ 水気化式 コ゛ムハ゜ット

ＡＪ－６０ＭＸ

ＡＪ－４０ＭＸ

（２）

Ｍー０７撤去機器表（２）

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

撤去機器表

系統名

風量 電気容量

還風機

風量 電気容量 外気量

コイル

組合せ

冷水コイル

冷水量

温水コイル

温水量

加湿器 フィルター

メイン プ　レ

防振

装置

台数 設置場所 備考型式 風量

制御 方　式

機　器　仕　様

機器番号 機器名称 送風機

機外静圧 機外静圧 冷却能力 加熱能力 加湿量

ＫＷ φ Ｖ 設置場所 備考機器番号 機器名称 機　器　仕　様 台数

※ハッチング外の機器は撤去・搬出処分とする。ハッチング内機器は既存のままとする。



印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A1:N.S
A3:N.S

ＳＦ－Ｍ－１ 送風機 ２００３１ 空調機械室型  式 シロッコ型（天吊）

＃４ １／２　×　１９，２００ｍ ／ｈ　×　２２０Ｐａ

 ５．５

防  振 スプリング

送風機 ２００３１ 空調機械室型  式 シロッコ型（天吊） ２．２

防  振 スプリング

ＳＦ－Ｍ－２

３

＃２　×　　４，４００ｍ ／ｈ　×　２５０Ｐａ３

送風機 ２００３１ 空調機械室型  式 シロッコ型（天吊）

＃４ １／２　×　１９，３００ｍ ／ｈ　×　２２０Ｐａ

５．５

防  振 スプリング

３

ＳＦ－Ｍ－３

（熱源機械室）

（電気室）

（発電機室）

＃４ １／２　×　１９，２００ｍ ／ｈ　×　２２０Ｐａ

防  振 スプリング

３（熱源機械室）

ＥＦ－Ｍ－１ 排風機 ２００３１ 空調機械室型  式 シロッコ型（天吊）  ５．５

２００３１ 空調機械室型  式 シロッコ型（天吊） ２．２

＃２　×　　４，４００ｍ ／ｈ　×　２５０Ｐａ３（電気室）

ＥＦ－Ｍ－２

防  振 スプリング

ＥＦ－Ｍ－１と連動

ＥＦ－Ｍ－２と連動

２００３１ 空調機械室型  式 シロッコ型（天吊）

＃３　×　１１，３００ｍ ／ｈ　×　２２０Ｐａ

５．５

防  振 スプリング

３（発電機室）

ＥＦ－Ｍ－３

ＥＦ－Ｍ－３と連動

１００１１ 舞台備品倉庫型  式 消音ＢＯＸ付ライン型（天吊）

（舞台備品倉庫）

防  振 ゴ　ム

ＥＦ－Ｍ－６ ０．０６

＃２ １／２　×　   ７００ｍ ／ｈ　×　１５０Ｐａ３

１００１１型  式 消音ＢＯＸ付ライン型（天吊）

（喫煙コーナー）

防  振 ゴ　ム

０．０３５

＃２　×　   ４００ｍ ／ｈ　×　１２０Ｐａ３

喫煙コーナーＥＦ－Ｍ－８

１型  式

（ホール男子便所）

防  振

＃２　×　 ２，０００ｍ ／ｈ　×　１６０Ｐａ３

ホール男子便所ＥＦ－Ｍ－１１ 消音ＢＯＸ付シロッコ型（天吊） ２００３０．４

スプリング

１型  式

（ホール女子便所）

防  振

＃２　×　 ３，６００ｍ ／ｈ　×　１７０Ｐａ３

消音ＢＯＸ付シロッコ型（天吊） ２００３１．５

スプリング

ホール女子便所ＥＦ－Ｍ－１２

型  式

（スタッフルーム）

防  振

倉　庫ＥＦ－Ｍ－１３

３

１００１２消音ＢＯＸ付ライン型（天吊）

ゴ　ム

０．０３５

＃２　×　   ４００ｍ ／ｈ　×　１１０Ｐａ

（倉　庫）

防  振

３

ゴ　ム

＃２　×　   ４００ｍ ／ｈ　×　１１０Ｐａ

型  式 倉　庫ＥＦ－Ｍ－１４ １００１１消音ＢＯＸ付ライン型（天吊） ０．０３５

２００３１型  式 消音ＢＯＸ付シロッコ型（天吊）

＃２　×　　２，３００ｍ ／ｈ　×　１００Ｐａ

０．４

３

ＲＦ空調機械室

防  振 スプリング

（ＲＦ空調機械室）

ＥＦ－Ｍ－１５

２００３１型  式 消音ＢＯＸ付シロッコ型（天吊）

＃３　×　　７，８００ｍ ／ｈ　×　１４０Ｐａ

２．２

防  振 スプリング

３（Ｆスポット室）

ＲＦ空調機械室ＥＦ－Ｍ－１６

１００１１型  式 消音ＢＯＸ付ライン型（天吊） ０．２５

＃３　×　   ８００ｍ ／ｈ　×　１６０Ｐａ３

照明音響機材倉庫

（照明音響機材倉庫）

防  振 ゴ　ム

ＥＦ－Ｍ－１７

排風機

排風機

排風機

排風機

排風機

排風機

排風機

排風機

排風機

排風機

排風機

ＭＦ ＃４ １／２－４

ＮＭ ＃２－１

ＭＦ ＃４ １／２－４

ＭＦ ＃４ １／２－４

ＮＭ ＃２－１

ＭＦ ＃３－４

ＳＡＬ ＃２５０－１

ＳＡＬ ＃２００－１

ＭＦＵ ＃２００１－１

ＭＦＵ ＃２００１－１

ＳＡＬ ＃２００－１

ＭＦＵ ＃２００１－１

ＳＡＬ ＃２００－１

ＭＦＣ ＃３－４

ＳＡＬ ＃３１５－１

２００３１ 空調機械室型  式 シロッコ型（天吊）

２５０φ　×　２，２００ｍ ／ｈ　×　１５０Ｐａ

０．７５

防  振 スプリング

３（男子、女子、多目的便所）

ＥＦ－Ｍ－４ 排風機 ＢＦＳ－２１０ＴＵ

２００３１型  式 消音ＢＯＸ付シロッコ型（天吊） ０．４６

（舞台熱排気）

ＲＦ空調機械室

防  振 スプリング

ＥＦ－Ｍ－１８ 排風機

２５０φ　×　１，７００ｍ ／ｈ　×　１３０Ｐａ３

ＢＦＳ－１８０ＴＵＡ

１００１１型  式 シロッコ型（天吊） ０．０８４５

（オイルサーヒ゛スタンク室）

ＲＦ空調機械室

防  振 スプリング

ＥＦ－Ｍ－１９ 排風機

２００φ　×　４５０ｍ ／ｈ　×　７０Ｐａ３

ＢＦＳ－５０ＳＡ

２００３１型  式 消音ＢＯＸ付シロッコ型（天吊） ０．４６ ＲＦ空調機械室

防  振 スプリング

ＥＦ－Ｇ－１ 排風機

２００φ　×　２５０ｍ ／ｈ　×　２００Ｐａ３

ＢＦ－１９Ｓ

（中楽屋）

ＰＡＣ－Ｍ－１ パッケージ型エアコン

（室外機）

型  式 空冷ヒートポンプパッケージマルチ型

冷房能力 ４５．０ ｋｗ

暖房能力 ５０．０ ｋｗ

付属品 防振架台，他付属品一式

２００３

１

５．５＋５．５

（０．１４＋０．２）ｘ２ ２００３

ＣＯＭＰ

ＦＡＮ

屋外機置場 ＲＸＹＪ４５０ＫＤ

（室内機）

ＰＡＣ－Ｍ－１ａ パッケージ型エアコン 型  式

冷房能力

暖房能力

天井カセット型（２方向）

５．６ ｋｗ（ＪＩＳ）

６．３ ｋｗ（ＪＩＳ）

４

２０Ｗ ２００１ＦＡＮ

付属品 フィルター，リモコンスイッチ，他付属品一式

事務・応接・会議室

（室内機）

パッケージ型エアコン 型  式

冷房能力

暖房能力

天井カセット型（４方向）

７．１ ｋｗ（ＪＩＳ）

８．０ ｋｗ（ＪＩＳ）

１

４５Ｗ ２００１ＦＡＮ

付属品 フィルター，リモコンスイッチ，他付属品一式

託児室ＰＡＣ－Ｍ－１ｂ

パッケージ型エアコン 型  式 空冷ヒートポンプパッケージマルチ型（ツインマルチ）

冷房能力 ７．１ ｋｗ

３

１

３

ＣＯＭＰ

ＦＡＮ

ＰＡＣ－Ｍ－２

２００

２００

中央監視室

（室外機）

（室内機）　天井カセット型×２台

暖房能力 ８．０ ｋｗ（ＪＩＳ）

冷房能力 ３．６ ｋｗ 暖房能力 ４．５ ｋｗ（ＪＩＳ）

付属品 フィルター，リモコンスイッチ，他付属品一式

２．２

５５Ｗ

４５ＷＦＡＮ ３ ２００

パッケージ型エアコン 型  式 空冷ヒートポンプパッケージ型

３

１

３

ＣＯＭＰ

ＦＡＮ

２００

２００

ピアノ庫

（室内機）　天井型隠ダクト蔽

付属品 フィルター，リモコンスイッチ，他付属品一式

１．５

３８Ｗ

１００Ｗ ３ ２００

ＰＡＣ－Ｍ－３

冷房能力 ４．５ ｋｗ 暖房能力 ５．０ ｋｗ（ＪＩＳ）

送風機 ７００ ｍ ／ｈ×１１８Ｐａ３

加湿器 気化式

ＦＸＹＣＪ５６ＫＣ

ＦＸＹＦＪ７１ＫＤ

ＳＨＹＣＪ８０Ｃ

ＳＨＹＭＪ５０ＢＴ

パッケージ型エアコン 型  式

冷房能力 ２．２ ｋｗ

１

ＣＯＭＰ

ＦＡＮ（外）

ＰＡＣ－Ｍ－４ スタッフルーム

暖房能力 ３．４ ｋｗ（ＪＩＳ）

付属品 フィルター，リモコンスイッチ，他付属品一式

０．６

１８Ｗ

１８ＷＦＡＮ（内） １ １００

Ｓ２２ＢＴＣＳ－Ｗ

パッケージ型エアコン 型  式 空冷ヒートポンプパッケージ型

冷房能力 ７．１ ｋｗ

３

１

３

ＣＯＭＰ

ＦＡＮ

ＰＡＣ－Ｍ－５

２００

２００

音響機器室

（室外機）

（室内機）　天吊露出型ｘ１台

暖房能力 ８．０ ｋｗ（ＪＩＳ）

冷房能力 ７．１ ｋｗ 暖房能力 ８．０ ｋｗ（ＪＩＳ）

付属品 フィルター，リモコンスイッチ，他付属品一式

２．２

５５Ｗ

６２ＷＦＡＮ ３ ２００

ＳＨＹＰ８０Ｃ

ルームエアコン

１ １００

１ １００

パッケージ型エアコン 型  式 空冷ヒートポンプパッケージ型

冷房能力 ５．０ ｋｗ

３

１

３

ＣＯＭＰ

ＦＡＮ

ＰＡＣ－Ｍ－６

２００

２００

調光機械室

（室外機）

（室内機）　天吊露出型ｘ１台

暖房能力 ５．６ ｋｗ（ＪＩＳ）

冷房能力 ７．１ ｋｗ 暖房能力 ８．０ ｋｗ（ＪＩＳ）

付属品 フィルター，リモコンスイッチ，他付属品一式

１．６

４５Ｗ

６２ＷＦＡＮ ３ ２００

ＳＨＹＰ５６ＣＴ

パッケージ型エアコン 型  式 空冷ヒートポンプパッケージ型

３

１

３

ＣＯＭＰ

ＦＡＮ

２００

２００（室内機）　天井型隠ダクト蔽

付属品 フィルター，リモコンスイッチ，他付属品一式

１．５

３８Ｗ

１００Ｗ ３ ２００

冷房能力 ４．５ ｋｗ 暖房能力 ５．０ ｋｗ（ＪＩＳ）

送風機 ７００ ｍ ／ｈ×１１８Ｐａ３

加湿器 気化式

楽器庫備品庫ＰＡＣ－Ｓ－１ ＳＨＹＭＪ５０ＢＴ

パッケージ型エアコン 型  式 空冷ヒートポンプパッケージ型

冷房能力 ５．０ ｋｗ

３

１

３

ＣＯＭＰ

ＦＡＮ

２００

２００

（室外機）

（室内機）　天吊露出型ｘ１台

暖房能力 ５．６ ｋｗ（ＪＩＳ）

冷房能力 ７．１ ｋｗ 暖房能力 ８．０ ｋｗ（ＪＩＳ）

付属品 フィルター，リモコンスイッチ，他付属品一式

１．６

４５Ｗ

６２ＷＦＡＮ ３ ２００

ＳＨＹＰ５６ＣＴＰＡＣ－Ｓ－２ マルチホール効果室

（３）

撤去機器表（３） Ｍー０８

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

撤去機器表

φ Ｖ 設置場所 備考機器名称機器番号 機 器 仕 様 台数 ＫＷφ Ｖ 設置場所 備考機器名称機器番号 機 器 仕 様 台数 ＫＷ

屋外機取外・再取付

屋外機取外・再取付

※ハッチング外の機器は撤去・搬出処分とする。ハッチング内機器は既存のままとする。



印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A1:N.S
A3:N.S

ＡＥＸ－Ｍ－１ 全熱交換器 型  式 天井隠蔽ダクト型 １００１３５０Ｗ１

２５０φ× ７００ｍ ／ｈ　×　１００Ｐａ３

管理事務室

付属品 リモコンスイッチ，他付属品一式

２００φ× ４００ｍ ／ｈ　×　４５Ｐａ３

付属品 リモコンスイッチ，他付属品一式

ＡＥＸ－Ｍ－２ 全熱交換器 型  式 天井カセット型 １００１１８０Ｗ１ 会議室

１５０φ× ２００ｍ ／ｈ　×　４５Ｐａ３

付属品 リモコンスイッチ，他付属品一式

全熱交換器 型  式 天井カセット型 １００１９９Ｗ３ 応接・託児室ＡＥＸ－Ｍ－３

３

空気清浄器 型  式 １００１１１０Ｗ１ 喫煙コーナーＫＦ－Ｍ－１ 天井カセット型

処理風量 １，２００ｍ ／ｈ

集塵効率 ＮＢＳ ９０％ （ＤＯＰ ０．８μｍ）

付属品 安全装置，リモコンスイッチ，他付属品一式

３

空気清浄器 型  式 １００１５７Ｗ１天井カセット型

処理風量   ６６０ｍ ／ｈ

集塵効率 ＮＢＳ ９０％ （ＤＯＰ ０．８μｍ）

付属品 リモコンスイッチ，他付属品一式

ＫＦ－Ｍ－２

空気清浄器

空気清浄器

喫煙コーナーＫＦ－Ｓ－１

ラウンジＫＦ－Ｂ－１

アーティストロビー

３

可変風量装置 型  式 １電子センサ式

対象風量 ７００ｍ ／ｈ

ＶＡＶ－４－１

付属品 自動制御メーカー用コントローラ，他付属品一式

スタジオ小（ＳＡ）

中央監視室

ＭＫＣ－２０Ａ

ＭＫＣ－１０Ａ

３

型  式 天井カセット型

処理風量 １，２００ｍ ／ｈ

集塵効率 ＮＢＳ ９０％ （ＤＯＰ ０．８μｍ）

付属品 安全装置，リモコンスイッチ，他付属品一式

３

型  式 天井カセット型

処理風量   ６６０ｍ ／ｈ

集塵効率 ＮＢＳ ９０％ （ＤＯＰ ０．８μｍ）

付属品 リモコンスイッチ，他付属品一式

１００１１１０Ｗ１

１００１５７Ｗ１

ＭＫＣ－２０Ａ

ＭＫＣ－１０Ａ

１００１１型  式 消音ＢＯＸ付ライン型（天吊） ０．０３５

＃２　×　   ４００ｍ ／ｈ　×　１００Ｐａ３

防  振 ゴ　ム

ＥＦ－Ｓ－３

（サブ舞台備品倉庫）

サブ舞台備品倉庫

１００１１型  式 消音ＢＯＸ付ライン型（天吊） ０．０３５

＃２　×　   ４００ｍ ／ｈ　×　１２０Ｐａ３（喫煙コーナー）

防  振 ゴ　ム

喫煙コーナーＥＦ－Ｓ－４ 排風機

排風機

１００１１型  式 消音ＢＯＸ付ライン型（天吊） ０．０３５

＃２　×　   ４００ｍ ／ｈ　×　１１０Ｐａ３（喫煙コーナー）

排風機

防  振 ゴ　ム

喫煙コーナーＥＦ－Ｂ－３

Ｆ－１ 排風機 型  式 天井扇（低騒音型）

１５０φ× １００ｍ ／ｈ　×　９０Ｐａ３

１００１２５Ｗ 流し・ＵＢ等

排風機 型  式

１５０φ× ２００ｍ ／ｈ　×　９０Ｐａ３

１００１２９ＷＦ－２ シャワー室等

排風機 型  式

１５０φ× ４００ｍ ／ｈ　×　９０Ｐａ３

１００１７４Ｗ 管理便所Ｆ－３

排風機 型  式 天井扇（低騒音型）インテリアパネル

１５０φ× １００ｍ ／ｈ　×　９０Ｐａ３

１００１２５．５Ｗ アーティストロビーＦ－４

排風機 型  式 天井扇（低騒音型）インテリアパネル

１５０φ× ２００ｍ ／ｈ　×　９０Ｐａ３

１３３Ｗ １００Ｆ－５ 中楽屋

排風機 型  式 天井扇（低騒音型）インテリアパネル

１５０φ× ３００ｍ ／ｈ　×　９０Ｐａ３

１４２Ｗ １００Ｆ－６ 中楽屋

７

２

２

１

２

１

２００３１型  式 排煙機（床置）モーター駆動 １５．０

＃６　×　４０，０００ｍ ／ｈ　×　２９０Ｐａ３（メインホール）

排煙機 ＲＦファンルームＳＭＦ－Ｍ－１

２００３１型  式 排煙機（床置）モーター駆動 １１．０

＃６　×　３３，０００ｍ ／ｈ　×　２９０Ｐａ３（舞　　台）

排煙機 ＲＦファンルームＳＭＦ－Ｍ－２

２００３１型  式 排煙機（床置）モーター駆動 ７．５

＃６　×　３０，０００ｍ ／ｈ　×　２７０Ｐａ３（サブホール）

排煙機 空調機械室ＳＭＦ－Ｓ－１

ＳＡＬ ＃２００－１

ＳＡＬ ＃２００－１

ＳＡＬ ＃２００－１

ＭＦＥ ＃６－４Ｍ

ＭＦＥ ＃６－４Ｍ

ＭＦＥ ＃６－４Ｍ

１００１１型  式 消音ＢＯＸ付シロッコ型（天吊） ０．３

（サブホール男子便所）

男子便所

防  振 ゴ　ム

ＥＦ－Ｓ－１

１００１１型  式 消音ＢＯＸ付シロッコ型（天吊） ０．４３

（サブホール女子便所）

女子便所

防  振 ゴ　ム

ＥＦ－Ｓ－２

排風機

排風機

２５０φ　×　１，５００ｍ ／ｈ　×　１２７Ｐａ３

２５０φ　×　１，５００ｍ ／ｈ　×　１２７Ｐａ３

ＢＦＳ－１５０ＳＵＡ

ＢＦＳ－１５０ＳＵＡ

２００３１型  式 消音ＢＯＸ付ライン型（天吊）

防  振 ゴ　ム

０．４６ＥＦ－Ｂ－１

（文化支援男子便所）

男子便所排風機

１００１１型  式 消音ＢＯＸ付シロッコ型（天吊） ０．０６５

（サブホール効果室）

防  振 ゴ　ム

ＥＦ－Ｓ－５ 排風機 サブ効果室

２００φ　×　６５０ｍ ／ｈ　×　１１８Ｐａ３

２５０φ　×　１，７００ｍ ／ｈ　×　１３０Ｐａ３

ＢＦＳ－６５ＳＵＡ

ＢＦＳ－１８０ＴＵＡ

１００１２型  式 シロッコ型（天吊） ０．２９

（展示室兼会議室）

防  振 ゴ　ム

ＥＦ－Ｂ－４ 排風機 廊下

２５０φ　×　１，０３０ｍ ／ｈ　×　１００Ｐａ３

ＢＦＳ－１２０ＳＡ

１００１１型  式 シロッコ型（天吊） ０．０８４５

（展示室）

防  振 ゴ　ム

ＥＦ－Ｂ－５ 排風機 廊下

２００φ　×　４５０ｍ ／ｈ　×　７０Ｐａ３

ＢＦＳ－５０ＳＡ

１００１１型  式 シロッコ型（天吊） ０．１６３

（アトリエ）

防  振 ゴ　ム

ＥＦ－Ｂ－６ 排風機 機械室

２００φ　×　８４０ｍ ／ｈ　×　７０Ｐａ

ＢＦＳ－９０ＳＡ

３

ＶＤ－１８ＺＣ５

中間取付ダクトファン（高静圧型） Ｖ－１８ＺＭＣ３

ＶＤ－２３ＺＢ５

ＶＤ－１８ＺＸ５－Ｃ

ＶＤ－１８ＺＸＰ５－Ｃ

天井扇（低騒音型）

ＶＤ－２０ＺＸ５－Ｃ

排風機 型  式

１００φ× １００ｍ ／ｈ　×　７０Ｐａ３

１２２Ｗ １００Ｆ－７ 中楽屋

排風機 型  式 天井扇（低騒音型）インテリアパネル

１００φ× ２００ｍ ／ｈ　×　　　Ｐａ３

１２１Ｗ １００Ｆ－８ 中楽屋

１

１

ＶＤ－１５ＺＰＣ５

ＶＤ－１５ＺＸＰ５－Ｃ

天井扇（低騒音型）

ＬＧＨ－８０ＲＳ３

ＬＧＨ－５０ＣＳ２

ＬＧＨ－５０ＣＳ２

ＹＶＳ－１

３

可変風量装置 型  式 １電子センサ式

対象風量 ７００ｍ ／ｈ

ＶＡＶ－４－２

付属品 自動制御メーカー用コントローラ，他付属品一式

スタジオ小（ＲＡ） ＹＶＳ－１

３

可変風量装置 型  式 １電子センサ式

対象風量 ７００ｍ ／ｈ

ＶＡＶ－４－３

付属品 自動制御メーカー用コントローラ，他付属品一式

音楽練習室小（ＳＡ） ＹＶＳ－１

３

可変風量装置 型  式 １電子センサ式

対象風量 ７００ｍ ／ｈ

ＶＡＶ－４－４

付属品 自動制御メーカー用コントローラ，他付属品一式

音楽練習室小（ＲＡ） ＹＶＳ－１

３

可変風量装置 型  式 １電子センサ式

対象風量 ３，０００ｍ ／ｈ

ＶＡＶ－２－１

付属品 自動制御メーカー用コントローラ，他付属品一式

スタジオ大（ＳＡ） ＹＶＳ－３

３

可変風量装置 型  式 １電子センサ式

対象風量 ３，０００ｍ ／ｈ

ＶＡＶ－２－２

付属品 自動制御メーカー用コントローラ，他付属品一式

スタジオ大（ＲＡ） ＹＶＳ－３

３

可変風量装置 型  式 １電子センサ式

対象風量 ４，１００ｍ ／ｈ

ＶＡＶ－３－１

付属品 自動制御メーカー用コントローラ，他付属品一式

音楽練習室大（ＳＡ） ＹＶＳ－４

３

可変風量装置 型  式 １電子センサ式

対象風量 ４，１００ｍ ／ｈ

ＶＡＶ－３－２

付属品 自動制御メーカー用コントローラ，他付属品一式

音楽練習室大（ＲＡ） ＹＶＳ－４

（４）

撤去機器表（４） Ｍー０９

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

撤去機器表

φ Ｖ 設置場所 備考機器名称機器番号 機 器 仕 様 台数 ＫＷ φ Ｖ 設置場所 備考機器名称機器番号 機 器 仕 様 台数 ＫＷ

※ハッチング外の機器は撤去・搬出処分とする。ハッチング内機器は既存のままとする。



印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A1:N.S
A3:N.S

Ｂ１階衛生機械室

１

ＴＷー１

Ｂ１階衛生機械室加圧給水装置（上水）

１

温水製造装置

３ ２００

３．７×２ ３

型式：ＦＲＰ製単板パネルタンク　　　耐震　１．５Ｇ

ＰＷー１

受水槽（上水）

加圧給水装置（雑用水） Ｂ１階衛生機械室ＰＷー２

３

１

防振架台制御盤（並列交互運転．水位警報端子．故障表示他）

コンクリート基礎　５００Ｈ

２００

２００３

コンクリート基礎　１５０Ｈ

１

コンクリート基礎　１５０Ｈ

型式：給湯用密閉形隔膜式膨張タンク

１

ＴＷＲー１ １密閉式膨張タンク

付属品：空気抜弁．蒸気減圧弁．Ｙスト．蒸気トラップ．安全弁．圧力計（２個）

給湯用循環ポンプ

最大圧力損失：０．０７ＭＰａ

３

　　　　温度計．蒸気給湯配管．架台．ドレン配管

付属品：圧力計

フート弁×２・サクションユニット×２

循環水量：１５　ｍ３／ｈ

本体：ステンレス鋼板製（ＳＵＳ３０４）　　耐震　１．５Ｇ

防振架台制御盤（並列交互運転．水位警報端子．故障表示他）

０．２５

Ｂ１階空調機械室

型式：周波数制御方式（推定末端圧力一定タイプ）吸込仕様

型式：周波数制御方式（推定末端圧力一定タイプ）

鍵付マンホール蓋６００φ．電極座．ホルダー．防波筒．内外タラップ．通気口

型式：ステンレス製ラインポンプ

ろ過装置 １ＷＦー１

コンクリート基礎　１５０Ｈ

（建築工事）

型式：汚水用水中ポンプＰＤー１．２ 雑排水ポンプ

ＷＨＥー１ 電気温水器

制御盤（電気工事）

Ｂ１階空調機械室

（建築工事）

ＨＥー１

ＰＨＷー１

２００

１．５×２

（建築工事）

５０φ×３００Ｌ／ｍｉｎ×０．１４ＭＰａ

（建築工事）

２

最高使用圧力：０．９８ＭＰａ　（使用圧力：０．６９ＭＰａ）

コンクリート基礎　１５０Ｈ

　　　　　圧力　中圧０．１ＭＰａ

１

２００

２００

使用燃料：都市ガス１３Ａ（１１，０００ＫｃａＬ／Ｎｍ３）

３

（建築工事）

０．２

Ｂ１階衛生機械室

Ｂ１階下部雑排水槽

０．７５×２

雨水排水ポンプ 型式：汚水用水中ポンプ

０．４×２

Ｂ１階下部雑排水槽

３

ＰＤー３．４

３

ＰＤー１３．１４

給水ポンプ

１階アトリエ流し下

パイプ接続口径：５０Ａ

　文化支援パントリ

２．２

１階メインホール湯沸室

プラスタートラップＰＴー１

貯留容量：１１．４Ｌ

１型式：ＳＵＳ製パイプ接続式床置型

１．５ ３ ２００

蒸気ボイラー 型式：貫流式ＢＳー１

定格出力：６２７ＫＷ（蒸発量：１０００ｋｇ／Ｈ）

制御盤

　　　　　使用量　６０．５ｍ３Ｎ／Ｈ

送風機

伝熱面積：９．９ｍ２　（保有水量：１５６Ｌ）

１

２００３．０

電気温水器ＷＨＥー２

２

制御盤（電気工事）

自動交互並列運転

１

型式：汚水用水中ポンプ

貯湯容量：２０Ｌ

自動交互並列運転２

２００１

２００

制御盤（電気工事）

型式：汚水用水中ポンプ

自動交互並列運転

３ ２００

雑排水ポンプ 型式：汚水用水中ポンプ

１．５×２

２

制御盤（電気工事）

自動交互並列運転

３

制御盤（電気工事）３ ２００

２００

雨水排水ポンプ

ＰＤー１９．２０

自動交互並列運転２

制御盤（電気工事）

自動交互並列運転

２００

０．２５×２ 制御盤（電気工事）２００４０φ×１００Ｌ／ｍｉｎ×０．０５ＭＰａ

ＰＤー９～１２ ４ 自動交互並列運転

使用圧力：０．６９ＭＰａ

平架台（溶融亜鉛メッキ仕上げ）．ＳＵＳ製アンカーボルト

１，５００Ｌ×１，５００Ｗ×１，２５０Ｈ　架台４００Ｈ

型式：汚水用水中ポンプ湧水排水ポンプ

本体：ＳＴＰＧ３７０　Ｓｃｈ４０

Ｂ１階衛生機械室

５０φ×２５０Ｌ／ｍｉｎ×０．１５ＭＰａ

薬注ポンプ．薬注タンク（１００Ｌ）．他付属品

ろ過ポンプ．電動５方弁．ヘアーキャッチャー．操作盤

雨水排水ポンプ（サブホール）

５０φ×１００Ｌ／ｍｉｎ×０．０８ＭＰａ

１．５×２

５０φ×２００Ｌ／ｍｉｎ×０．１４ＭＰａ

２００３

型式：全自動砂式ろ過機

３

５０φ×１００Ｌ／ｍｉｎ×０．１４ＭＰａ

３．５

付属品：マンホール蓋６００φ．内外タラップ．通気口他

雨水排水ポンプ（メインホール） ２

２００

自動交互並列運転

制御盤（電気工事）

型式：汚水用水中ポンプ

３０．２５×２４０φ×１０５Ｌ／ｍｉｎ×０．０５ＭＰａオリフィス

ＰＤー１５．１６ １階下部雨水槽

防振ゴムパット．水中ケーブル

貯湯容量：３５Ｌ

ＴＷＳー１

付属品：逃がし弁・ブローキャチャー・止水栓（ＧＶ）

付属品：逃がし弁・ブローキャチャー・止水栓（ＧＶ）

蒸気ヘッダーＨＳー１

還水槽

本体：鋼板製タンク　　（最高使用圧力：０．５９ＭＰａ）

１階管理部門湯沸室

型式：床置貯湯式電気湯沸器（飲雑両用タイプ）

３．０

実容量：１５ｍ３　　　（呼称容量　１８ｍ３）

３，０００Ｌ×３，０００Ｗ×２，０００Ｈ　　（中仕切板付）

型式：床置貯湯式電気湯沸器（飲雑両用タイプ）

オリフィス

１硬水軟化装置ＷＳー１

１

３Ｗ １００

処理水：上水

架台：７７０Ｈ　　

（建築工事）

型式：自動型

１

Ｂ１階空調機械室

コンクリート基礎　１５０Ｈ

１

寸法：１１４．３φ　Ｘ　１，３００Ｌ

防振ゴムパット．水中ケーブル

防振ゴムパット．水中ケーブル．着脱装置

２５φ×２５Ｌ／ｍｉｎ×０．１２ＭＰａ

型式：蒸気ー水熱交換器（フローライトテンプ：ＨＥー５３５ーＣタイプ）

　文化支援ラウンジ

防振ゴムパット．水中ケーブル．着脱装置

圧力計

緊急遮断弁８０Ａｘ２・感知器・制御盤

平架台（溶融亜鉛メッキ仕上げ）．ＳＵＳ製アンカーボルト

防振ゴムパット．水中ケーブル

防振ゴムパット．水中ケーブル

６５Ａ．４０Ａ．４０Ａ．４０Ａ（予備）

コンクリート基礎　１５０Ｈ

３

防振ゴムパット．水中ケーブル

防振ゴムパット．水中ケーブル．着脱装置

１階下部湧水槽

Ｂ１階下部雨水槽

Ｂ１階下部中水槽雑排水ポンプ

タンク容量：４３Ｌ　（最大受水量：２８Ｌ）

０．２５×２４０φ×１００Ｌ／ｍｉｎ×０．０６ＭＰａ

６５φ×８０φ×７００Ｌ／ｍｉｎ×０．３６ＭＰａ

型式：汚水用水中ポンプ

５０φ×８０φ×３８０Ｌ／ｍｉｎ×０．４６ＭＰａ

蒸気圧力：ユニット０．７ＭＰａ（本体０．０７ＭＰａ．蒸気量７７０Ｋｇ／ｈ）

コンクリート基礎　１５０Ｈ

Ｂ１階雨水ピット

２

Ｂ１階空調機械室

（建築工事）

（建築工事）

１階下部雨水槽

実容量：２．１ｍ３　　　（呼称容量　３．３７ｍ３）

樹脂量：１８Ｌ

給湯量：１１３Ｌ／ｍｉｎ　（６０℃）　熱交換量：４５５Ｋｗ

ＰＤー７．８

ＰＤー５．６

標準通水量：１，１ｍ３／Ｈ ２

防振ゴムパット．水中ケーブル．着脱装置

ＰＤー２３．２４ 雑排水ポンプ Ｂ１階下部蓄熱槽 自動交互並列運転

１．５×２

５０φ×１００Ｌ／ｍｉｎ×０．１４ＭＰａ

３ ２００ 制御盤（電気工事）

型式：汚水用水中ポンプ

３ ２００１５Ｗ

３．７×２

自動薬注器

Ｂ１階空調機械室

コンクリート基礎　１５０Ｈ

５０φ×１００Ｌ／ｍｉｎ×０．１４ＭＰａ

（建築工事）

（建築工事）

コンクリート基礎　１５０Ｈ

ＰＤー２７．２８ ２ １階下部湧水槽型式：汚水用水中ポンプ湧水排水ポンプ

防振ゴムパット．水中ケーブル

３０．２５×２ 制御盤（電気工事）

自動交互並列運転

２００４０φ×１００Ｌ／ｍｉｎ×０．０５ＭＰａ

ＰＤー２５．２６ ２ Ｂ１階下部湧水槽型式：汚水用水中ポンプ湧水排水ポンプ

防振ゴムパット．水中ケーブル

３０．７５×２ 制御盤（電気工事）

自動交互並列運転

２００

（５）

３ ２００

Ｐー４ 型式：深井戸用水中ポンプ

２５φ×０．０３６ｍ3／ｍｉｎ×４６ｍ

１

０．７５

屋外ベントポンプ（ラグ－ン系統）

撤去機器表（５） Ｍー１０

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

撤去機器表

備考機器名称機器番号 機 器 仕 様 台数 ＫＷ φ Ｖ 設置場所 備考機器名称機器番号 機 器 仕 様 台数 ＫＷ φ Ｖ 設置場所

※ハッチング外の機器は撤去・搬出処分とする。ハッチング内機器は既存のままとする。



一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

業務名称

中楽屋２ 中楽屋１ 小楽屋２ 小楽屋１ 楽屋事務室 廊　下 備品庫 ロビー会議室 応接室 事務室 託児室 大楽屋 ロッカー室中楽屋２ 楽屋事務室
楽器庫 アーティスト

小楽屋２ ピアノ庫

中央監視室

ＥＸＴ
Ｃ Ｈ

ＡＨＵ
Ｍ－３

ＨＥＸ
２

Ｒ Ｈ
１

ＡＨＵ
Ｍ－９

ＰＡＣ
Ｍ－２

ＨＰ
２－１

Ｃ Ｐ
２－１

Ｃ Ｐ
１－２

ＰＡＣ
Ｍ－１ａ

ＰＡＣ
Ｍ－１ａ

ＰＡＣ
Ｍ－１ａ

ＰＡＣ
Ｍ－１ｂ×２

ＯＡＣ
Ｍ－１

ＦＣＵ
４

ＦＣＵ
２

ＦＣＵ
２

ＦＣＵ
１

ＰＡＣ
Ｓ－１

Ｈ Ｄ
ＣＨＲ

ＡＨＵ
Ｍ－１

ＡＨＵ
Ｍ－５

Ｈ Ｄ
Ｃ Ｒ

ＨＤ
ＨＲ

ＥＸＴ
Ｈ

Ｃ Ｐ
１－１

ＣＨＰ
１－１

ＣＨＰ
１－２

ＡＨＵ
Ｍ－６

ＦＣＵ
４

ＰＨ
１

ＰＨ
１

×５

×５

ＰＡＣ
Ｍ－２ 室外機

室外機

蒸気ヘッダー

１２５，１２５

６５

２００，２００，１００，１００，１００，１００，（３８．１×１５．９）
５０，５０，６５，６５

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｈ

Ｒ
Ｃ

Ｈ
Ｓ

ＣＨＲ
ＣＨＳ

Ｈ
Ｒ

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｒ

Ｃ
Ｓ

Ｄ
Ｄ

Ｒ

Ｄ Ｄ

４０，４０

４０，４０

３２，３２

８０，８０，１００，１００

舞　台

舞台上部

第一ギャラリー

第二ギャラリー ファンルーム

空調機械室（２）

低温部

冷　水　槽

高温部

（衛生）

屋外排水桝に
接続

１ＦＬ

１
６

９
０

０

客席ＲＳＬ

ＡＨＵ
Ｍ－２

ＡＨＵ
Ｍ－７

ＡＨＵ
Ｍ－８

ＡＨＵ
Ｍ－４

ＰＡＣ
Ｍ－３

便所

Ｓ

ＣＨＳ
ＣＨＳ

ＣＨＳ
ＣＨＳ

ＣＨＳ

Ｃ
Ｈ

Ｓ

ＣＨＲ

ＣＨＲ
ＣＨＲ

ＣＨＲ
ＣＨＲ

ＣＳ
ＣＳ

ＣＲ
ＣＲ

ＣＳ
ＣＳ
ＣＳ

Ｃ
Ｄ

Ｓ
Ｃ
Ｄ

Ｒ
Ｃ
Ｈ

Ｓ

Ｃ
Ｒ

Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｓ

Ｓ

Ｈ
Ｓ

ＨＳ

ＨＳ

ＨＲ
ＨＲ

ＨＲ

ＨＲ
ＨＲ
ＨＲ
ＨＳ
ＨＳ
ＨＳ

Ｃ
Ｄ
Ｓ

Ｃ
Ｄ
Ｒ

Ｃ
Ｄ
Ｒ

Ｃ
Ｓ

Ｃ
Ｓ

Ｃ
Ｒ

Ｃ
Ｒ

ＣＲ
ＣＲ

Ｃ
Ｓ

Ｃ
Ｓ

Ｓ

ＦＣＵ
４

中楽屋１

ＦＣＵ
２

小楽屋１

ＦＣＵ
２

ＦＣＵ
２

ＦＣＵ
２

ＦＣＵ
３

ＦＣＵ
４

ＰＡＣ
Ｓ－１

ＨＥＸ
１

ＨＥＸ
１

×２

Ｃ Ｐ
２－２ ×２

×２
ＣＨＰ
２－１

×２

メインホール

ＨＲ
ＨＳ
ＣＲ
ＣＳ

ＡＨＵ
Ｓ－２

ＡＨＵ
Ｓ－１

ＡＨＵ
Ｂ－１

ＦＣＵ
２

ＨＳ

ＨＲ

ＡＨＵ
Ｂ－６

空調機械室７空調機械室６空調機械室５空調機械室４

ＣＨＳ
ＣＨＲ

ＡＨＵ
Ｂ－５

ＡＨＵ
Ｂ－４

ＡＨＵ
Ｂ－３

以降衛生工事

スタッフルーム

ＰＡＣ
Ｍ－４

音響機械室 調光機械室

室外機室外機
ＰＡＣ
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富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事
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記
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株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称
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Ｍー１２空調配管　地下1階平面図

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事
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ハッチング部分の取外し・復旧を見込むこと
上部排気ダクト干渉の可能性があるため
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Ｒ２

Ａａ６
Ａ７

Ａ６

Ａａ３

Ａａ４

Ａ４

Ａ５

Ａａ１

Ａ１

Ａ２ Ａ３

Ｂ
２

Ｂ
３

Ｂ
４

Ｂ
５

Ｂ
６

Ｂ
７

Ｂ
８

Ｂ
９

４６００
１３００

４００
２７０００

３５００

５９００

７１５０

５７００

１３００

１１００

１０００

３２５０

３９００

１４００

１７５０

２
３
０
０

３
９
０
０

７
０
５
０

５
３
５
０ １
４５

０

７
６
５
０

２
３
５０

０

５
２
０
０

５
０
０
０

３
５０

０

２
７７

０
０

８
２
５０

８
２
０
０

４
３
５
０

１
４０

０

２
７
０
０

３
６
０
０

２５
０
０

２
５
００

５
０５

０

５
０
０
０

５０００

５０００

５０００

５０００

７１５０

３５００

Ｂ
１

Ａａ７

Ｂ
１
０

Ｂ
１
１

４
８
５
０

１
３
０
０

１
９０

０
３
５５

０

Ａ１０

Ａ１１ ３２５０

３２５０

５０００

５０００

５０００

Ａ９

Ａ１５ Ｂ
１

Ｂ
２

Ａ１３

Ａ１４

Ｂ
３

１３００

５０００

５
２
０
０

６
８
５
０

３
５
０
０

５
０
０
０

Ａ８

Ａａ１２

Ｂ
ｂ
５

６５００

５
５
００

４
２０

０

５０００

Ａ１２
５０００

Ｂ
４

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

Ｒ

Ｃ
Ｈ

Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｓ

Ｃ
Ｒ

二方弁装置

二方弁装置

ＧＶ

ＧＶ

ＧＶ（水抜）

ＦＪ

ＦＪ

温度計

圧力計

６５×００

５０×００

６５

５０

２０

６５

５０

１

１

２

２

２

２

２

４

４

ＡＨＵ－Ｍ－２

バルブリスト

ＦＣＵ
２

Ｆ
Ｃ
Ｕ

３

Ｆ
Ｃ
Ｕ

４

Ｆ
Ｃ
Ｕ

２

Ｆ
Ｃ
Ｕ

２

Ｆ
Ｃ
Ｕ

２

Ｐ
Ａ
Ｃ

Ｓ
－
１

ＰＡＣ
Ｍ－１ａ

ＰＡＣ
Ｍ－１ａ

ＦＣＵ
２

ＦＣＵ
２

ＦＣＵ
４

ＦＣＵ
１

ＰＡＣ
Ｍ－１ｂ

ＰＡＣ
Ｍ－１ａ

ＯＡＣ
Ｍ－１

ＦＣＵ
５

ＰＡＣ
Ｍ－３

ＡＨＵ
Ｍ－２

ＦＣＵ
４

客
用便

所
（
６
）

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

展
示
室

給
湯
・
収
納
ス
ペ
ー
ス

ラ
ウ
ン
ジ

展
示
室
兼
会
議

音
楽
練
習
室
（
大
）

備
品
庫

ア
ト
リ
エ

ホ
ワ
イ
エ
Ｓ
１

予
備
庫

備
品
庫

パ
ン
ト
リ
ー

客
用
便
所
（５

）

多
目
的
ブ
ー
ス

Ｓ
Ｓ

搬
入
口

楽
器
庫

ピ
ア
ノ
庫

ス
タ
ジ
オ
（
小
）

音
楽
練
習
室
（
小
）

ロ
ッ
カ
ー
室
２

ロ
ッ
カ
ー
室
３

ス
タ
ジ
オ
（
大
）

備
品
庫

小
楽
屋
１

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

舞
台
備
品
倉
庫

シ
ャワ

ー

シャ
ワー

楽
屋
事
務
室

客用
便
所
（
４）

客
用
便
所（

３
）

小
楽
屋
２

中
楽
屋
１

中
楽
屋
２

応接室会議室

中楽屋２ 中楽屋１

事務室 大楽屋

小楽屋２

楽屋便所１

光庭

アーティストロビー

楽屋便所２

主催者控室

ピアノ庫

電話

舞台備品庫

照明音響
機材倉庫

小楽屋１

ＤＳ楽屋事務室

湯沸室

舞台Ｍ

市民ラウンジ

情報・交流コーナー

自販機
コーナー

便所２

ＤＳ

ＥＰＳ

ＣＨ

チャンバー

客用便所２

客用便所１

ドライエリア

エントランスロビー

Ｓ．Ｓ

便所１

ＵＢ ＵＢ

搬入口Ｍ

ＤＳ

スロープ

ＤＳ

空調機械室２

風除室
１

風除室
６

風除室
２

ロッカー室

階段２

舞台
前室２

多目的
便所１

テラス１

階段１

舞台
前室１

前室Ｍ２前室Ｍ１

廊下６

レタンチャンバー

物
入

階段５

廊下２

廊下３

廊下４

ＤＳＳＫ

ＤＳ
メインホール
客席Ｍ１

ホワイエＭ１

スロープ

ＥＶ

舞台
前室３

アラーム
弁室

スピーカー
スペース

スピーカー
スペース

コ
ー
ナ
ー

備 品 庫

レタンチャンバー レタンチャンバー

備
品
庫

水
廻
り

自販機

多目的
便所４

多
目的

便所
（
２）

多目
的
便所

（
３）

廊
下
６

楽
屋
便所

３

楽
屋便

所４

空
調
機
械
室
４

空
調
機
械
室
５

空
調
機
械
室
６

空
調
機
械
室
７

ＦＣＵ
４３２

１９．１ｘ９．５

１５．９ｘ９．５

４０，１５．９ｘ９．５

３１．８ｘ１５．９

２５
２０，２０

４０，４０

３２，３２２０，２０

２５ ４０

２５

２５

４０
４０

２０

５０

２５

４０

１２５，１２５

８０
，８

０

５
０

５
０５０

３２

ＡＨＵ
Ｂ－６

ＡＨＵ
Ｂ－５

ＡＨＵ
Ｂ－４

ＡＨＵ
Ｂ－３

２
５

２０
，２

０
５０

１２
５，

１２
５

５０

５０

１２
５，

１２
５

ＧＶ２０ｘ４

６５，６５，５０，５０

以降衛生工事

４０，４０

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

４０，４０１２．７ｘ６．４

ｘ２

Ｃ
Ｄ
Ｒ

Ｃ
Ｄ
Ｓ

Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｒ

２００，２００，１００，１００，１００，１００

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｒ

Ｃ
Ｓ

８０，８０，１００，１００，２５

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｒ

Ｃ
Ｓ

８０，８０，１００，１００，２５

Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｈ
Ｓ

ＣＨＲＣＨＳ

Ｄ

５０

ＣＨ
ＣＨＲ

１２５，１２５

Ｄ

Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｈ
Ｓ

５０，３２，３２，２５８０，８０

Ｃ
Ｈ
Ｓ

Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｄ

Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｈ
Ｓ

２５，３２，３２，５０

Ｄ

Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｈ
Ｓ

２５，２５，２５ ５０

Ｄ
Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｈ
Ｓ

２５，２５，２５，５０

Ｃ
Ｓ

Ｃ
Ｈ
Ｓ

Ｒ

Ｄ

Ｄ

Ｒ
１２．７Ｘ６．４

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｃ
Ｈ

Ｒ
Ｃ

Ｈ
Ｓ

Ｃ
Ｈ

Ｓ
Ｃ

Ｈ
Ｒ

Ｄ

Ｄ

２５

Ｄ

８０，８０，５０

Ｄ

Ｃ
Ｄ
Ｒ

Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｒ

Ｃ
Ｄ
Ｓ

Ｃ
Ｈ
Ｓ

Ｃ
Ｓ Ｒ

２００，２００，１００，１００，１００，１００，３８．１ｘ１５．９，１２．７ｘ６．４

Ｒ

５０

Ｄ

５０

Ｄ

５０

～～
以降機械室内

Ｄ

２５，６５

Ｄ

Ｄ
５０

５０

詳細図参照

～

詳細図参照

詳細図参照

２５，５０

Ｄ

ＧＶ２０ｘ２

ＧＶ２０ｘ２
（冷温水　エア抜きｘ２）

ＧＶ２０ｘ２

ＧＶ２０ｘ２

（冷温水　エア抜きｘ２）

（冷温水　エア抜きｘ２）

（冷温水　エア抜きｘ２）

（冷温水　エア抜きｘ４）

ＧＶ２０ｘ２
（冷温水　エア抜きｘ２）

Ｄ

Ｄ

Ｄ

５０

Ｄ

６５，２５

Ｄ

６５

以降機械室内

Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｈ
Ｓ

Ｄ

Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｈ
Ｓ

Ｄ

５０

ＦＣＵ
４

空調配管　1階平面図

注記）ハッチング機器の撤去更新を行う。

Ｍー１３

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

託児室
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印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A3:1/400

ホワイエＭ２

効果室Ｍ

テラス２

スタッフルーム

光庭上部

展
示
室
上
部

空調機械室（２）

搬
入
口
上
部

展
示
室
兼
会
議
上
部

音
楽
練
習
室
（
大
）
上
部

ス
タ
ジ
オ
（
小
）
上
部

音
楽
練
習
室
（
小
）
上
部

ス
タ
ジ
オ
（
大
）
上
部

側
舞
台
上
部

ホ
ワ
イ
エ
上
部

側
舞
台
上
部

Ｐ
Ｓ

Ｄ
Ｓ

機
械
室

効
果
室

Ｒ
Ｄ

排
煙
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト

屋外機械置場

舞台上部

前室Ｍ３ 前室Ｍ４

階段６

テラス１
上部

ＥＶ

アラーム
弁室

Ｎ

７
３
５

０
６

０
０
０

７
４

０
０

７
２

０
０

６
３

０
０

２
４
０

０
７
４

０
０

Ｙ８

Ｙ７

Ｙ６

Ｙ３

Ｙ５

Ｙ４

Ｙ２

Ｙ１

７５００９８００ ７５００５０００ ８０００ ７０００７０００ ７０００ ８０００

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ７Ｘ５ Ｘ６ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０

Ｒ１４

Ｒ１６

Ｒ１５

Ｒ６

Ｒ５

Ｒ９

Ｒ７

Ｒ８

Ｒ１０

Ｒ１１

Ｒ１２

Ｒ１３Ｒ４

Ｒ３

Ｒ２

Ｒ１

Ａａ６
Ａ７

Ａ６

Ａａ３

Ａａ４

Ａ４

Ａ５

Ａａ１

Ａ１

Ａ２ Ａ３

Ｂ
２

Ｂ
３

Ｂ
４

Ｂ
５

Ｂ
６

Ｂ
７

Ｂ
８

Ｂ
９

４６００
１３００

４００
２７０００

３５００

５９００

７１５０

５７００

１３００

１１００

１０００

３２５０

３９００

１４００

１７５０

２
３
０
０

３
９
０
０

７
０
５
０

５
３
５
０ １
４５

０

７
６
５
０

２
３
５０

０

５
２
０
０

５
０
０
０

３
５０

０

２
７７

０
０

８
２
５０

８
２
０
０

４
３
５
０

１
４０

０

２
７
０
０

３
６
０
０

２５
０
０

２
５
００

５
０５

０

５
０
０
０

５０００

５０００

５０００

５０００

７１５０

３５００

Ｂ
１

Ａａ７

Ｂ
１
０

Ｂ
１
１

４
８
５
０

１
３
０
０

１
９０

０
３
５５

０

Ａ１０

Ａ１１ ３２５０

３２５０

５０００

５０００

５０００

Ａ９

Ａ１５ Ｂ
１

Ｂ
２

Ａ１３

Ａ１４

Ｂ
３

１３００

５０００

５
２
０
０

６
８
５
０

３
５
０
０

５
０
０
０

Ａ８

Ａａ１２

Ｂ
ｂ
５

６５００

５
５
００

４
２０

０

５０００

Ａ１２
５０００

Ｂ
４

２００

ＰＡＣ
Ｍ－３

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｒ

Ｃ
Ｓ

８０，８０，１００，１００，２５

８０，８０，１００，１００，２５ ２５

６５，２５

詳細図参照

Ａ
Ｈ
Ｕ

Ｓ
－
１

Ｓ
Ｍ
Ｆ

Ｂ
－
１

Ａ
Ｈ
Ｕ

Ｓ
－
２

Ａ
Ｈ
Ｕ

Ｂ
－
１

Ｂ
－
１

Ｅ
 Ｆ

２５

Ｐ
Ａ
Ｃ

Ｓ
－
２

Ｓ
－
２

Ｐ
Ａ
Ｃ

Ｓ
－
１

Ｐ
Ａ
Ｃ

１５
．９

ｘ９
．５

１２
．７

ｘ６
．４

ＣＤＲ
ＣＤ
ＣＲ
ＣＨＲ
ＣＨＳ
ＣＳ

下段冷温水

４０，４０

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

４０，４０

Ｒ

５０

５０

Ｃ
Ｄ
Ｒ

Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｒ

Ｃ
Ｄ
Ｓ

Ｃ
Ｈ
Ｓ

Ｃ
Ｓ

Ｒ Ｒ

２００，２００，１００，１００，１００，１００，３８．１ｘ１５．９，１２．７ｘ６．４

ＰＡＣ
Ｍ－４

ＰＡＣ
Ｍ－４

Ｒ

Ｄ

６５

Ｄ

屋上へ放流

空調配管　2階平面図

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

Ｍー１４

ＰＡＣ
Ｍ－１

Ｒ
２

Ｒ
１

38.1ｘ15.9 12.7ｘ6.4，25

100GV×2
20GV(水抜き)

100FJ×2100GV×2 100FJ×2
20GV(水抜き)

200GV×2
200FJ×2

屋上へ放流

上段冷却水

補給水管40

20GV(水抜き)

40GV×2
40FJ×2

ＣＴ
１

屋外機械置場 200,200

200,200

上段100,100
下段100,100

ＣＤＰ
１

200GV×2
200FJ×2
20CV

50

以降衛生設備図
４０

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｒ

Ｃ
Ｓ

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｒ

１２．７ｘ６．４

詳細図参照

Ｒ
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一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
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ＲＤ

調光機械室

舞台上部

ホワイエＭ２上部

。

客席Ｍ２

フロントサイト゛
投光室

音響
機械室

フロントサイト゛
投光室

Ｒ
Ｄ

Ｎ

７
３
５

０
６

０
０
０

７
４

０
０

７
２

０
０

６
３

０
０

２
４
０

０
７
４

０
０

Ｙ８

Ｙ７

Ｙ６

Ｙ３

Ｙ５

Ｙ４

Ｙ２

Ｙ１

７５００９８００ ７５００５０００ ８０００ ７０００７０００ ７０００ ８０００

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ７Ｘ５ Ｘ６ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０

Ｒ１４

Ｒ１６

Ｒ１５

Ｒ６

Ｒ５

Ｒ９

Ｒ７

Ｒ８

Ｒ１０

Ｒ１１

Ｒ１２

Ｒ１３Ｒ４

Ｒ３

Ｒ２

Ｒ１

Ａａ６
Ａ７

Ａ６

Ａａ３

Ａａ４

Ａ４

Ａ５

Ａａ１

Ａ１

Ａ２ Ａ３

Ｂ
２

Ｂ
３

Ｂ
４

Ｂ
５

Ｂ
６

Ｂ
７

Ｂ
８

Ｂ
９

４６００
１３００

４００
２７０００

３５００

５９００

７１５０

５７００

１３００

１１００

１０００

３２５０

３９００

１４００

１７５０

２
３
０
０

３
９
０
０

７
０
５
０

５
３
５
０ １
４５

０

７
６
５
０

２
３
５０

０

５
２
０
０

５
０
０
０

３
５０

０

２
７７

０
０

８
２
５０

８
２
０
０

４
３
５
０

１
４０

０

２
７
０
０

３
６
０
０

２５
０
０

２
５
００

５
０５

０

５
０
０
０

５０００

５０００

５０００

５０００

７１５０

３５００

Ｂ
１

Ａａ７

Ｂ
１
０

Ｂ
１
１

４
８
５
０

１
３
０
０

１
９０

０
３
５５

０

Ａ１０

Ａ１１ ３２５０

３２５０

５０００

５０００

５０００

Ａ９

Ａ１５ Ｂ
１

Ｂ
２

Ａ１３

Ａ１４

Ｂ
３

１３００

５０００

５
２
０
０

６
８
５
０

３
５
０
０

５
０
０
０

Ａ８

Ａａ１２

Ｂ
ｂ
５

６５００

５
５
００

４
２０

０

５０００

Ａ１２
５０００

Ｂ
４

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｒ

Ｃ
Ｓ

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｒ

Ｃ
Ｓ

８０，８０，１００，１００，５０

８０，８０，１００，１００，１５．９Ｘ９．５

Ｄ

２５

ＰＡＣ
Ｍ－５

ＰＡＣ
Ｍ－６

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

４０，４０

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

４０，４０

５０

Ｄ

５０

Ｄ

Ｒ

Ｄ

１５．９Ｘ９．５

Ｒ

６５

Ｄ

Ｄ

６５

空調配管　3階平面図 Ｍー１５

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事



A1:1/200

印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A3:1/400

フォロースポット室

客席シーリングレベル平面図

シーリング投光室

１３２００

屋上

ファンルーム・空調機械室レベル平面図

舞台上部

スノコレベル平面図

スノコ

１００００

倉庫

ＤＳ

倉庫

ＤＳ

倉庫 倉庫

Ｎ

Ｒ７

Ｒ６

Ｒ５

Ｒ４

Ｒ３

Ｒ１０

Ｒ８ Ｒ９

Ｒ１１

Ｒ１２

Ｒ１３

Ｒ１４

Ｒ２

Ｒ１

７０００８０００ ７０００ ７０００ ８０００

Ｒ１５

Ｒ１６

７
３
５

０
７
４

０
０

６
５
０
０

７
０

０
０

７
４

０
０

７０００８０００ ８０００７０００ ７０００ ７０００７０００８０００ ７０００ ８０００

４０００

Ｘ７Ｘ５ Ｘ６ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０

Ｙ８

Ｙ７

Ｙ６

Ｙ３

Ｙ５

Ｙ４

Ｘ７Ｘ５ Ｘ６ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ７Ｘ５ Ｘ６ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０

Ｒ２

Ｒ６

Ｒ８ Ｒ９

Ｒ１０

Ｒ１１

Ｒ１

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ７

Ｒ１２

Ｒ１３

Ｒ１４

Ｒ１６

Ｒ２

Ｒ６

Ｒ８ Ｒ９

Ｒ１０

Ｒ１１

Ｒ１

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ７

Ｒ１２

Ｒ１３

Ｒ１４

Ｒ１６

Ｒ１５ Ｒ１５

ファンルーム

舞台上部

×５

２０，２０

ＰＨ
１

詳細図参照

（天井配管）

ＡＨＵ
Ｍ－４

ＡＨＵ
Ｍ－８

ＡＨＵ
Ｍ－７

ＨＲＨＳ

Ｃ
Ｒ

ＣＳ

１００，１００

８０，８０

１５．９ｘ９．５１５．９ｘ９．５

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

４０，４０

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

４０，４０

２０，２０２０，２０２０，２０２０，２０

ＨＳ ＨＳ
ＨＲ ＨＲ

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

４０，４０

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

４０，４０

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

４０，４０

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

４０，４０

２０，２０

ＨＳ ＨＳ
ＨＲ ＨＲ

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

４０，４０

２０，２０

５０，２０，２０ ５０，２０，２０ ２０，２０，５０

×５ＰＨ
１

５０

Ｄ

５０

Ｄ

５０

Ｄ

ＰＡＣ
Ｍ－５

ＰＡＣ
Ｍ－６

Ｒ

１５．９Ｘ９．５

Ｒ

１５．９Ｘ９．５

ＲＨ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｒ

Ｃ
Ｓ

８０，８０，１００，１００，１５．９Ｘ９．５

Ｒ
８０，８０，１００，１００，１５．９Ｘ９．５

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｒ

Ｃ
Ｓ

Ｒ

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｒ

Ｃ
Ｓ Ｒ

８０，８０，１００，１００，１５．９Ｘ９．５

１５．９Ｘ９．５

Ｄ

５０

ＤＤ

５０５０

Ｄ

６５

自動エア抜きｘ２自動エア抜きｘ２

以降衛生工事

２５

空調配管　メインホ－ル上部平面図 Ｍー１６

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事



バルブリスト

ＡＨＵ

Ｍ－９

ＡＨＵ

Ｍ－６

ＡＨＵ

Ｍ－１

業務名称 工事名称 設計年月

記

印 図面名称 縮尺 図面番号
事 一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号

株式会社 綜企画設計 埼玉支店
一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

７５００ ７５００５０００
Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５

６
０

０
０

２
４

０
０

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

７
４

０
０

Ｙ５

Ｙ４

７
４

０
０

ＣＰ

ＣＰ

１－２

１－２

ＨＤ

ＣＰＣＰＣＰ

２－１２－１２－２

ＣＳ

Ｆ
Ｌ

＋
２

９
０

０

１－１

ＣＰＣＨＰ

１－２１－１

ＣＨＰ

２－１

ＨＰ

２－１

ＨＰ

２－１

ＣＨＰ

２－１

ＣＨＰ

ＨＤ

ＨＤ

ＨＲ　１００Ａ

ＡＨＵ

Ｍ－３

ＡＨＵ

Ｍ－５

ＨＤ

ＣＲ

１

ＨＥＸ

ＨＥＸ

１

ＨＥＸ

２

ＲＨ

１

ＣＨＳ

ＨＤ

ＨＳ

ＨＤ

１
０

０
Ａ

ＭＨ

ＭＶ４－５

ＭＶ４－４

Ｍ
Ｖ

４
－

６

Ｍ
Ｖ

４
－

８

Ｍ
Ｖ

４
－
７

制御弁１００Ａｘ２

制御弁５０Ａｘ４

６５ＡＭＶ４－１

ＭＶ４－４８０Ａ

ＭＶ４－５８０Ａ

ＭＶ４－２８０Ａ

ＭＶ４－３６５Ａ

ＣＨＲ

ＨＳ　１００Ａ

ＨＳ　５０Ａ

Ｓ２０Ａ　ＦＬ＋１９５０

二方弁１２５Ａ

電磁流量計１５０Ａ

ＨＲ

エア抜きｘ２

以降Ｍ－２０参照

以降Ｍ－２０参照

上段ＣＳ１２５

下段ＨＳ１００

上段ＣＲ１２５
下段ＨＲ１００

ＣＲ６５

ＣＳ６５

ＨＳ１００

ＨＲ１００ＣＲ６５

ＣＳ１２５

ＣＲ１２５

ＣＲ１２５ＣＲ１５０

ＣＲ１５０

ＣＨＲ６５

ＣＨＳ６５

ＣＨＳ１２５

ＣＨＲ１２５

ＣＤＲ２００，ＣＤＳ２００

ＣＤＲ２００

ＣＤＳ２００

ＣＨＳ１５０ ＣＲ６５

１
２

５

１
０

０

ＣＨＳ１２５

ＣＨ
Ｓ１

２
５

ＣＨＳ１２５

ＣＨＳ１２５

ＣＲ６５

ＣＨＲ１２５

ＨＲ４０

ＨＲ１００

ＨＳ１００

ＨＲ６５

ＨＳ６５

ＨＳ ４０

ＨＲ６５

Ｓ２０

以降衛生工事 Ｓ２０

ＣＳ１００

ＣＨＳ１００

ＣＲ１００

ＣＨＲ１００

ＨＲ６５

ＨＳ６５

ＣＨＳ８０

ＣＨＲ８０

ＣＲ６５

Ｈ
Ｒ

６５

Ｃ
Ｓ

１
５０

ＣＳ６５

ＨＳ６５

ＣＲ６５

ＣＳ６５

ＨＲ４０

ＨＳ４０

ＣＨＳ８０

ＣＨＲ８０

Ｓ
２

０

Ｃ
ＨＲ

１
００

Ｃ
ＨＳ

１
００

Ｈ
Ｓ１

００

Ｈ
Ｒ１

００

Ｓ２０

ＨＲ５０

Ｓ２０

ＣＲ６５

ＨＲ５０

ＣＨ
Ｓ

（Ｃ
Ｓ）

１
５０

ＣＳ
１０

０

ＣＨ
Ｓ

（Ｃ
Ｓ）

１
００

ＣＨ
Ｓ

１２
５

ＣＨ
Ｓ

１２
５

蓄熱槽排水１００

以降衛生工事

以降Ｍ－２０参照

以降Ｍ－２０参照

Ｃ
Ｄ
Ｓ

Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｒ

１００，１００，２００，１００，２００，１００

Ｃ
Ｓ

Ｃ
Ｈ
Ｓ

Ｃ
Ｄ
Ｒ

Ｃ
Ｈ
Ｓ

Ｃ
Ｈ
Ｒ

８０，８０

ＣＳ６５ ＣＳ１２５

以降Ｍ－２０参照

以降Ｍ－２０参照

ＷＫＦ

１

A1:1/50
A3:1/100

空調配管　地下１階機械室詳細図

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

Ｍー１７

注記）ハッチング内機器の撤去・更新を行う。（機器廻り上記バルブ共）

ＲＨ－１ ＣＨＰ－１－１ ＣＰ－１－１ ＣＰ－２－１×２台

Ｙストレーナ（冷却水）

ＢＶ（冷温水）

ＧＶ（水抜）

温度計

２００ ２

１

２

１

２

２

２００

１５０

１５０

２０

Ｙストレーナ（冷温水）

ＢＶ（冷温水） ２１５０

ＣＶ（冷温水） １１５０

ＦＪ（冷温水） ２１５０

ＧＶ（水抜） １２０

ＣＰ－１－２×２台ＣＨＰ－１－２ ＣＰ－２－２

ＢＶ（冷温水） ２１００

ＣＶ（冷温水） １１００

ＦＪ（冷温水） ２１００

ＧＶ（水抜） １２０

ＢＶ（冷水） ２１００

ＣＶ（冷水） １１００

ＦＪ（冷水） ２１００

ＧＶ（水抜） １２０

２１２５

１１２５

２１２５

ＧＶ（水抜） １２０

２

１

２

ＧＶ（水抜） １２０

２１００

１

２

ＧＶ（水抜） １２０

ＢＶ（冷水）

ＣＶ（冷水）

ＦＪ（冷水）

１００

１００

ＨＤ－ＣＨＳ ＨＤ－ＣＨＲ ＨＤ－ＣＳ

ＨＤ－ＣＲ

ＧＶ（水抜） １ ＧＶ（水抜） １

温度計 ３

圧力計 １

温度計 ３

圧力計 １

１２５ １２５

１００ １００

３ ３

１ １

ＢＶ（冷水） １１５０

ＢＶ（冷水） ２１５０

ＧＶ（水抜） １

ＧＶ（水抜） １

温度計 ３

圧力計 １

温度計 ３

圧力計 １

１００

 ６５

 ６５

１００

１

１

１

１

ＨＤ－ＨＳ ＨＤ－ＨＲ

ＡＨＵ－Ｍ－５

ＧＶ（水抜） １５０ ＧＶ（水抜） １

温度計 ４

圧力計 １

温度計 ４

圧力計 １

１００

 ６５

 ４０

 ８０

２ ２

１ １

１

１１

１００

 ６５

 ８０

ＡＨＵ－Ｍ－６

ＢＶ（冷温水） ＢＶ（冷温水）

ＢＶ（温水） ＢＶ（温水）

ＢＶ（冷水）

ＢＶ（温水） ＢＶ（温水）

ＢＶ（冷水）

ＢＶ（冷水）

ＢＶ（温水）

ＢＶ（予備） ＢＶ（予備）

ＢＶ（予備）

ＢＶ（予備） ＢＶ（予備）

二方弁装置（冷水）

二方弁装置（温水）

二方弁装置（蒸気）

ＢＶ（冷水）

ＧＶ（温水）

ＧＶ（蒸気）

ＧＶ（水抜） ２０

６５

６５

２０

６５

６５

２０

×

×

×

二方弁装置（冷温水）

ＢＶ（冷温水）

ＧＶ（給水）

ＧＶ（水抜） ２０

１００

２０

ＦＪ（冷水） ２ ６５

ＦＪ（温水） ２ ６５

ＦＪ（蒸気） １２０

温度計 ４

圧力計 ４

ＦＪ（冷水） ２１００

ＦＪ（給水） １ ２０

温度計 ２

圧力計 ２

１

１

１

１

２

２

１

２

１

ＡＨＵ－Ｍ－１

ＡＨＵ－Ｍ－３

二方弁装置（冷水）

二方弁装置（温水）

二方弁装置（蒸気）

ＢＶ（冷水）

ＧＶ（温水）

ＧＶ（蒸気）

ＧＶ（水抜） ２０

６５

５０

２０

６５

５０

２０

×

×

×

ＦＪ（冷水） ２ ６５

ＦＪ（温水） ２ ５０

ＦＪ（蒸気） １２０

温度計 ４

圧力計 ４

１

１

１

２

２

１

ＡＨＵ－Ｍ－９

二方弁装置（冷温水） ６５× １

６５ ２

ＧＶ（給水） ２０ １

ＧＶ（水抜） ２０２ １１

ＦＪ（冷温水） ２ ６５

ＦＪ（給水） １ ２０

温度計 ２

圧力計 ２

２

二方弁装置（冷水）

二方弁装置（温水）

二方弁装置（蒸気）

ＢＶ（冷水）

ＧＶ（温水）

ＧＶ（蒸気）

ＧＶ（水抜） ２０

６５

５０

２０

６５

５０

２０

×

×

×

ＦＪ（冷水） ２ ６５

ＦＪ（温水） ２ ５０

ＦＪ（蒸気） １２０

温度計 ４

圧力計 ４

１

１

１

２

２

１

２

１ＧＶ（温水）

１００×

ＢＶ（冷水）

ＣＶ（冷水）

ＦＪ（冷水）

ＢＶ（冷水）

ＣＶ（冷水）

ＦＪ（冷水） １００

１００

１００

 ５０  ５０  ５０

 ５０

 ４０

 ５０

ＢＶ（冷温水）

ＨＥＸ－１×２台

ＢＶ（冷水） １２５ ４

ＦＪ（冷水） ４

温度計 ４

圧力計 ２

１２５

ＨＥＸ－２

１００× １

ＢＶ（冷却水）

ＢＶ（温水）

１００

１００

２

２

ＦＪ（冷却水） ２

ＦＪ（温水） ２

温度計 ４

圧力計 ２

１００

１００

ＣＨＰ－２－１×２台

ＢＶ（冷温水） ２１２５

ＣＶ（冷温水） １１２５

ＦＪ（冷温水） ２１２５

ＧＶ（水抜） １２０

ＧＶ（水抜） １２０

ＨＰ－２－１×２台

ＢＶ（温水）

ＣＶ（温水）

ＦＪ（温水）  ６５

 ６５

 ６５ ２

１

２

ＢＶ（冷却水）

二方弁装置（既存のまま）

　　　上記機器の接続配管は2.0m程度撤去・更新を見込む。

　　　CHP-1-1、CHP-1-2、CP-1-1、CHP-2-1、HP-2-1、RH-1の電動機撤去結線を見込む



ＣＨＳ

印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

ＣＤＲ

ＣＤ

ＣＲ

ＣＨＲ

ＣＳ

Ｒ

Ｒ
Ｄ

２００

Ｒ
２

Ｒ
１

ＰＡＣ
Ｍ－１

ＰＡＣ
Ｍ－４

注記）太線表記機器・配管・バルブ類の撤去・新設を行う。

100GV×2

20GV(水抜き)
100FJ×2

100GV×2

20GV(水抜き)
100FJ×2

上段100,100

下段100,100

38.1ｘ15.9
下段冷温水

上段冷却水

Ｒ

200,200

50

補給水管40

200,200

配管切断・接続×8か所

配管切断・接続×3ヶ所

12.7ｘ6.4，25

40

屋上へ放流

ＣＴ
１

ＣＤＰ
１

200GV×2

200FJ×2

20GV(水抜き)

40GV×2

40FJ×2

200GV×2

200FJ×2
ＰＡＣ
Ｍ－３

ＰＡＣ
Ｍ－４

取外再取付け

屋外機械置場
屋外機械置場

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

８０００５０００ ７５００９８００ ７５００

７
４
０

０
２

４
０

０
７
４
０

０
６

０
０

０

光庭上部

スタッフルーム

ＥＶ

Ｃ
Ｄ
Ｓ

Ｃ
Ｈ
Ｓ

Ｃ
Ｓ

Ｃ
Ｄ
Ｒ

Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｒ Ｒ Ｒ

200,200,100,100,100,100,38.1×15.9,12.7×6.4

自動エア抜弁20×2
20GV×2

20GV(水抜き)

A1:1/100
A3:1/200

Ｍー１８空調配管　2階屋外機置場詳細図

200CV



百葉箱

TEO

HE0 2CP-12P-1

TW1

TEW1×6

CW
BVS1

F

J J

F

F

K

PACM-3へ

B1CP-2へ

－J－

CPEV0.9-5P

－K－

HEO専用ケーブル

－F－

2P-1

2CP-1

TEO

HEO

TW1

TEW1

BVS1

CW

(22)

(22)

(36)

(E25)

(E31)

(E51)

(E51)×2

(E19)

(E25)

(E51)×2

挿入型サーモスタット

挿入型温度検出器

導電率計

電動2方ボール弁

外気温度検出器

外気湿度検出器

自動制御盤

動力盤

屋内機－屋外機

BVS1

CW

RE、RES、屋内機－屋外機×2

TEW1×7、TEO

HEO

凡　例

印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

注記）太線表記制御配線・配管類の撤去・新設を行う。

Ｒ
２

Ｒ
１

ＰＡＣ
Ｍ－１

ＣＴ
１

ＣＤＰ
１

ＰＡＣ
Ｍ－４

ＰＡＣ
Ｍ－３

ＰＡＣ
Ｍ－４

屋外機械置場
屋外機械置場

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

８０００５０００ ７５００９８００ ７５００

７
４
０

０
２

４
０

０
７
４
０

０
６

０
０

０

光庭上部

ＥＶ スタッフルーム

Ｍー１９A1:1/100
A3:1/200

自動制御　2階屋外機置場詳細図

EM-CEES2.0□-2C

EM-CEES2.0□-2C・10C

EM-CEE2.0□-5C

EM-CEE2.0□-6C

EM-CEES2.0□-2C×4

EM-CEES2.0□-3C×8

EM-CEE2.0□-10C×3

CPEV0.9-5P×3



印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

（アトリエ）
展示室 ラウンジ 展示兼会議室 廊下 男子 音楽練習室 音楽練習室 スタジオ スタジオ 楽器庫 ピアノ庫 中楽屋楽屋 男子シャワー男子便所ホワイエ 廊下

ホワイエ効果室

小楽屋

ＡＨＵ
Ｓ－２

Ｅ Ｆ
Ｂ－１

ＡＨＵ
Ｂ－１

ＳＭＦ
Ｂ－１

ＡＨＵ
Ｓ－１

Ｋ Ｆ
Ｓ－１

Ｅ Ｆ
Ｓ－４

Ｅ Ｆ
Ｓ－２

Ｅ Ｆ
Ｓ－１

Ｅ Ｆ
Ｓ－３

ＰＡＣ
Ｓ－１

ＡＨＵ
Ｂ－４

ＡＨＵ
Ｂ－３

ＡＨＵ
Ｂ－５

ＡＨＵ
Ｂ－６

Ｅ Ｆ
Ｂ－３

ＶＡＶ
Ｂ－２

ＶＡＶ
Ｂ－３

ＶＡＶ
Ｂ－３

ＶＡＶ
Ｂ－１

Ｆ
５ ５

Ｆ
１
Ｆ

１
Ｆ

２
Ｆ

２
Ｆ

便所
男子
便所 （大） （小） （小） （大）

女子便所
事務

小楽屋 中楽屋 シャワー
便所

男子
便所

廊下 舞台備品倉庫Ｍ Ｍ

Ｍ Ｍ

Ｍ

風除室４Ｍ アトリエ 水廻り Ｍ 多目的
便所

機械室

※１ ※１

Ｅ Ｆ
Ｂ－６

Ｅ Ｆ
Ｂ－５

Ｅ Ｆ
Ｂ－４

Ｅ Ｆ
Ｂ－４

Ｅ Ｆ
Ｓ－１ Ｅ Ｆ

Ｓ－２Ｅ Ｆ
Ｓ－５

Ｆ
 ８ 

ＨＦＤ

A1:N.S
A3:N.S

空調ダクト　系統図（マルチホ－ル側）

マルチホ－ル

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

注記）ハッチング内ダクトの撤去更新を行う。

Ｍー２０



印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

男子便所 女子便所 湯沸室 会議室 応接室 事務室 託児室 ＤＳ光庭 ＤＳ小楽屋中楽屋 大楽屋 シャワー アーティストロビー楽屋 エントランスロビー 舞　台主催者控室

メインホール

ＤＳ

空調機械室

ＤＳ 外周廊下 ホワイエ男子便所

ＵＢ

情報交流
市民ラウンジ

効果室 ホワイエスタッフルーム

音響

倉庫 倉庫

照明音響
機材倉庫

中央 発電機室電気室
監視室

消火
ポンプ室

ろ過
ポンプ室

事務
小楽屋

ＵＢ

中楽屋 シャワー 男子便所 ＤＳ 女子便所

チャンバー

機械室
調光
機械室

空調機械室

ＡＥＸ
Ｍ－１

ＡＥＸ
Ｍ－３

ＡＥＸ
Ｍ－２ Ｍ－３

ＡＥＸＦ
１３

Ｆ
３
Ｆ

５
Ｆ

５
Ｆ

６
Ｆ Ｆ

２
Ｆ
２

Ｅ Ｆ
Ｍ－４

Ｆ
４

Ｍ－２
Ｋ Ｆ

ＶＡＶ
Ｍ－３

ＶＡＶ
Ｍ－２

Ｅ Ｆ
Ｍ－１３

Ｅ Ｆ
Ｍ－１３

ＳＭＦ
Ｍ－１

ＳＭＦ
Ｍ－２

ＡＨＵ
Ｍ－８

ＡＨＵ
Ｍ－４

ＡＨＵ
Ｍ－７

Ｅ Ｆ
Ｍ－１４

Ｅ Ｆ
Ｍ－１８

Ｅ Ｆ
Ｍ－１１

Ｅ Ｆ
Ｍ－１２

Ｅ Ｆ
Ｍ－８

Ｋ Ｆ
Ｍ－１

ＡＨＵ
Ｍ－２

Ｅ Ｆ
Ｍ－１７

ＡＥＸ
Ｍ－３

Ｓ Ｆ
Ｍ－２

Ｅ Ｆ
Ｍ－２

Ｅ Ｆ
Ｍ－３

Ｓ Ｆ
Ｍ－３

Ｅ Ｆ
Ｍ－１

Ｓ Ｆ
Ｍ－１

ＡＨＵ ＡＨＵ
Ｍ－５

ＡＨＵ
Ｍ－３

ＡＨＵ
Ｍ－１

ＡＨＵ
Ｍ－６

ＶＡＶ
Ｍ－１

ＶＡＶ
Ｍ－１

ＯＡＣ
Ｍ－１

Ｍ

Ｅ Ｆ
Ｍ－１６

Ｅ Ｆ
Ｍ－１５

ＣＡＶ
Ｍ－１

フォロースポット室シーリング投光室

熱源
機械室

衛生
スヘ゜ース

Ｍ－９

Ｆ
７

Ｆ
４

自販機 舞台備品庫

Ｅ Ｆ
Ｍ－６

女子便所
多目的便所

廊下

Ｅ Ｆ
Ｍ－１９

空調ダクト　系統図（メインホ－ル側） A1:N.S
A3:N.S

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

注記）ハッチングダクトの撤去更新を行う。

Ｍー２１



A1:1/200

印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A3:1/400

熱源機械室
発電機室

空調機械室

ろ過
ポンプ室

熱源機械室
電気室

衛生機械スペース

ドライエリア

トレンチ

雨水貯留槽

消火
ポンプ室

Ｒ３

Ｒ６

Ｒ７

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ９Ｒ８

Ｒ１０

Ｒ１１

Ｒ１３

Ｒ１２

Ｒ１４

Ｒ１

Ｒ２ Ｒ１５

Ｒ１６

トレンチ

雨水貯留槽 雨水貯留槽 雨水貯留槽

雨水貯留槽

雨水貯留槽 雨水貯留槽雨水貯留槽

トレンチトレンチトレンチ

雨水貯留槽

雨水貯留槽

トレンチトレンチ

トレンチ

トレンチ

トレンチ トレンチ

雨
水
貯
留
槽雨
水
貯
留
槽

配
管
ピ
ッ
ト

雨
水
貯
留
槽

雨
水
貯
留
槽

配
管
ピ
ッ
ト

配
管
ピ
ッ
ト

配
管
ピ
ッ
ト

雨
水
貯
留
槽雨
水
貯
留
槽

配
管
ピ
ッ
ト

雨
水
貯
留
槽 雨
水
貯
留
槽雨
水
貯
留
槽

雨
水
貯
留
槽雨
水
貯
留
槽

雨
水
貯
留
槽

雨
水
貯
留
槽

配
管
ピ
ッ
ト

雨
水
貯
留
槽雨
水
貯
留
槽

雨
水
貯
留
槽雨
水
貯
留
槽

雨
水
貯
留
槽

雨
水
貯
留
槽 Ｄ

Ｓ
配
管
ピ
ッ
ト

配
管
ピ
ッ
ト

７５００９８００ ７５００５０００ ８０００ ７０００７０００ ７０００ ８０００

６
０

０
０

２
４
０

０

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ７Ｘ５ Ｘ６ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

７
３
５

０
７
４

０
０

７
０

０
０

６
５

０
０

Ｙ８

Ｙ７

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ４

Ａ７

Ａ６
Ａａ４

Ａ４

Ａ５

Ｂ
７

Ｂ
８

Ｂ
９

Ｂ
１
０

Ｂ
１
１

Ａ１０

Ａ１１

Ａ９Ａａ７

Ａａ１

Ａ１

Ａ２

Ｂ
１

Ｂ
２

Ｂ
３

Ｂ
４

Ｂ
５

Ａ１５

Ｂ
２

Ａ１３

Ａ１４

Ａａ１２

Ｂ
４

Ｂ
３

７
４

０
０

Ａ８
Ａａ６

Ａａ３

Ａ３

Ｂ
６

Ａ１２

Ｂ
ｂ
５

配
管
ピ
ッ
ト

配
管
ピ
ッ
ト

配
管
ピ
ッ
ト

配
管
ピ
ッ
ト

配
管
ピ
ッ
ト

配
管
ピ
ッ
ト

配
管
ピ
ッ
ト

配
管
ピ
ッ
ト

配
管
ピ
ッ
ト

配
管
ピ
ッ
ト

配
管
ピ
ッ
ト

２
３
０
０

７
０
５
０

５
３
５
０７

６
５
０

２
３
５０

０

５
２
０
０

５
０
０
０

３
５０

０

２
７７

０
０

８
２
５０

５
５
００

４
８
５
０

４
２０

０

８
２
０
０

１
３
０
０

３
５
５
０

４６００

６５００

１３００

４００
２７０００

３５００

５９００

７１５０

５７００

１３００

３２５０

３９００

１７５０

５０００

５０００

５０００

５０００

７１５０

３５００

５０００

３２５０

５０００

５０００

５０００

１３００

５０００

３２５０

５０００

５
２
０
０

６
８
５
０

３
５
０
０

５
０
０
０

Ｂ
１

Ｎ

中央監視室

４００×４００

５００×５００

５００×５００

８５０×４５０（ＡＨＵ－Ｍ－５）

９５０×４５０
Ｏ Ａ ２９００ ＣＭＨ
ＢＯＸ
内貼

３ Ｅ Ａ
ＢＯＸ
内貼

３

熱源機械室
ＶＨＳ Ｈ Ｓ ９５０×４５０

２９００ ＣＭＨ

熱源機械室
６５０×５５０

Ｏ Ａ ２７００ ＣＭＨ
ＢＯＸ
内貼

３ Ｅ Ａ
ＢＯＸ
内貼

３

空調機械室
ＶＨＳ Ｈ Ｓ ６５０×５５０

２７００ ＣＭＨ

空調機械室
７００×３５０

Ｏ Ａ １３００ ＣＭＨ
ＢＯＸ
内貼

３ Ｅ Ａ
ＢＯＸ
内貼

３

衛生機器スペース
ＶＨＳ Ｈ Ｓ ７００×３５０

１３００ ＣＭＨ

衛生機器スペース

６５０×３５０
Ｏ Ａ １１００ ＣＭＨ
ＢＯＸ
内貼

４ Ｅ Ａ
ＢＯＸ
内貼

電気室
ＶＨＳ Ｈ Ｓ ６５０×３５０

１１００ ＣＭＨ ４

電気室
１０００×７５０

Ｏ Ａ ６４５０ ＣＭＨ
ＢＯＸ
内貼

２ Ｅ Ａ
ＢＯＸ
内貼

発電機室
ＶＨＳ ダクト ８００×７００

１１３００ ＣＭＨ １

発電機室

４００×４００
Ｏ Ａ １３００ ＣＭＨ
ＢＯＸ ６００×６００×５００Ｈ
内貼

１ Ｅ Ａ
ＢＯＸ
内貼

ろ過ポンプ室
ＶＨＳ Ｈ Ｓ ４００×４００

１３００ ＣＭＨ
６００×６００×５００Ｈ

１

ろ過ポンプ室
３００×３００

Ｅ Ａ ４００ ＣＭＨ
ＢＯＸ ５００×５００×４００Ｈ
内貼

１

消火ポンプ室
Ｈ Ｓ

１

２

Ｍ－１
Ｅ Ｆ

Ｍ－２
Ｓ Ｆ

Ｍ－２
Ｅ Ｆ

Ｍ－３
Ｓ Ｆ

Ｍ－３
Ｅ Ｆ

Ｍ－１
Ｓ Ｆ

４００×４００（ＡＨＵ－Ｍ－３）

以降躯体開口に接続

ＭＤ
ＭＤＸ３

Ｙ６

３００φ
３００φ

２５０φ

９００Ｘ９００
７００Ｘ７００

９００Ｘ９００

７００Ｘ７００

７００Ｘ７００ ７００Ｘ７００

９００Ｘ９００ ７００Ｘ７００

７００Ｘ７００ ７００Ｘ７００ ７００Ｘ７００ ７００Ｘ７００

１０００×５００（ＡＨＵ－Ｍ－６）

１０００×５００（ＡＨＵ－Ｍ－１）

１０００×５００（ＡＨＵ－Ｍ－１）

７００Ｘ７００（ＡＨＵ－Ｍ－１）

３００Ｘ３００ ３００Ｘ３００

７００Ｘ７００

７００Ｘ７００

５００Ｘ５００

５００Ｘ５００

５００Ｘ５００

５００Ｘ５００

８５０Ｘ６００

Ｒ
Ａ

ＳＡ
ＳＡ

ＳＡ

７００Ｘ７００

ＲＡ９００Ｘ９００

ＳＡ

ＳＡ

ＳＡ

ＳＡ

ＲＡ

ＲＡ

Ｒ
Ａ

Ｓ
Ａ

ＲＡ

ＳＡ

ＲＡ

ＦＶＤｘ２

６００Ｘ６００ １５０φ

８５０Ｘ８５０

ＳＡ

Ｓ
Ａ

７００Ｘ７００

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

８５０Ｘ６００，７００Ｘ７００

Ｓ
Ａ

７００×７００

（ＡＨＵ－Ｍ－５）

（ＡＨＵ－Ｍ－６），（ＡＨＵ－Ｍ－２）

（ＡＨＵ－Ｍ－２）

Ｒ
Ａ

７００Ｘ３５０，６００Ｘ３００
（ＡＨＵ－Ｍ－６），（ＡＨＵ－Ｍ－６）

Ｒ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｓ
Ａ

１５０φ

Ｓ
Ａ

１５０φ，４００Ｘ４００
（ＡＨＵ－Ｍ－５），（ＡＨＵ－Ｍ－３）

９００Ｘ９００

Ｓ
Ａ

（ＡＨＵ－Ｍ－６）

ＲＡ

６５０Ｘ６５０

Ｓ
Ａ

（ＡＨＵ－Ｍ－６）

ホワ
イエ

カ゛
ラリ

より
ホワ

イエ
カ゛

ラリ
より

ホワ
イエ

カ゛
ラリ

より

Ｒ
Ａ

以降躯体開口に接続

Ｓ
Ａ

３７５φ

Ｓ
Ａ

（ＡＨＵ－Ｍ－３）

ＳＡ
１０００×５００（ＡＨＵ－Ｍ－６）

別紙Ｍ－１５参照

１Ｆ床下吹出口ホ゛ックスに接続

ＦＶＤ
ＦＶＤ

６５０Ｘ６００

ＦＶＤＣＤ
８００Ｘ５００

８００Ｘ５００

６５０Ｘ６００

５００Ｘ４００

５００Ｘ３５０

４００Ｘ３００

４００Ｘ２００

ＦＶＤＸ２

２００φ

４００Ｘ５００

７５０Ｘ８５０

４００Ｘ２００４５０Ｘ３００

４５０Ｘ３００

ＦＶＤ

ＦＶＤＸ２

Ｘ８５０
７５０

６００
Ｘ４５０６００Ｘ６００

３００Ｘ２００
６００Ｘ３００

ＦＶＤＸ２

ＦＶＤ Ｘ２

２００φ

４００Ｘ２００ ４００Ｘ３００
５００Ｘ３５０

５００Ｘ４００

ＦＶＤ

ＦＶＤ

ＦＶＤ ＦＶＤＸ２

ＦＶＤ

５００Ｘ４００

８００Ｘ７００

８５０Ｘ５５０

８００Ｘ８００
３００Ｘ２００

ＦＶＤ

ＦＶＤ

８００Ｘ８００

６５０Ｘ６５０

ＦＶＤ

４５０Ｘ３００ ４００Ｘ２００

６００Ｘ４００ ６００Ｘ４００

ＭＤ

７５０Ｘ５００

３５０Ｘ３５０

３００Ｘ３００

ＶＤ

ＶＤ

１００φ
１５０φ

１５０φ

ＦＶＤ

ＭＤ

３００Ｘ３００

３００Ｘ３００

３５０Ｘ３５０

Ｅ
Ａ

ＥＡ

ＯＡ

Ｏ
Ａ

ＥＡ

ＯＡ

ＯＡ
ＯＡ

Ｏ
Ａ

ＯＡ

ＯＡ

ＯＡ

ＯＡ

ＥＡ

ＯＡ

ＯＡ

ＥＡ

６００φ

６００φ

４００×４００（ＡＨＵ－Ｍ－３）

Ｍ－３
ＡＥＸ

Ｇ－１
Ｅ Ｆ

ＦＶＤ

１００φ
Ｅ Ａ ７５ ＣＭＨ
ＢＯＸ
内貼

１

Ｅ Ａ
ＢＯＸ
内貼

発電機室
引火防止金網

クリンプ金網 １５０φ
１００ ＣＭＨ １

発電機室
１００φ

Ｅ Ａ ７５ ＣＭＨ
ＢＯＸ
内貼

２

オイルサービスタンク室
引火防止金網

ＦＶＤ ＦＶＤ
ＦＶＤ
ＣＤ

ＦＶＤ
ＣＤ

Ｏ
Ａ

ＦＶＤ

ＳＭ
ＳＭ

１４００×５５０
Ｏ Ａ ６４５０ ＣＭＨ
ＢＯＸ
内貼

１

発電機室
Ｈ Ｓ

５５４ ５５５ ５５６ ５５７

５５０ ５５１ ５５２ ５５３
５６０

５６４ ５６５

５６３

５６１ ５６２

５７０

５７１５７２２５７３

５７４ ５７５ ５７６

５７７ ５７８
５７９

５９１

５９２

５９３

５９７

５９８
５９９１

５９０

６００

５９４ ５９５ ５９６

５８０

５６６

ＥＡ

ＥＡ

ＦＶＤ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

ＦＶＤｘ２

ＦＶＤｘ５ＦＶＤ

～～

ＥＡ

ＣＤｘ３

Ｏ
Ａ

光庭
ＯＡ

カ゛
ラリ

より
Ｅ
Ａ

７００Ｘ７００
（ＡＨＵ－Ｍ－５）

７００Ｘ１４００
（ＥＦ－Ｍ－１）

空調ダクト　地下１階平面図

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

Ｍー２２
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印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A3:1/400

客
用便

所
（
６
）

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

展
示
室

給
湯
・
収
納
ス
ペ
ー
ス

ラ
ウ
ン
ジ

展
示
室
兼
会
議

音
楽
練
習
室
（
大
）

備
品
庫

ア
ト
リ
エ

ホ
ワ
イ
エ
Ｓ
１

予
備
庫

備
品
庫

パ
ン
ト
リ
ー

客
用
便
所
（５

）

多
目
的
ブ
ー
ス

Ｓ
Ｓ

搬
入
口

楽
器
庫

ピ
ア
ノ
庫

ス
タ
ジ
オ
（
小
）

音
楽
練
習
室
（
小
）

ロ
ッ
カ
ー
室
２

ロ
ッ
カ
ー
室
３

ス
タ
ジ
オ
（
大
）

備
品
庫

小
楽
屋
１

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

舞
台
備
品
倉
庫

シ
ャワ

ー

シャ
ワー

楽
屋
事
務
室

客用
便
所
（
４）

客
用
便
所（

３
）

小
楽
屋
２

中
楽
屋
１

中
楽
屋
２

７
３
５

０
６

０
０
０

７
４

０
０

７
２

０
０

６
３

０
０

２
４
０

０
７
４

０
０

Ｙ８

Ｙ７

Ｙ６

Ｙ３

Ｙ５

Ｙ４

Ｙ２

Ｙ１

７５００９８００ ７５００５０００ ８０００ ７０００７０００ ７０００ ８０００

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ７Ｘ５ Ｘ６ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０

Ｒ１４

Ｒ１６

Ｒ１５

Ｒ６

Ｒ５

Ｒ９

Ｒ７

Ｒ８

Ｒ１０

Ｒ１１

Ｒ１２

Ｒ１３Ｒ４

Ｒ３

Ｒ２

Ａａ６
Ａ７

Ａ６

Ａａ３

Ａａ４

Ａ４

Ａ５

Ａａ１

Ａ１

Ａ２ Ａ３

Ｂ
２

Ｂ
３

Ｂ
４

Ｂ
５

Ｂ
６

Ｂ
７

Ｂ
８

Ｂ
９

４６００
１３００

４００
２７０００

３５００

５９００

７１５０

５７００

１３００

１１００

１０００

３２５０

３９００

１４００

１７５０

２
３
０
０

３
９
０
０

７
０
５
０

５
３
５
０ １
４５

０

７
６
５
０

２
３
５０

０

５
２
０
０

５
０
０
０

３
５０

０

２
７７

０
０

８
２
５０

８
２
０
０

４
３
５
０

１
４０

０

２
７
０
０

３
６
０
０

２５
０
０

２
５
００

５
０５

０

５
０
０
０

５０００

５０００

５０００

５０００

７１５０

３５００

Ｂ
１

Ａａ７

Ｂ
１
０

Ｂ
１
１

４
８
５
０

１
３
０
０

１
９０

０
３
５５

０

Ａ１０

Ａ１１ ３２５０

３２５０

５０００

５０００

５０００

Ａ９

６
８
５
０

３
５
０
０

Ａ８ Ｂ
ｂ
５

６５００

５
５
００

４
２０

０

５０００

Ｂ
４

応接室会議室
中楽屋２ 中楽屋１

事務室 託児室

大楽屋

小楽屋２

楽屋便所１

光庭

アーティストロビー

楽屋便所２

主催者控室

ピアノ庫

電話

舞台備品庫

照明音響
機材倉庫

小楽屋１

ＤＳ

楽屋事務室

湯沸室

舞台Ｍ

市民ラウンジ

情報・交流コーナー

自販機
コーナー

便所２

ＤＳ

ＥＰＳ

ＣＨ

チャンバー

客用便所２

客用便所１

ドライエリア

エントランスロビー

Ｓ．Ｓ

便所１

ＵＢ ＵＢ

搬入口Ｍ

ＤＳ

スロープ

ＤＳ

空調機械室２

風除室
１

風除室
６

風除室
２

ロッカー室

階段２

舞台
前室２

多目的
便所１

テラス１

階段１

舞台
前室１

前室Ｍ２前室Ｍ１

廊下６

レタンチャンバー

物
入

階段５

廊下２

廊下３

廊下４

ＤＳＳＫ

ＤＳ
メインホール
客席Ｍ１

ホワイエＭ１

スロープ

ＥＶ

舞台
前室３

アラーム
弁室

スピーカー
スペース

スピーカー
スペース

コ
ー
ナ
ー

備 品 庫

レタンチャンバー レタンチャンバー

備
品
庫

２５
０φ

１５０φ

１５０φ

２５０φ １５０φ
３００×３００

３５０×３００

５００×２５０

１５０φ

３００×３００

２０
０φ

２００φ

２００φ

２７５φ

３００φ

３５０×３００４００×３００

４５０×３００

５５０×３００

６００×３００

水
廻
り

４００×４００
Ｏ Ａ ７００ ＣＭＨ
ＢＯＸ ６００×６００×５００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１ Ｅ Ａ
ＢＯＸ ６００×６００×５００Ｈ
内貼

１

管理事務室
ＶＨＳ ４００×４００

６００ ＣＭＨ

管理事務室
Ｈ Ｓ

４００ｘ３５０

ＢＬ－Ｓ １０００ Ｌ
Ｏ Ａ ２００ ＣＭＨ
ＢＯＸ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１ ＢＬ－Ｓ

ＢＯＸ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１ ＢＬ－Ｓ

ＢＯＸ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１ ＢＬ－Ｓ

ＢＯＸ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１ ＢＬ－Ｓ

ＢＯＸ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１１０００ Ｌ
２００ ＣＭＨ

１０００ Ｌ
１００ ＣＭＨＯ Ａ Ｏ Ａ

１０００ Ｌ
１００ ＣＭＨＯ Ａ

１０００ Ｌ
１００ ＣＭＨＯ Ａ

１２００×１００×４００Ｈ １２００×１００×４００Ｈ １２００×１００×４００Ｈ １２００×１００×４００Ｈ １２００×１００×４００Ｈ

中楽屋１ 中楽屋２ 小楽屋１ 小楽屋２ 楽屋事務室
ＶＨＳ

ＢＯＸ ５５０×５５０×３５０Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１８００ ＣＭＨＯ Ａ
３５０×３５０

廊下（６）

Ｒ Ａ
ＢＯＸ ５００×５００×５００Ｈ
内貼

１３００×３００
４００ ＣＭＨ

Ｈ Ｓ
ピアノ庫

２００×２００
Ｓ Ａ ２００ ＣＭＨ
ＢＯＸ ４００×４００×４００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

２ Ｒ Ａ
ＢＯＸ
内貼

１

楽器庫・備品庫
ＶＨＳ ３００×３００

４００ ＣＭＨ
Ｈ Ｓ

楽器庫・備品庫

内貼

２

客用便所（３）

Ｅ Ａ
ＢＯＸ ５００×５００×４００Ｈ

３００×３００
６５０ ＣＭＨ

Ｈ Ｓ

２

内貼

Ｅ Ａ
ＢＯＸ

Ｈ Ｓ
客用便所（４）

５００×５００×４００Ｈ

３００×３００
６５０ ＣＭＨ １

内貼

Ｅ Ａ
ＢＯＸ

Ｈ Ｓ １５０×１５０
１００ ＣＭＨ

多目的便所（２）

３５０×３５０×４００Ｈ

３００×３００
４００ ＣＭＨ

ＢＯＸ ５００×５００×４００Ｈ
内貼

１

舞台備品庫

Ｅ Ａ
Ｈ Ｓ

Ｓ Ａ
ＢＯＸ ４５０×４５０×４００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

６

スタジオ（大）

５００ ＣＭＨ
Ｅ－２ ＃ ２５

ＢＯＸ
内貼

１スリット 建築工事
Ｒ Ａ ３０００ ＣＭＨ

スタジオ（大）

Ｓ Ａ
ＢＯＸ ４００×４００×４００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

２

スタジオ（小）

３５０ ＣＭＨ
Ｅ－２ ＃ ２０

ＢＯＸ ６００×６００×５００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１Ｒ Ａ ７００ ＣＭＨ

スタジオ（小）
４００×４００Ｈ Ｓ

Ｓ Ａ
ＢＯＸ ５００×５００×９５０Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

４

音楽練習室（大）

１０３０ ＣＭＨ
ノズル ３００ φ

ＢＯＸ
内貼

１スリット 建築工事
Ｒ Ａ ４１００ ＣＭＨ

音楽練習室（大）

Ｓ Ａ
ＢＯＸ ４００×４００×４００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

２３５０ ＣＭＨ
Ｅ－２ ＃ ２０

ＢＯＸ ６００×６００×５００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１Ｒ Ａ ７００ ＣＭＨ
４００×４００Ｈ Ｓ

音楽練習室（小） 音楽練習室（小）

Ｓ Ａ
ＢＯＸ ３１００×７００×１５０Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

２

展示室兼会議室

２１００ ＣＭＨ

内貼

２

客用便所（５）

Ｅ Ａ
ＢＯＸ ５００×５００×４００Ｈ

３００×３００
４００ ＣＭＨ

Ｈ Ｓ ２

内貼

Ｅ Ａ
ＢＯＸ

Ｈ Ｓ １

内貼

Ｅ Ａ
ＢＯＸ

Ｈ Ｓ １５０×１５０
１００ ＣＭＨ

多目的便所（３）

３５０×３５０×４００Ｈ

客用便所（６）

５００×５００×４００Ｈ

３００×３００
４００ ＣＭＨ

Ｓ Ａ
ＢＯＸ ３５０×３５０×４００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１

ロッカー室（２）

２００ ＣＭＨ
Ｅ－２ ＃ １５

Ｓ Ａ
ＢＯＸ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

Ｅ－２
２００ ＣＭＨ
＃ １５

３５０×３５０×４００Ｈ

１

ロッカー室（３）

２

１

ＡＥＸ
Ｍ－２

ＡＥＸ
Ｍ－３

ＡＥＸ
Ｍ－３

ＡＥＸ
Ｍ－１

自販機

Ｍ－１
ＯＡＣ

Ｍ－６
Ｅ Ｆ

２
Ｆ

２
Ｆ

１
Ｆ

４
Ｆ

Ｍ－１９
Ｅ Ｆ

Ｍ－３
ＰＡＣ

Ｍ－２
ＡＨＵ

１
Ｆ

３
Ｆ

３
Ｆ

５
Ｆ

５
Ｆ

１
Ｆ

２
Ｆ

１
Ｆ

２
Ｆ

Ｓ－３
Ｅ Ｆ

１
Ｆ

Ｓ－１
ＰＡＣ

床吹出口（建築工事）

ＢＬ－Ｄ １０００ Ｌ
Ｏ Ａ ３００ ＣＭＨ
ＢＯＸ １２００×１５０×２５０Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

大楽屋

１

ＢＬ－Ｓ １０００ Ｌ
Ｏ Ａ ２００ ＣＭＨ
ＢＯＸ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１

ＢＯＸ
内貼

１

ＢＬ－Ｓ

ＢＯＸ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１ ＢＬ－Ｓ

ＢＯＸ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１

ＢＬ－Ｓ

ＢＯＸ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１

ＶＨＳ

ＢＯＸ ７００×７００×４００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

２

ＢＬ－Ｔ
Ｓ Ａ １２１０ ＣＭＨ
ＢＯＸ ３２００×１５０×３００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１１ １３００×２５０
Ｒ Ａ ２４３５ ＣＭＨ
ＢＯＸ １９００×５００×４００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

３

Ｒ Ａ
ＢＯＸ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１

内貼

２ ２１

２

２００ ＣＭＨ

１０００ Ｌ
１００ ＣＭＨＯ Ａ

１０００ Ｌ
１００ ＣＭＨＯ Ａ

１０００ Ｌ
１００ ＣＭＨＯ Ａ

１７００ ＣＭＨＯ Ａ
５００×５００

１２００×２００×３００Ｈ ４００×４００×３００Ｈ

１２００×１５０×２５０Ｈ １２００×１５０×２５０Ｈ

中楽屋１ 中楽屋１

小楽屋１ 小楽屋２

楽屋事務室

廊下（１）

エントランスロビー

自販機コーナー楽屋便所（１）

舞台備品庫

３０００ Ｌ
エントランスロビー

Ｈ Ｓ

１５００×６００Ｈ Ｓ
６０００ ＣＭＨ

１７００×８００×６００Ｈ
Ｅ Ａ
ＢＯＸ ５００×５００×４００Ｈ

３００×３００
５００ ＣＭＨ

Ｈ Ｓ

内貼

Ｅ Ａ
ＢＯＸ

３００×３００
５００ ＣＭＨ

Ｈ Ｓ
楽屋便所（２）

５００×５００×４００Ｈ
内貼

Ｅ Ａ
ＢＯＸ

Ｈ Ｓ １５０×１５０
１００ ＣＭＨ

多目的便所４

２５０×２５０×２５０Ｈ

内貼

Ｅ Ａ
ＢＯＸ

Ｈ Ｓ ２５０×２５０
３５０ ＣＭＨ

４５０×４５０×４００Ｈ

内貼

５

客用便所（２）

Ｅ Ａ
ＢＯＸ ４５０×４５０×３５０Ｈ

２５０×２５０
４００ ＣＭＨ

Ｈ Ｓ９

内貼

Ｅ Ａ
ＢＯＸ

２５０×２５０
４００ ＣＭＨ

Ｈ Ｓ
客用便所（１）

４５０×４５０×３５０Ｈ

７００×２００
Ｓ Ａ ７００ ＣＭＨ
ＢＯＸ ７００×２００×６００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１ Ｒ Ａ
ＢＯＸ ９００×５００×２５０Ｈ
内貼

１

ピアノ庫
ＶＨＳ ７００×３００

７００ ＣＭＨ
Ｈ Ｓ

ピアノ庫

ＢＬ－Ｄ ２０００ Ｌ
Ｓ Ａ ４６０ ＣＭＨ
ＢＯＸ ２２００×１５０×３００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

メインホール廊下

８

Ｓ Ａ
ＢＯＸ
内貼

１

主催者控室

２００ ＣＭＨ
＃１５１

内貼

Ｅ Ａ
ＢＯＸ

Ｈ Ｓ ３５０×３５０
８００ ＣＭＨ

照明音響機材倉庫

５５０×５５０×５００Ｈ

ＢＯＸ
内貼

１２００ ＣＭＨ
４００×４００×３００Ｈ

中楽屋２

ＢＬ－Ｓ

ＢＯＸ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１１０００ Ｌ
２００ ＣＭＨＯ Ａ

１２００×２００×３００Ｈ

中楽屋２
Ｈ Ｓ ２００×２００

Ｈ Ｓ ２００×２００

Ｅ Ａ

Ｅ Ａ

１

内貼

Ｏ Ａ
ＢＯＸ

６００×６００
１５００ ＣＭＨ

Ｈ Ｓ
軒天

１０００×１０００×４００Ｈ

１

内貼

Ｅ Ａ
ＢＯＸ

３００×３００
７００ ＣＭＨ

Ｈ Ｓ
軒天（光庭）

１２００×５００×３００Ｈ

２００φ ２５０φ

１ ２
３

４ ５

６

７

８

９

１２

１０

１１

１３ １４

２１

１５

２２

１６

１７

１８

１９

２０ ２３

２４２５

２６

２８

２９ ３０ ３１

３３ ３４

３５
３２

３６

３７

３８

３９ ４０

２７

１
Ｆ

１
Ｆ

２００φ

２００φ

１５０φ

１５０φ

ＦＤ ＦＤ

２００φ
２００φ

２５０φ
２５０φ

２５０φ １５０φ １５０φ２５０φ

１００φ

２００φ

ＶＤ

２５０φ

ＣＤ ２５０φ
６００ｘ２００

２５０φ

ＣＤｘ３

ＶＤ

ＶＤ

ＦＶＤ

１５０φ １５０φ

１５０φ

ＦＤｘ３ ＦＤ

ＦＤ

ＦＤ

ＭＤ

１
５０

φ

７００ｘ３００

５００ｘ４００

１５０φ

２５０φ

３００ｘ２５０

ＶＤ

２００φ

１００φ
６００ｘ２００

５５０ｘ２００
２５０φ

１５０φ，１００φ，１００φ

１５０φ
１００φ ＶＤｘ２

１５０φ
９００ｘ５００

８００ｘ５００

７００ｘ４５０

１００φ

２００φ ２００φ

４１

ＳＡ

Ｓ
Ａ

ＳＡ

ＥＡ
ＥＡ

Ｅ
Ａ

ＥＡ ＯＡ
ＯＡ

Ｏ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｏ
Ａ

ＥＡ

Ｅ
Ａ

ＥＡ
ＥＡ

Ｅ
Ａ

ＥＡ

Ｏ
Ａ

Ｏ
Ａ

ＥＡ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

ＥＡ

ＥＡ

５０ ５１

７００×７００

４００×４００

２７５φ

４００Ｘ３００

１００φ

４００Ｘ３００

１５０φ ２２５φ １５０φ

４０
０Ｘ

４０
０

１５０φ

２２５φ

１５０φ

Ｓ
Ａ

ＳＡ
ＳＡ

ＥＡ

ＥＡ

ＥＡ

Ｅ
Ａ

ＥＡ

Ｅ Ｆ
Ｍ－４

２５
０φ

２５
０φ

２５０φ

２５０φ
２５０φ

２００φ２００φ ２００φ ２００φ ２００φ ２００φ
２００φ ２００φ

２００φ２００φ ２００φ２００φ
２００φ

２００φ

６５０Ｘ４００

４００Ｘ４００ ５００Ｘ４００ ６５０Ｘ４００

３００Ｘ３００ ４００Ｘ４００ ５００Ｘ４００ ３００Ｘ３００

４００Ｘ４００

ＳＡ

ＳＡ

ＳＡ
ＳＡ

Ｒ
Ａ

７００Ｘ７００

Ｓ
Ａ

７００Ｘ７００

Ｓ
Ａ

１０００Ｘ５００

Ｓ
Ａ

１４００Ｘ４００

５００ｘ１５０

Ｓ
Ａ

１０００Ｘ５００

１５０φ，４００Ｘ４００，７００Ｘ３５０
（ＡＨＵ－Ｍ－５），（ＡＨＵ－Ｍ－３），（ＡＨＵ－Ｍ－６）

Ｓ
Ａ

１５０φ

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｓ
Ａ

４００Ｘ４００
（ＡＨＵ－Ｍ－３）

Ｒ
Ａ

６００Ｘ３００
（ＡＨＵ－Ｍ－６）

９００Ｘ９００

Ｓ
Ａ

（ＡＨＵ－Ｍ－６）
１０００Ｘ４５０

Ｓ
Ａ

（ＡＨＵ－Ｍ－６）

６５０Ｘ６５０

Ｓ
Ａ

（ＡＨＵ－Ｍ－６）

４００Ｘ４００，９００Ｘ４００

Ｓ
Ａ

（ＥＦ－Ｍ－１２），（ＡＨＵ－Ｍ－６）

６００Ｘ６００

（ＡＨＵ－Ｍ－５）

（ＡＨＵ－Ｍ－５） （ＡＨＵ－Ｍ－５）

（ＡＨＵ－Ｍ－５）

２５０φ，４５０φ

Ｓ
Ａ

（ＥＦ－Ｍ－１７），（ＡＨＵ－Ｍ－３）

４５０φ

Ｓ
Ａ

（ＡＨＵ－Ｍ－３）

Ｅ
Ａ

７００ｘ１４００
（ＥＦ－Ｍ－１）

３０
０Ｘ

３０
０

２０
０φ

２０
０φ

２０
０φ

３０
０Ｘ

３０
０

３００Ｘ３００
（ＥＦ－Ｓ－１）

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

３００Ｘ３００
（ＥＦ－Ｓ－２）

２０
０φ

１５
０φ

１５
０φ

２０
０φ

２５
０φ

２５
０φ

ＥＡ

ＥＡ

２５
０φ ＶＤ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

１５
０φ

１５
０φ

Ｅ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

２５０φ，２００φ，３００×３００
（ＥＦ－Ｓ－３，Ｆ－１，ＡＨＵ－Ｓ－２）

２０
０φ

２０
０Ｘ

３０
０

３０
０Ｘ

３０
０

ＳＡ

Ｓ
Ａ

３０
０Ｘ

４０
０

５０
０Ｘ

３５
０

６０
０Ｘ

４５
０

５０
０Ｘ

４０
０

４０
０φ

３０
０φ

３０
０φ

３０
０φ

ＶＤ

ＶＤ

ＶＤ
Ｘ４

ＶＤ
Ｘ２

２０
０φ

２０
０φ

２５
０φ

２５
０φ

２５
０φ

２５
０φ

１５
０Ｘ

３０
０

１５
０Ｘ

３０
０３０

０Ｘ
３０

０

３５
０Ｘ

３５
０ ＳＡ

Ｓ
Ａ

ＳＡ

Ｓ
Ａ

ＲＡ

ＲＡ

Ｒ
Ａ

２
５０

φ
２０

０φ

１５
０φ

２０
０φ

２
００

φ

１
００

φ
２
５０

φ

２０
０φ

２０
０φ

２０
０φ

ＥＡ ＥＡ

Ｅ
Ａ

３００×３００

Ｅ
Ａ

３００×２５０

３５
０
φ

４０
０Ｘ

２０
０ Ｖ
Ｄ

Ｍ
Ｄ２０

０
φ

２０
０φ

３
５０

φ

２５
０
φ

２０
０φ

２０
０φ

２０
０
φ

ＳＡＥ
Ａ

Ｏ
Ａ

ＳＡ

２０
０φ

３
５０

φ

３０
０Ｘ

３０
０

２０
０φ

２０
０φ２５

０
φ

２５
０φ

２０
０
φ

２０
０φ

ＳＡ

ＳＡ

Ｏ
Ａ

ＥＡ

ＥＡ

Ｍ
Ｄ

Ｖ
Ｄ Ｖ

Ｄ

ＣＤ
，Ｖ

Ｄ

２０
０φ

Ｖ
Ｄ

Ｖ
Ｄ

２０
０φ３

００
φ

２
７５

φ

１５
０φ

３０
０
φ

ＳＡ

ＳＡ

ＥＡ

ＶＤ
ＶＤ

Ｓ
Ａ

ＳＡ
２５０φ

２５０φ

２５０φ

３５０Ｘ１５０

２００φ

１５０φ

Ｅ Ａ
ＢＯＸ ３５０×３５０×３００Ｈ
内貼

２１５０×１５０
５０ ＣＭＨ

管理事務室
Ｈ Ｓ

１

内貼

Ｅ Ａ
ＢＯＸ

Ｈ Ｓ １５０×１５０
１００ ＣＭＨ

多目的便所１

２５０×２５０×２５０Ｈ

多目的
便所４

Ｅ
Ａ

ＶＤ
２５０φ

ＧＷ  ２５ｔ

Ｍ－１７
ＥＦ

ＶＤ

ＶＨＳ

ＢＯＸ ６００×６００×５００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１    ＣＭＨＯ Ａ
４００×４００

廊下（６）

多
目的

便所
（
２）

多目
的
便所

（
３）

１

内貼

Ｅ Ａ
ＢＯＸ

ＶＨＳ ３５０×３５０
４００ ＣＭＨ

軒天（中楽屋１，２排気）

５５０×５５０×３５０Ｈ

Ｒ Ａ
ＢＯＸ ４００×４００×４００Ｈ
内貼

１２００×２００
４００ ＣＭＨ

ＶＨＳ
ピアノ庫

ＢＬ－Ｓ ３０００ Ｌ
Ｓ Ａ
ＢＯＸ １０６０×４００×１４２Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

４

展示室兼会議室

５００ ＣＭＨ
ＢＬ－Ｓ １０００ Ｌ

１

内貼

Ｅ Ａ
ＢＯＸ

ＶＨＳ ３５０×３５０
４００ ＣＭＨ

軒天（楽屋便所シャワー排気）

廊
下
６

楽
屋
便所

３

楽
屋便

所４

別紙Ｍ－２２参照

空
調
機
械
室
４

空
調
機
械
室
５

空
調
機
械
室
７

ＡＨＵ
Ｂ－３

ＡＨＵ
Ｂ－４

ＡＨＵ
Ｂ－５

Ｅ Ｆ
Ｂ－４

Ｅ Ｆ
Ｂ－４

ＡＨＵ
Ｂ－６

Ｅ Ｆ
Ｂ－５

ＳＡ Ｒ
Ａ

９００Ｘ５００，８００Ｘ５００
（ＡＨＵ－Ｍ－９），（ＡＨＵ－Ｍ－９）

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

壁吸込口（建築工事） 壁吸込口（建築工事）

Ｅ
Ａ

（ＥＦ－Ｍ－１１）
４００Ｘ３００

ＳＡ

Ｎ
９００Ｘ９００

（ＡＨＵ－Ｍ－６）

（ＥＦ－Ｂ－１）（ＥＦ－Ｂ－１）

（
パ
ス
ダ
ク
ト
）

Ｒ
Ａ

ＢＯＸ ３５０×３５０×４００Ｈ
内貼

１Ｅ Ａ １００ ＣＭＨ

パントリー
１５０×１５０Ｈ Ｓ

Ｅ Ｆ
Ｂ－３

Ｅ－２

３５０×３５０×４００Ｈ
ＧＷ  ２５ｔ

１２００×２００×３００Ｈ

Ｒ
Ａ

７００Ｘ７００
（ＡＨＵ－Ｍ－２）

Ｓ
Ａ

７００×７００
（ＡＨＵ－Ｍ－２）

ＭＤ

ＭＤ

ＭＤ
ＭＤ ＲＡ

ＳＡ

Ｒ
Ａ

Ｒ
Ａ

ＯＡ

Ｓ
Ａ

Ｍ－１
Ｋ Ｆ

Ｓ
Ａ

ＥＡ

ＥＡ

５２

５３

５４

５５

５６

５７５９
６０６２

６３
６４

６１ ５８
５５

６８
６７６５

７０

６６
６９７１

７２

７３
７４

７５

７６

７７

７８

８０

８１
８２

８９

８８

８７

８６ ８５

８４
８３

９２

９１

９０

９３

９４
９５

９６ ９７

９８

Ｅ Ｆ
Ｂ－６

Ｍ－１
Ｋ Ｆ

Ｅ Ａ ２００ ＣＭＨ
ＢＯＸ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１

４００×４００×４００Ｈ

中楽屋１
２００×２００Ｈ Ｓ

Ｅ Ａ ２００ ＣＭＨ
ＢＯＸ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１

４００×４００×４００Ｈ

中楽屋２
２００×２００Ｈ Ｓ

７９

Ｍ
Ｄ

ＯＡ

ＣＤｘ２

ＭＤ

Ｖ
Ｄ

Ｂ－１
Ｋ Ｆ

ＥＡ

Ｅ
Ａ

（ＥＦ－Ｇ－１）
１５０φ

Ｅ
Ａ ＦＶ

Ｄ

Ｅ
Ａ

６
Ｆ

空調ダクト　1階平面図

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

Ｓ Ａ
ＢＯＸ １６００×６００×１５０Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

２

展示室

１０５０ ＣＭＨ Ｓ Ａ
ＢＯＸ
内貼

３

アトリエ

８００ ＣＭＨ
ノズル ２５０φ

Ｓ Ａ ５１５ ＣＭＨ
ＢＯＸ ５００×５００×３５０Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１

風除室

Ｅ Ａ
ＢＯＸ 　　　×　　　×　　　Ｈ
内貼

１１５００ Ｌ
４００ ＣＭＨ

ラウンジ
ＶＨＳ ３５０×３５０

ＢＬ－Ｓ １５００ Ｌ

ＫＬ－４
Ｓ Ａ
ＢＯＸ １０５０×３５０×３５０Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

３

コリドー

５１５ ＣＭＨ
ＢＬ－Ｓ １０００ Ｌ

Ｓ Ａ
ＢＯＸ １２００×３００×４００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

２

コリドー

５００ ＣＭＨ
ＢＬ－Ｓ １０００ Ｌ

Ｓ Ａ
ＢＯＸ １２００×３００×４００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１

コリドー

３００ ＣＭＨ
ＢＬ－Ｓ １０００ Ｌ

Ｓ Ａ
ＢＯＸ １２００×３００×４００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１

コリドー

４５０ ＣＭＨ
ＢＬ－Ｓ １０００ Ｌ

Ｍー２３



A1:1/200

印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A3:1/400

ホワイエＭ２

効果室Ｍ

テラス２

スタッフルーム

光庭上部

展
示
室
上
部

空
調
機
械
室
（
２
）搬
入
口
上
部

展
示
室
兼
会
議
上
部

音
楽
練
習
室
（
大
）
上
部

ス
タ
ジ
オ
（
小
）
上
部

音
楽
練
習
室
（
小
）
上
部

ス
タ
ジ
オ
（
大
）
上
部

ホ
ワ
イ
エ
Ｓ
１
上
部

側
舞
台
上
部

Ｄ
Ｓ

機
械
室

効
果
室

Ｒ
Ｄ

排
煙
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト

屋外機械置場 舞台上部

レタンスリット レタンスリット レタンスリット

前室Ｍ３ 前室Ｍ４

階段６

テラス１
上部

ＥＶ

アラーム
弁室

Ｎ

７
３
５

０
６

０
０
０

７
４

０
０

７
２

０
０

６
３

０
０

２
４
０

０
７
４

０
０

Ｙ８

Ｙ７

Ｙ６

Ｙ３

Ｙ５

Ｙ４

Ｙ２

Ｙ１

７５００９８００ ７５００５０００ ８０００ ７０００７０００ ７０００ ８０００

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ７Ｘ５ Ｘ６ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０

Ｒ１４

Ｒ１６

Ｒ１５

Ｒ６

Ｒ５

Ｒ９

Ｒ７

Ｒ８

Ｒ１０

Ｒ１１

Ｒ１２

Ｒ１３Ｒ４

Ｒ３

Ｒ２

Ｒ１

Ａａ６
Ａ７

Ａ６

Ａａ３

Ａａ４

Ａ４

Ａ５

Ａａ１

Ａ１

Ａ２ Ａ３

Ｂ
２

Ｂ
３

Ｂ
４

Ｂ
５

Ｂ
６

Ｂ
７

Ｂ
８

Ｂ
９

４６００
１３００

４００
２７０００

３５００

５９００

７１５０

５７００

１３００

１１００

１０００

３２５０

３９００

１４００

１７５０

２
３
０
０

３
９
０
０

７
０
５
０

５
３
５
０ １
４５

０

７
６
５
０

２
３
５０

０

５
２
０
０

５
０
０
０

３
５０

０

２
７７

０
０

８
２
５０

８
２
０
０

４
３
５
０

１
４０

０

２
７
０
０

３
６
０
０

２５
０
０

２
５
００

５
０５

０

５
０
０
０

５０００

５０００

５０００

５０００

７１５０

３５００

Ｂ
１

Ａａ７

Ｂ
１
０

Ｂ
１
１

４
８
５
０

１
３
０
０

１
９０

０
３
５５

０

Ａ１０

Ａ１１ ３２５０

３２５０

５０００

５０００

５０００

Ａ９

Ａ１５ Ｂ
１

Ｂ
２

Ａ１３

Ａ１４

Ｂ
３

１３００

５０００

５
２
０
０

６
８
５
０

３
５
０
０

５
０
０
０

Ａ８

Ａａ１２

Ｂ
ｂ
５

６５００

５
５
００

４
２０

０

５０００

Ａ１２
５０００

Ｂ
４

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｅ
Ａ

６５０×１５０

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

２００φ

１０００×５００ ４００×４００

１０００×５００ ４００×４００，２００φ ３００×３００ ４００×４００

１０００×５００

３００φ

Ｓ Ａ
ＢＯＸ ４５０×４５０×４００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

４

ホワイエＳ１

６３０ ＣＭＨ
ノズル ２５０φ

Ｓ Ａ
ＢＯＸ
内貼

５

コリト゛ー（ホワイエ廊下）

１２２４ ＣＭＨ
ノズル ３００　φ

３００×３００
５００ ＣＭＨ

ＢＯＸ ５００×５００×３００Ｈ
内貼

１

機械室

Ｅ Ａ
Ｈ Ｓ ２００×２００

５００ ＣＭＨ
ＢＯＸ ４００×４００×２５０Ｈ
内貼

１

効果室Ｓ

Ｏ Ａ
ＶＨＳ３００×３００

５００ ＣＭＨ
ＢＯＸ ５００×５００×７００Ｈ
内貼

１

機械室

Ｏ Ａ
ＶＨＳ

ＢＯＸ
内貼

１

ホワイエＳ２

Ｅ Ａ
Ｈ Ｓ ３００×３００

４００ ＣＭＨ
５００×５００×３５０Ｈ

Ｓ Ａ
ＢＯＸ ４５０×４５０×３５０Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１６

メインホールホワイエ

７５０ ＣＭＨ
ノズル ２５０φ ＢＬ－Ｄ ３０００ Ｌ

Ｓ Ａ ８００ ＣＭＨ
ＢＯＸ ３２００×１５０×３５０Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

メインホールホワイエ

１４ Ｓ Ａ
ＢＯＸ
内貼

３

効果室

１０００ ＣＭＨ
Ｃ－２ ＃ ３０

Ｒ Ａ
ＢＯＸ
内貼

２５５０×５５０
１５００ ＣＭＨ

Ｈ Ｓ
効果室

Ｓ Ａ
ＢＯＸ
内貼

５００ ＣＭＨ
ノズル ３００φ ６

ＢＯＸ
内貼

１

倉　庫

Ｅ Ａ
Ｈ Ｓ ２００×２００

３００ ＣＭＨ
４００×４００×４００Ｈ

バルコニー席

Ｍ－１３
Ｅ Ｆ

Ｓ－４
Ｅ Ｆ

Ｓ－１
Ｋ Ｆ

Ｓ－５
Ｅ Ｆ

Ｂ－１
Ｅ Ｆ

ＳＡ

４５０φ

３００Ｘ３００

５５０Ｘ３００

６５０Ｘ３００

１２００Ｘ３００

９００Ｘ４００

１２００Ｘ３００

９５０Ｘ３００

７５０Ｘ３００

５５０Ｘ３００
３００Ｘ３００

２００φ ２００φ

２５０φ

２５０φ

２００φ

３００Ｘ３００

５５０Ｘ３００
１０００
Ｘ４５０

９５０Ｘ３００

７５０Ｘ３００

５５０Ｘ３００

３００Ｘ３００

１２００Ｘ３００

ＳＡ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

ＳＡ

ＳＡ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

ＦＶＤ

ＦＶＤ

１０００Ｘ５００

５５０Ｘ３００

ＲＡ

ＲＡ

５００Ｘ３００ ５００Ｘ３００

Ｓ
Ａ

５５０Ｘ３００

４００Ｘ３００

４００Ｘ３００

５５０Ｘ４００ ５５０Ｘ４００

４００Ｘ３００
４００Ｘ３００

９００Ｘ４００

Ｓ
Ａ

（ＡＨＵ－Ｍ－６）

（ＡＨＵ－Ｍ－６）
１０００Ｘ４５０

Ｓ
Ａ

（ＡＨＵ－Ｍ－５）

（ＡＨＵ－Ｍ－５） （ＡＨＵ－Ｍ－５）

（ＡＨＵ－Ｍ－５）

（ＡＨＵ－Ｍ－３）

（ＡＨＵ－Ｍ－３），（ＥＦ－Ｍ－１３）

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

６００Ｘ５００，４００×４００，４００×４００
（ＡＨＵ－Ｍ－４），（ＡＨＵ－Ｍ－７），（ＥＦ－１２）

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

４００×４００，４００×４００，６００×５００
（ＡＨＵ－Ｍ－７），（ＥＦ－１２），（ＡＨＵ－Ｍ－４）

３００Ｘ３００
（ＡＨＵ－Ｍ－４）

３０
０Ｘ

３０
０

Ｓ
Ａ

３５
０Ｘ

４０
０

１０
００

Ｘ３
５０

３０
０φ

３０
０φ２５

０φ

２５
０φ

２５
０φ

２５
０φ

３０
０
φ

３０
０φ

３
００

φ

１０
００

Ｘ３
５０

１０
００

Ｘ３
５０

１０
００

Ｘ３
５０

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

ＥＡ

Ｅ
Ａ

Ｃ
Ｄ

Ｃ
ＤＶ
Ｄ Ｖ

Ｄ
Ｃ
Ｄ

Ｖ
Ｄ

Ｃ
Ｄ Ｃ
ＤＶ

Ｄ２５
０φ

２
００

φ

６０
０Ｘ

３０
０

１０
０
φ

２５
０φ

１５
０
φ

２５
０φ

２０
０φ

Ｆ
Ｄ

ホ
ワ
イ
エ
Ｓ
２

２５０φ，２００φ，３００×３００
（ＥＦ－Ｓ－３，Ｆ－１，ＡＨＵ－Ｓ－２）

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

ＳＡ（パスダクト）

３００Ｘ３００，３００×３００
（ＥＦ－Ｓ－２，ＥＦ－Ｓ－１）

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

別紙Ｍ－１７参照

（ＥＦ－Ｍ－１１）
４００Ｘ３００

Ｓ
Ａ

５５０Ｘ４００，４００Ｘ３００
（ＡＨＵ－Ｍ－７），（ＥＦ－Ｍ－１１）（ＡＨＵ－Ｍ－４） （ＡＨＵ－Ｍ－４）

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｅ
Ａ

３００×２５０
（ＥＦ－Ｂ－１）

３００×３００
（ＥＦ－Ｂ－１）

Ｅ
Ａ

３５０ｘ３５０

３５０ｘ３５０

ＥＡ

ＶＤ

ＦＳ

ＦＳ

３５０×３５０
（ＥＦ－Ｂ－１）

Ｅ
Ａ

８
Ｆ

Ｓ－１
Ｅ ＦＳ－２

Ｅ Ｆ

４５０φ

Ｓ
Ａ

（ＡＨＵ－Ｍ－３）

４５０φ

Ｓ
Ａ

（ＡＨＵ－Ｍ－３）

ＢＯＸ
内貼

１

スタッフルーム

Ｅ Ａ
Ｈ Ｓ ２００×２００

３００ ＣＭＨ
４００×４００×４００Ｈ

２００

２０１

２０２

２０３

２０４

２０５
２０６

２０７

２０８

２０９

２１０

２１１

２１２

２１３

２１４

２１５

２１６

２１７

２１８

２１９

２２０２２１

２２２２２３

２２４

２２５

２２６

２２７

２２８

２２９

２３２
２３３

２３４

２３５２３６

２３７

２３８

２４０

２４１

２４２

２４３

２４４

２４５

２４６

２４８

２４７

２４９

２５０

２５２

２５１

２５３

４９０ ４９１ ４９２

４９３
４９４

客席床下ダクト

客席床下ダクト

客席床下ダクト

３００φ

ＦＶＤ

ＦＶＤ

ＦＶＤ

ＦＶＤＦＶＤ

ＦＶＤ

ＦＶＤｘ２

ＶＣ（深型フート゛）　１５０φ

（ＥＦ－Ｇ－１）
１５０φ

Ｅ
Ａ

空調ダクト　2階平面図

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事
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印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A3:1/400

ＲＤ

調光

舞台上部

ホワイエＭ２上部

。

フロントサイト゛
投光室

音響
機械室

フロントサイト゛
投光室

Ｒ
Ｄ

Ｎ

７
３
５

０
６

０
０
０

７
４

０
０

７
２

０
０

６
３

０
０

２
４
０

０
７
４

０
０

Ｙ８

Ｙ７

Ｙ６

Ｙ３

Ｙ５

Ｙ４

Ｙ２

Ｙ１

７５００９８００ ７５００５０００ ８０００ ７０００７０００ ７０００ ８０００

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ７Ｘ５ Ｘ６ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０

Ｒ１４

Ｒ１６

Ｒ１５

Ｒ６

Ｒ５

Ｒ９

Ｒ７

Ｒ８

Ｒ１０

Ｒ１１

Ｒ１２

Ｒ１３Ｒ４

Ｒ３

Ｒ２

Ｒ１

Ａａ６
Ａ７

Ａ６

Ａａ３

Ａａ４

Ａ４

Ａ５

Ａａ１

Ａ１

Ａ２ Ａ３

Ｂ
２

Ｂ
３

Ｂ
４

Ｂ
５

Ｂ
６

Ｂ
７

Ｂ
８

Ｂ
９

４６００
１３００

４００
２７０００

３５００

５９００

７１５０

５７００

１３００

１１００

１０００

３２５０

３９００

１４００

１７５０

２
３
０
０

３
９
０
０

７
０
５
０

５
３
５
０ １
４５

０

７
６
５
０

２
３
５０

０

５
２
０
０

５
０
０
０

３
５０

０

２
７７

０
０

８
２
５０

８
２
０
０

４
３
５
０

１
４０

０

２
７
０
０

３
６
０
０

２５
０
０

２
５
００

５
０５

０

５
０
０
０

５０００

５０００

５０００

５０００

７１５０

３５００

Ｂ
１

Ａａ７

Ｂ
１
０

Ｂ
１
１

４
８
５
０

１
３
０
０

１
９０

０
３
５５

０

Ａ１０

Ａ１１ ３２５０

３２５０

５０００

５０００

５０００

Ａ９

Ａ１５ Ｂ
１

Ｂ
２

Ａ１３

Ａ１４

Ｂ
３

１３００

５０００

５
２
０
０

６
８
５
０

３
５
０
０

５
０
０
０

Ａ８

Ａａ１２

Ｂ
ｂ
５

６５００

５
５
００

４
２０

０

５０００

Ａ１２
５０００

Ｂ
４

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

機械室

１０００×５００

４００×４００ ４００×３００ １０００×５００ ３７５φ

１０００×５００ ２００φ

６００×５００，６００×５００ ４００×４００，３５０×３５０

１０００×５００

Ｅ
Ａ

３７５φ

Ｓ Ａ
ＢＯＸ ５００×５００×５００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

２４

サブホール

９６０ ＣＭＨ
ノズル ２５０φ

Ｓ Ｍ
ＢＯＸ ８５０×８５０×７５０Ｈ
内貼

サブホール

    ＣＭＨ
排煙口 ６５０×６５０ ２

Ｓ Ａ
ＢＯＸ
内貼

８００ ＣＭＨ
ノズル ３００φ
メインホール（前部）

Ｓ Ａ
ＢＯＸ ５００×５００×５００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

８００ ＣＭＨ
ノズル ３００φ

バルコニー席

２０６ Ｒ Ａ
ＢＯＸ ２２００×６００×７００Ｈ
内貼

４２０００×４００
７２５０ ＣＭＨ

バルコニー席

ＧＷ  ２５ｔ

ＳＡ

３７５φ

３００φ

５５０Ｘ５５０

４００Ｘ４００

４００Ｘ４００

４００Ｘ４００

５５０Ｘ５５０

５５０Ｘ５５０

５５０Ｘ５５０

９５０Ｘ６００

１０００Ｘ１０００

１２００Ｘ１０００

ＲＡ

ＲＡ

ＲＡ

Ｓ
Ａ

（ＡＨＵ－Ｍ－５）

（ＡＨＵ－Ｍ－５）

（ＡＨＵ－Ｍ－５）

（ＡＨＵ－Ｍ－５） （ＡＨＵ－Ｍ－３）

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

４００×４００，４００×４００，６００×５００

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

４００×４００，４００×４００，６００×５００
（ＡＨＵ－Ｍ－７），（ＥＦ－１２），（ＡＨＵ－Ｍ－４）

（ＡＨＵ－Ｍ－７），（ＥＦ－１２），（ＡＨＵ－Ｍ－４）

３００×３００
（ＡＨＵ－Ｍ－４）

３００Ｘ３００
（ＡＨＵ－Ｍ－４）

ＨＦ
Ｄ

ＳＭ

２０
０
φ

２０
０φ

２
００

φ

２０
０
φ

２０
０
φ

２
００

φ
２０

０φ

２
００

φ

５５
０ｘ

４
００４０

０ｘ
４
００３０

０
ｘ３

０
０

１
００

０
ｘ８

０
０ ８０

０ｘ
６
００

６０
０ｘ

６
００

３５
０φ

４０
０ｘ

４
００

５０
０
ｘ５

００

６０
０ｘ

５
００

４
００

ｘ
４０

０

Ｈ
ＦＤ

６０
０
ｘ５

００

Ｒ
Ａ

ＲＡ

ＳＡ

ＳＡ

ＳＡ

ＳＭ
３５

０φ

８
００

ｘ
８０

０

５５
０
ｘ５

５
０４

００
ｘ
４０

０

８０
０ｘ

８
００

５
５０

ｘ
５５

０

２５
０
φ

Ｆ
Ｄ

Ｈ
Ｆ
Ｄ

１０
０
０Ｘ

８０
０

１０
００

Ｘ
８０

０

５５
０Ｘ

５５
０

５５
０ｘ

５
５０

２５
０
φ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

ＳＭ

ＲＡ

Ｒ
Ａ

Ｆ
Ｄ

＃８
２１０ ＣＭＨ

ＢＯＸ
内貼

４８

バルコニー席

Ｓ Ａ
ＫＭＲ Ｈ Ｓ

Ｓ Ｍ
ＢＯＸ ４００×４００×４００Ｈ
内貼

サブホール

    ＣＭＨ
排煙口 ３００×３００ ２

Ｒ
Ａ

（ＥＦ－Ｍ－１１）（ＡＨＵ－Ｍ－４）

Ｓ
Ａ

３００×３００
（ＡＨＵ－Ｍ－４）

Ｓ
Ａ

３００×３００
（ＡＨＵ－Ｍ－４）

Ｅ
Ａ

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－１３）

（ＥＦ－Ｍ－１０）

１０００×８００
（ＡＨＵ－Ｂ－１）

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

１０００Ｘ８００
（ＡＨＵ－Ｂ－１）

Ｓ
Ｍ

８００Ｘ８００
（ＳＭＦ－Ｓ－１）

８００Ｘ８００
（ＳＭＦ－Ｓ－１）

Ｓ
Ｍ

Ｅ
Ａ

３５０Ｘ３５０
（ＥＦ－Ｂ－１）

Ｅ
Ａ

３５０Ｘ３５０
（ＡＨＵ－Ｂ－１）

Ｅ
Ａ

５００Ｘ５００
（ＡＨＵ－Ｓ－１）

２００φ

ＦＶＤ

Ｍ－８
Ｅ Ｆ

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－８，ＥＦ－Ｍ－１７）

Ｅ
Ａ

ＢＯＸ
内貼

１

喫煙コーナー

Ｅ Ａ
Ｈ Ｓ ３００×３００

４００ ＣＭＨ
５００×５００×４００Ｈ

３００ ３０１

３０３

３０２
３０４

３０５

３０７ ３０８

３０６ ３０９ ３１５

３１４

３１３

３１１
３１２

３１０

３２１

３２２ ３２３

３２４

３３０

３３１

３３２

３３３

３３４

３３５

３３６

３３７

３３８

３３９

３４０

３４１

３４２

３４３

３４４

３４５

３４６

３４７

３４８

３４９

３５０

３５１

３５２

３５３

３５４

３５５

３５６

３５７

３５８

３５９

３６０

３６１

３６２

３６３

３６４

３６５ ３６６

３６７

３６８

３６９

３７０

３７１

３７２

３７３

３７４

３７５

３７６

３７７３８２

３８１
３８０

３８５

３８４
３８３

３９０

４００

４０１

４０２

４０３

４０４

４０５

４０６

４０７

４１１

４１０

４０９

４０８

４１５

４１４

４１３

４１２

４１９

４１８

４１７

４１６

４２３
４２２

４２１

４２０

Ｓ
Ａ

（ＡＨＵ－Ｍ－３）
ＦＶＤＦＶＤ

ＦＶＤ

空調ダクト　3階平面図

詳細図参照

以降メインホ－ル上部平面図以降メインホ－ル上部平面図

以降メインホ－ル上部平面図

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事
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印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A3:1/400

フォロースポット室

客席シーリングレベル平面図

シーリング投光室

屋上

ファンルーム・空調機械室レベル平面図

舞台上部

倉庫
倉庫

倉庫
倉庫

Ｒ７

Ｒ６

Ｒ５

Ｒ４

Ｒ３

Ｒ１０

Ｒ８ Ｒ９

Ｒ１１

Ｒ１２

Ｒ１３

Ｒ１４

Ｒ２

Ｒ１

７０００８０００ ７０００ ７０００ ８０００

Ｒ１５

Ｒ１６

７
３
５

０
７
４

０
０

６
５
０
０

７
０

０
０

７
４

０
０

７０００８０００ ８０００７０００ ７０００

Ｘ７Ｘ５ Ｘ６ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０

Ｙ８

Ｙ７

Ｙ６

Ｙ３

Ｙ５

Ｙ４

Ｘ７Ｘ５ Ｘ６ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０

Ｒ２

Ｒ６

Ｒ８ Ｒ９

Ｒ１０

Ｒ１１

Ｒ１

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ７

Ｒ１２

Ｒ１３

Ｒ１４

Ｒ１６

Ｒ１５

ファンルーム

ギャラリー ギャラリー

舞台上部

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

５００×１５０

５００×２５０

５００×３５０

５００×５００

５００×３５０

５００×５００

５００×１５０

５００×２５０

１０００×５００ ４００×４００，４００×４００，６００×５００

３００×３００

１０００×５００

８５０×３００

８５０×３００

２００φ

８５０×３００

ＢＯＸ
内貼

１Ｅ Ａ
Ｈ Ｓ ６００×６００

２３００ ＣＭＨ
８００×８００×５００Ｈ

空調機械室

ＢＯＸ
内貼

１

倉　庫

Ｅ Ａ
Ｈ Ｓ ２００×２００

３００ ＣＭＨ
４００×４００×４００Ｈ ＢＯＸ

内貼

１

倉　庫

Ｅ Ａ
Ｈ Ｓ ２００×２００

３００ ＣＭＨ
４００×４００×４００Ｈ

Ｓ Ｍ
ＢＯＸ １１５０×１１５０×９００Ｈ
内貼

舞　台

３００００ ＣＭＨ
金網 ９００×７００ １

７００×３００
１１００ ＣＭＨ

ＢＯＸ
内貼

８

舞　台

Ｓ Ａ
ＶＨＳ

７００×３００
１１００ ＣＭＨ

ＢＯＸ
内貼

８

舞　台

Ｓ Ａ
ＶＨＳ ４００×４００

７００ ＣＭＨ
ＢＯＸ ６００×６００×５００Ｈ
内貼

３

フォロースポット室

Ｓ Ａ
ＶＨＳ

ＧＷ  ２５ｔ

４００×４００
７００ ＣＭＨ

ＢＯＸ ６００×６００×５００Ｈ
内貼

３

フォロースポット室

Ｒ Ａ
Ｈ Ｓ

ＢＯＸ
内貼

４

シーリング投光室

Ｅ Ａ
Ｈ Ｓ ５５０×５５０

２１００ ＣＭＨ
７５０×７５０×５００Ｈ ＢＯＸ

内貼

１

シーリング投光室

Ｓ Ｍ
金網 １２００×７００

３００００ ＣＭＨ

Ｍ－１１
Ｅ Ｆ

Ｍ－１２
Ｅ Ｆ

Ｍ－１６
Ｅ Ｆ

Ｍ－１３
Ｅ Ｆ

Ｍ－１４
Ｅ Ｆ

Ｍ－１５
Ｅ Ｆ

５００×１５０

５００×２５０

５００×３５０

５００×５００

５００×３５０

５００×５００

５００×１５０

５００×２５０

１８００Ｘ７００

３００Ｘ３００

１８００Ｘ７００

９００Ｘ７００ ７００Ｘ７００

４００Ｘ４００

１０００Ｘ５００

４００Ｘ３００

４００Ｘ４００

２５０φ

２５０φ

４００Ｘ３００

４００Ｘ３００

４００Ｘ３００ ４００Ｘ３００

１８００Ｘ７００

４００Ｘ４００

４００Ｘ４００

４００Ｘ３００４００Ｘ３００４００Ｘ３００ ４００Ｘ３００

４５０Ｘ４５０７００Ｘ４００

１２００Ｘ７００

６００Ｘ６００

１２００Ｘ７００

３００Ｘ３００

４００Ｘ４００

ＳＡ

ＳＡ

ＳＭ
ＥＡ

ＥＡ

ＳＡ

ＳＡ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

ＳＡ

Ｓ
Ａ

１８００Ｘ７００
４００Ｘ３００

以降Ｍ－１２参照

以降Ｍ－１２参照

Ｒ
Ａ

ＦＤＸ２

Ｒ
ＡＳ
Ａ

Ｓ
Ｍ

Ｅ
Ａ

（ＥＦ－Ｍ－１６） （ＡＨＵ－Ｍ－４）（ＳＭＦ－Ｍ－１）

ＦＤ

（ＡＨＵ－Ｍ－５）

（ＡＨＵ－Ｍ－５） （ＡＨＵ－Ｍ－５）

（ＡＨＵ－Ｍ－５） （ＡＨＵ－Ｍ－７） （ＡＨＵ－Ｍ－４）

（ＡＨＵ－Ｍ－５）

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－１３）

Ｅ
Ａ

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－１３）

Ｅ
Ａ

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－１３）

Ｅ
Ａ

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－１７）

Ｅ
Ａ

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－１７）

Ｅ
Ａ

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－８，ＥＦ－Ｍ－１７）

Ｅ
Ａ

ＦＶＤｘ２

ＦＶＤｘ２

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－１２）

Ｅ
Ａ

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－１１）

Ｅ
Ａ

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－１６）

Ｅ
Ａ

Ｍ－１８
Ｅ Ｆ

ＣＤｘ９

２００φ，２００φ

２００φ，３００φ

３５０ｘ３５０

ＦＶＤ

４００ｘ４００

９００ｘ４００

６００ｘ６００

４００ｘ３００

ＶＤ ＶＤ

ＶＤ

ＶＤ

Ｓ
Ｍ

９００Ｘ７００

Ｓ
Ａ

８５０×３００
（ＡＨＵ－Ｍ－５）

４５０

４５１

４５２

４５３

４５４

４５５

４５６

４５７ ４６２

４６３

４６４

４６５

４５８

４５９

４６０

４６１

４７０ ４７１ ４７２ ４７３

４８４

４８１

４８３

４８０

５００

５０２

５０１

５０３

別紙Ｍ－１６参照

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

（ＥＦ－Ｍ－１１），（ＡＨＵ－Ｍ－８），（ＡＨＵ－Ｍ－８）

Ｒ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

（ＡＨＵ－Ｍ－４）

Ｓ
Ａ

１２００Ｘ７００

～～ ～

３００ｘ４００、３５０ｘ４００、３５０ｘ４００

ＦＶＤ

ＦＶＤ

（ＥＦ－Ｍ－１２）

（ＡＨＵ－Ｍ－４）

Ｓ
Ａ

３００×３００
（ＡＨＵ－Ｍ－４）

１１００ｘ１０００１２００ｘ９００４００ｘ９００

ＳＭＦＤ

ＦＶＤ

ＦＶＤ

空調ダクト　メインホ－ル上部平面図

詳細図参照

以降3階平面図

以降3階平面図

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

Ｍー２６



５５０ｘ５５０

６００ｘ５００

Ｒ

Ｒ

Ｒ

印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

ＲＤ

Ａ
ａ

６

Ａ
７

Ａ
６

Ａ
ａ

３
Ａ

ａ
４

Ａ
４

Ａ
５

Ａ
ａ
１

Ａ
１

Ａ
２

Ａ
３

Ｂ２ Ｂ３ Ｂ４ Ｂ５ Ｂ６ Ｂ７ Ｂ８ Ｂ９

４
６

０
０

１
３

０
０

４
０

０

２
７
０
０

０

３
５

０
０

５
９

０
０

７
１
５

０
５

７
０

０

１
３

０
０

１
１

０
０

１
０

０
０

３
２

５
０

３
９

０
０

１
４

０
０

１
７

５
０

２３００

３９００ ７０５０

５３５０

１４５０

７６５０

２３５００

５２００ ５０００ ３５００ ２７７００

８２５０ ８２００

４３５０ １４００２７００ ３６００２５００ ２５００５０５０ ５０００

５
０

０
０

５
０

０
０

５
０

０
０

５
０

０
０

７
１

５
０

３
５

０
０

Ｂ１

Ａ
ａ

７

Ｂ１０ Ｂ１１

４８５０

１３００

１９００ ３５５０

５５００

４２００

Ｓ
Ｍ

２００φ２００φ

２００φ ２００φ

２００φ ２００φ

２００φ ２００φ
５５０ｘ４００

４００ｘ４００

３００ｘ３００

１０００ｘ８００

８００ｘ６００ ６００ｘ６００ ３５０φ

４００ｘ４００ ５００ｘ５００

４００ｘ４００

６００ｘ５００

ＲＡ

Ｒ
ＡＳ
Ｍ

３５０φ

８００ｘ８００

５５０ｘ５５０

４００ｘ４００

８００ｘ８００

２５０φ

ＦＤ １０００Ｘ８００ １０００Ｘ８００ ５５０Ｘ５５０

５５０ｘ５５０
２５０φ

Ｓ
Ｍ

Ｒ
Ａ

ＲＡ
ＦＤ

ＲＡ

１０００Ｘ８００
（ＡＨＵ－Ｂ－１）

Ｓ
Ｍ

８００Ｘ８００
（ＳＭＦ－Ｓ－１）

８００Ｘ８００
（ＳＭＦ－Ｓ－１）

Ｓ
Ｍ

３５０Ｘ３５０
（ＥＦ－Ｂ－１）

３５０Ｘ３５０
（ＡＨＵ－Ｂ－１）

５００Ｘ５００
（ＡＨＵ－Ｓ－１）

１０００×８００
（ＡＨＵ－Ｂ－１）

Ｒ
Ａ

Ｓ Ａ
ＢＯＸ ５００×５００×５００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

２４９６０ ＣＭＨ
ノズル ２５０φ

Ｓ Ｍ
ＢＯＸ ８５０×８５０×７５０Ｈ
内貼

    ＣＭＨ
排煙口 ６５０×６５０ ２

２５０φ

１５０φ

２５０φ

Ｓ
Ａ

（
パ
ス

ダ
ク

ト
）

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

ＳＡＳＡ

ＶＨＳ３００×３００

ＢＯＸ５００×５００×３００Ｈ
（ＧＷ２５内張）

ダクト切断

ダクト切断

ＨＦＤ

ＨＦＤ

排煙口３００×３００
ＢＯＸ４００×４００×４００Ｈ

ＨＦＤ

注　記

基準ダクトレベルは1ＦＬ＋８５５０とする。（ダクト下端）

排煙系統ＳＰダクトレベルは1ＦＬ＋９５５０とする。（ダクト芯）

図中太線部は撤去、細線部は既存再利用部を示す。

ＢＯＸ５００×５００×３００Ｈ
（ＧＷ２５内張）

ＦＤ

ダクト切断

ＰＡＣ－Ｓ２

ＰＡＣ－Ｓ２

冷媒管切断

冷媒管切断

Ｒ

Ｒ
（１５．９，９．５）１ＦＬ＋８９００

空調ダクト　1階マルチホ－ル詳細図（撤去） A1:1/100
A3:1/200

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

マルチホール

マルチホール

内貼

Ｓ Ｍ
ＢＯＸ ４００×４００×４００Ｈ

    ＣＭＨ
排煙口 ３００×３００ ２

マルチホール
既存利用

排煙口６５０×６５０
ＢＯＸ８５０×８５０×７５０Ｈ

ダクト切断 ダクト切断

ダクト切断

ダクト切断
ダクト切断

排煙口３００×３００
ＢＯＸ４００×４００×４００Ｈ

ダクト切断
ダクト切断

Ｓ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｍー２７



４００ｘ４００

基準ダクトレベルは1ＦＬ＋８６５０とする。（ダクト下端）

ＲＡＲＡ

印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

ＲＤ

Ａ
ａ

６

Ａ
７

Ａ
６

Ａ
ａ

３
Ａ

ａ
４

Ａ
４

Ａ
５

Ａ
ａ
１

Ａ
１

Ａ
２

Ａ
３

Ｂ２ Ｂ３ Ｂ４ Ｂ５ Ｂ６ Ｂ７ Ｂ８ Ｂ９

４
６

０
０

１
３

０
０

４
０

０

２
７
０
０

０

３
５

０
０

５
９

０
０

７
１
５

０
５

７
０

０

１
３

０
０

１
１

０
０

１
０

０
０

３
２

５
０

３
９

０
０

１
４

０
０

１
７

５
０

２３００

３９００ ７０５０

５３５０

１４５０

７６５０

２３５００

５２００ ５０００ ３５００ ２７７００

８２５０ ８２００

４３５０ １４００２７００ ３６００２５００ ２５００５０５０ ５０００

５
０

０
０

５
０

０
０

５
０

０
０

５
０

０
０

７
１

５
０

３
５

０
０

Ｂ１

Ａ
ａ

７

Ｂ１０ Ｂ１１

４８５０

１３００

１９００ ３５５０

５５００

４２００

２００φ２００φ

２００φ ２００φ

２００φ ２００φ

２００φ ２００φ
５５０ｘ４００

４００ｘ４００

３００ｘ３００

４００ｘ４００ ５００ｘ５００

６００ｘ５００

Ｒ
ＡＳ
Ｍ

３５０φ

５５０ｘ５５０

５５０Ｘ５５０

５５０ｘ５５０

Ｒ
Ａ

ＦＤ

１０００Ｘ８００
（ＡＨＵ－Ｂ－１）

Ｓ
Ｍ

８００Ｘ８００
（ＳＭＦ－Ｓ－１）

８００Ｘ８００
（ＳＭＦ－Ｓ－１）

Ｓ
Ｍ

３５０Ｘ３５０
（ＥＦ－Ｂ－１）

３５０Ｘ３５０
（ＡＨＵ－Ｂ－１）

５００Ｘ５００
（ＡＨＵ－Ｓ－１）

１０００×８００
（ＡＨＵ－Ｂ－１）

Ｒ
Ａ

Ｓ Ａ
ＢＯＸ ５００×５００×５００Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

２４９６０ ＣＭＨ
ノズル ２５０φ

Ｓ Ｍ
ＢＯＸ ８５０×８５０×７５０Ｈ
内貼

    ＣＭＨ
排煙口 ６５０×６５０ ２

８００Ｘ６５０ ８００Ｘ６５０

８００ｘ８００ ＨＦＤ

１０００ｘ８００ ＦＤ

５５０ｘ５５０

４００ｘ４００

８００ｘ８００

５５０ｘ５５０

２５０φ

１５０φ

２５０φ

Ｓ
Ａ

３５０φ６００ｘ６００８００ｘ６００

２５０φ

Ｓ
Ｍ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

ＳＡＳＡ

ＶＨＳ３００×３００

１０００ｘ８００

ダクト接続

ダクト接続

ダクト接続

ＢＯＸ５００×５００×３００Ｈ
（ＧＷ２５内張）

（
パ
ス

ダ
ク

ト
）

Ａ

２５０φ

Ｂ
Ａ

Ｂ

排煙口３００×３００
ＢＯＸ４００×４００×４００Ｈ

ＨＦＤ ダクト接続

ＨＦＤ

排煙口３００×３００
ＢＯＸ４００×４００×４００Ｈ

ダクト接続

ダクト接続

Ｃ

Ｃ

Ｓ
Ｍ

Ｂダクトレベルは1ＦＬ＋９３００とする。（ダクト芯）

Ａダクトレベルは1ＦＬ＋９６００とする。（ダクト下端）

Ｃダクトレベルは1ＦＬ＋９５５０とする。（ダクト芯）

Ｂ６通り既設ダクト接続部はレベル微調整の為キャンバス継手５００Ｌを見込む事。

注　記

図中太線部は新設、細線部は既存を示す。

Ｒ

Ｒ
（１５．９，９．５）１ＦＬ＋８９００ Ｒ

Ｒ

Ｒ

ＦＤ

ＢＯＸ５００×５００×３００Ｈ
（ＧＷ２５内張）

冷媒管接続

ダクト接続

冷媒管接続

ＰＡＣ－Ｓ２

ＰＡＣ－Ｓ２

A3:1/200
A1:1/100空調ダクト　1階マルチホ－ル詳細図（新設）

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

マルチホール

マルチホール

内貼

Ｓ Ｍ
ＢＯＸ ４００×４００×４００Ｈ

    ＣＭＨ
排煙口 ３００×３００ ２

マルチホール
既存利用

排煙口６５０×６５０
ＢＯＸ８５０×８５０×７５０Ｈ

ダクト接続 ダクト接続

ダクト接続

Ｓ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｍー２８



ＧＷ  ２５ｔ

ホワイエＭ２

効果室Ｍ

テラス２

スタッフルーム

前室Ｍ３ 前室Ｍ４

階段６

テラス１
上部

ＥＶ

アラーム
弁室

Ｒ１４

Ｒ１６

Ｒ１５

Ｒ６

Ｒ５

Ｒ９

Ｒ７

Ｒ８

Ｒ１０

Ｒ１１

Ｒ１２

Ｒ１３Ｒ４

Ｒ３

Ｒ２

Ｒ１

６５０×１５０

２００φ

３００φ

４５０φ

３００Ｘ３００

５５０Ｘ３００

６５０Ｘ３００

１２００Ｘ３００

９００Ｘ４００

１２００Ｘ３００

９５０Ｘ３００

７５０Ｘ３００

５５０Ｘ３００
３００Ｘ３００

２００φ ２００φ

２５０φ

２５０φ

２００φ

３００Ｘ３００

５５０Ｘ３００
１０００
Ｘ４５０

９５０Ｘ３００

７５０Ｘ３００

５５０Ｘ３００

３００Ｘ３００

１２００Ｘ３００

ＦＶＤ

ＦＶＤ

５５０Ｘ３００

５００Ｘ３００ ５００Ｘ３００

５５０Ｘ３００

４００Ｘ３００

４００Ｘ３００

５５０Ｘ４００ ５５０Ｘ４００

４００Ｘ３００
４００Ｘ３００

客席床下ダクト

客席床下ダクト

客席床下ダクト

３００φ

ＦＶＤ

６００Ｘ５００，４００×４００，４００×４００
（ＡＨＵ－Ｍ－４），（ＡＨＵ－Ｍ－７），（ＥＦ－１２）

Ｍ－１３
Ｅ Ｆ

４５０φ
（ＡＨＵ－Ｍ－３）

４００×４００，２００φ ３００×３００ ４００×４００
（ＡＨＵ－Ｍ－３），（ＥＦ－Ｍ－１３）

３００Ｘ３００
（ＡＨＵ－Ｍ－４）

５５０Ｘ４００，４００Ｘ３００
（ＡＨＵ－Ｍ－７），（ＥＦ－Ｍ－１１）（ＡＨＵ－Ｍ－４） （ＡＨＵ－Ｍ－４）

舞台上部

７５００ ８０００ ７０００７０００ ７０００ ８０００

Ｘ４ Ｘ７Ｘ５ Ｘ６ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０

４００×４００
（ＡＨＵ－Ｍ－３）

ＦＶＤ

（ＡＨＵ－Ｍ－６）
１０００Ｘ４５０

（ＥＦ－Ｍ－１１）
４００Ｘ３００ ４５０φ

（ＡＨＵ－Ｍ－３）

ＦＶＤ

４００×４００，４００×４００，６００×５００
（ＡＨＵ－Ｍ－７），（ＥＦ－１２），（ＡＨＵ－Ｍ－４）

９００Ｘ４００
（ＡＨＵ－Ｍ－６）

印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

Ｓ Ａ
ＢＯＸ ４５０×４５０×３５０Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１６

メインホールホワイエ

７５０ ＣＭＨ
ノズル ２５０φ ＢＬ－Ｄ ３０００ Ｌ

Ｓ Ａ ８００ ＣＭＨ
ＢＯＸ ３２００×１５０×３５０Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

メインホールホワイエ

１４

ＳＡ

ＳＡ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

ＳＡ

ＳＡ

ＳＡ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ ダクト切断

ダクト切断

ＳＡチャンバ－

内貼
１６００×１２００×７００Ｈ ２

ＲＡ

ＲＡ

A1:1/100
A3:1/200

空調ダクト　２階ホワイエ詳細図（撤去）

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

Ｅ Ｆ
Ｍ－８

取外・再取付け

Ｓ Ａ
ＢＯＸ
内貼

メインホールホワイエ
ＶＨＳ ３００×３００ １４００ ＣＭＨ

５００×５００×４００Ｈ

ダクト切断

２００φ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｍー２９



ＳＡ

ホワイエＭ２

効果室Ｍ

テラス２

スタッフルーム

前室Ｍ３ 前室Ｍ４

階段６

ＥＶ

アラーム
弁室

Ｒ１４

Ｒ１６

Ｒ１５

Ｒ６

Ｒ５

Ｒ９

Ｒ７

Ｒ８

Ｒ１０

Ｒ１１

Ｒ１２

Ｒ１３Ｒ４

Ｒ３

Ｒ２

Ｒ１

６５０×１５０

２００φ

３００φ

４５０φ

９００Ｘ４００

２５０φ

１０００
Ｘ４５０

５５０Ｘ３００

５００Ｘ３００ ５００Ｘ３００

５５０Ｘ３００

４００Ｘ３００

４００Ｘ３００

５５０Ｘ４００ ５５０Ｘ４００

４００Ｘ３００
４００Ｘ３００

客席床下ダクト

客席床下ダクト

客席床下ダクト

３００φ

ＦＶＤ

６００Ｘ５００，４００×４００，４００×４００
（ＡＨＵ－Ｍ－４），（ＡＨＵ－Ｍ－７），（ＥＦ－１２）

Ｍ－１３
Ｅ Ｆ

４５０φ
（ＡＨＵ－Ｍ－３）

４００×４００，２００φ ３００×３００ ４００×４００
（ＡＨＵ－Ｍ－３），（ＥＦ－Ｍ－１３）

３００Ｘ３００
（ＡＨＵ－Ｍ－４）

５５０Ｘ４００，４００Ｘ３００
（ＡＨＵ－Ｍ－７），（ＥＦ－Ｍ－１１）（ＡＨＵ－Ｍ－４） （ＡＨＵ－Ｍ－４）

舞台上部

７５００ ８０００ ７０００７０００ ７０００ ８０００

Ｘ４ Ｘ７Ｘ５ Ｘ６ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０

４００×４００
（ＡＨＵ－Ｍ－３）

ＦＶＤ

（ＡＨＵ－Ｍ－６）
１０００Ｘ４５０

（ＥＦ－Ｍ－１１）
４００Ｘ３００ ４５０φ

（ＡＨＵ－Ｍ－３）

ＦＶＤ

４００×４００，４００×４００，６００×５００
（ＡＨＵ－Ｍ－７），（ＥＦ－１２），（ＡＨＵ－Ｍ－４）

９００Ｘ４００
（ＡＨＵ－Ｍ－６）

印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

Ｓ Ａ
ＢＯＸ ４５０×４５０×３５０Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

メインホールホワイエ
ノズル ２５０φ

Ｓ Ａ
ＢＯＸ ３２００×１５０×３５０Ｈ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

メインホールホワイエ

ＳＡ

ＳＡ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

ＲＡ

ＲＡ

ＧＷ  ２５ｔ

ＳＡチャンバ－

内貼
１６００×１２００×７００Ｈ ２

Ｓ Ａ
ＢＯＸ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

メインホールホワイエ

Ｓ Ａ
ＢＯＸ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

メインホールホワイエ

Ｓ Ａ
ＢＯＸ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

メインホールホワイエ

Ｓ Ａ
ＢＯＸ
内貼 ＧＷ  ２５ｔ

メインホールホワイエ

２０００ Ｌ

２２００×１５０×３５０Ｈ

２

１７００×１５０×３５０Ｈ

１０００ Ｌ

１２００×１５０×３５０Ｈ

１０ ５００ Ｌ

７００×１５０×３５０Ｈ

A1:1/100
A3:1/200

空調ダクト　２階ホワイエ詳細図（新設）

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

ダクト接続

２５０φ

Ｅ Ｆ
Ｍ－８

取外・再取付け

Ｓ Ａ
ＢＯＸ
内貼

メインホールホワイエ
ＶＨＳ ３００×３００ １４００ ＣＭＨ

５００×５００×４００Ｈ

ダクト接続

ＦＶＤ

２００φ

ダクト接続

２５０φ

テラス１
上部１７５φ

ＦＤ

ＶＤ

ＶＤ×２

１７５φ

Ｓ
Ａ

２００φ

２００φ

１５０φ

２００φ

２００φ

１５０φ

１５０φ
１５０φ

２００φ
２５０φ ＳＡ

１５０φ

２５０φ
４００Ｘ３００

５００Ｘ３００

８５０×３００

７５０Ｘ３００

２５０φ

６００Ｘ３００

２５０φ
２００φ

１５０φ

１５０φ

２５０φ

ＳＡ
１５０φ

３００Ｘ３００

５００Ｘ３００

２５０φ

１５０φ
１５０φ

２００φ
２００φ

１５０φ

２００φ

ＦＤ
ＶＤ

ＶＤ

２５０φ

１

１４

２３

３

２００φ

１５０φ

３０００ Ｌ
８００ ＣＭＨ

６８０ ＣＭＨ

３４０ ＣＭＨ １７０ ＣＭＨ

１０００ ＣＭＨ

１５００ Ｌ
５００ ＣＭＨ

２２５φ

２２５φ

２２５φ

３５０Ｘ３００

６００Ｘ３００

６００Ｘ３００

３００φ

２２５φ

３００×３００
３００×３００

７００Ｘ３００

９００Ｘ３００

１２００Ｘ３００

１２００Ｘ３００

２７５φ

３５０Ｘ３００

２２５φ

４５０Ｘ３００

６００Ｘ３００

７００Ｘ３００

ＢＬ－Ｔ

ＢＬ－Ｔ ＢＬ－Ｔ

ＢＬ－Ｔ ＢＬ－Ｔ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｍー３０



印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

倉庫 倉庫

Ｒ７

Ｒ６

Ｒ５

Ｒ４

Ｒ３

Ｒ１０

Ｒ８ Ｒ９

Ｒ１１

Ｒ１２

Ｒ１３

Ｒ１４

Ｒ２

Ｒ１

Ｒ１５

Ｒ１６

舞台上部

３００×３００

１８００Ｘ７００

３００Ｘ３００

１８００Ｘ７００

９００Ｘ７００ ７００Ｘ７００

４００Ｘ４００

１０００Ｘ５００

４００Ｘ３００

４００Ｘ４００

２５０φ

２５０φ

４００Ｘ３００

４００Ｘ３００

４００Ｘ３００ ４００Ｘ３００

１８００Ｘ７００

４００Ｘ４００

４００Ｘ４００

４００Ｘ３００４００Ｘ３００４００Ｘ３００ ４００Ｘ３００

７００Ｘ４００

１２００Ｘ７００

６００Ｘ６００

３００Ｘ３００

４００Ｘ４００

１８００Ｘ７００
４００Ｘ３００

以降Ｍ－１２参照

ＦＤＸ２

（ＥＦ－Ｍ－１６）（ＳＭＦ－Ｍ－１）

ＦＤ

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－１３）

（ＡＨＵ－Ｍ－４）
１２００Ｘ７００

～～ ～

（ＡＨＵ－Ｍ－４）

１２００ｘ９００４００ｘ９００

ＦＶＤ

４００×４００
７００ ＣＭＨ

ＢＯＸ ６００×６００×５００Ｈ
内貼

フォロースポット室

Ｒ Ａ
Ｈ Ｓ

４００×４００
７００ ＣＭＨ

ＢＯＸ ６００×６００×５００Ｈ
内貼

フォロースポット室

Ｓ Ａ
ＶＨＳ

ＧＷ  ２５ｔ
ＢＯＸ
内貼

４

シーリング投光室

Ｅ Ａ
Ｈ Ｓ ５５０×５５０

２１００ ＣＭＨ
７５０×７５０×５００Ｈ

ＢＯＸ
内貼

１

シーリング投光室

Ｓ Ｍ
金網 １２００×７００

３００００ ＣＭＨ

５５０Ｘ５５０

４００Ｘ４００

４００Ｘ４００

４００Ｘ４００

５５０Ｘ５５０

５５０Ｘ５５０

５５０Ｘ５５０

９５０Ｘ６００

１０００Ｘ１０００

１２００Ｘ１０００

４００×４００，４００×４００，６００×５００
（ＡＨＵ－Ｍ－７） （ＡＨＵ－Ｍ－４）（ＥＦ－Ｍ－１２）

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－１７）

１１００ｘ１０００
（ＡＨＵ－Ｍ－４）（ＥＦ－Ｍ－１１），（ＡＨＵ－Ｍ－８），（ＡＨＵ－Ｍ－８）

３００ｘ４００、３５０ｘ４００、３５０ｘ４００

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－１３）

Ｒ Ａ
ＢＯＸ ２２００×６００×７００Ｈ
内貼

４２０００×４００
７２５０ ＣＭＨ

バルコニー席

ＧＷ  ２５ｔ

Ｈ Ｓ

７０００８０００ ７０００ ７０００ ８０００

Ｘ７Ｘ５ Ｘ６ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０

３００×３００
（ＡＨＵ－Ｍ－４）

A1:1/100
A3:1/200

空調ダクト　1階メインホ－ル詳細図（撤去）

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

１２００Ｘ７００

Ｓ
Ａ

ＳＡ

ＳＡ

ＥＡ

ＥＡ

ＳＡ

ＳＡ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

ＳＡ

Ｓ
Ａ Ｒ
Ａ

Ｒ
ＡＳ
Ａ

Ｓ
Ｍ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

ＲＡ

ＲＡ

ＲＡ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

４５０Ｘ４５０

ＳＭ

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－１７）

ＦＶＤ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

（ＥＦ－Ｍ－１１）（ＡＨＵ－Ｍ－４）

以降ＥＦ－Ｍ－１２

（ＡＨＵ－Ｍ－７）

Ｅ
Ａ

４００×４００，４００×３００，４００×４００

以降ＡＨＵ－Ｍ－７

６
３
０

０

Ｙ５

Ｙ６

１内貼 ＧＷ  ２５ｔ１内貼 ＧＷ  ２５ｔ

ＳＡチャンバ－

１内貼 ＧＷ  ２５ｔ １内貼 ＧＷ  ２５ｔ

ＲＡチャンバ－
１０００×４００×１２００Ｈ

１内貼 ＧＷ  ２５ｔ
１０００×４００×１２００Ｈ

ＥＡチャンバ－

ＳＡチャンバ－

ＲＡチャンバ－

６００×５００×６００Ｈ

６００×５００×６００Ｈ

1 2

3 4

5

１内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１内貼 ＧＷ  ２５ｔ

6

7

消音チャンバ－

消音チャンバ－
２０００×２０００×９００Ｈ

２０００×２０００×９００Ｈ

6

2
3 4

5

7

1

２１００×３１００×１０００Ｈ

ダクト切断

ダクト切断×2

ダクト切断

ダクト切断

ダクト切断×3ダクト切断

ダクト切断

ダクト切断

ダクト切断×2

ダクト切断×3
フォロースポット室

シーリング投光室

Ｓ Ａ
ＢＯＸ
内貼

ノズル ３００φ １６

バルコニー席

ＧＷ  ２５ｔ

８００ ＣＭＨ
５００×５００×５００Ｈ

２

２

Ｍー３１



ダクト接続×3

Ｒ
Ａ

～

縮尺

倉庫 倉庫

Ｒ５

Ｒ４

Ｒ３

Ｒ１２

Ｒ１３

Ｒ１４

Ｒ２

Ｒ１

Ｒ１５

Ｒ１６

舞台上部

３００×３００

３００Ｘ３００

１８００Ｘ７００

９００Ｘ７００ ７００Ｘ７００

４００Ｘ４００

１０００Ｘ５００

４００Ｘ３００

４００Ｘ４００

２５０φ

２５０φ

４００Ｘ３００

４００Ｘ３００

４００Ｘ３００ ４００Ｘ３００

１８００Ｘ７００

４００Ｘ４００

４００Ｘ３００４００Ｘ３００４００Ｘ３００ ４００Ｘ３００

７００Ｘ４００

４００Ｘ３００

（ＥＦ－Ｍ－１６）（ＳＭＦ－Ｍ－１）

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－１３）

（ＡＨＵ－Ｍ－４）
１２００Ｘ７００

～～

（ＡＨＵ－Ｍ－４）

１２００ｘ９００４００ｘ９００

ＦＶＤ

４００×４００
７００ ＣＭＨ

ＢＯＸ ６００×６００×５００Ｈ
内貼

フォロースポット室

Ｒ Ａ
Ｈ Ｓ

４００×４００
７００ ＣＭＨ

ＢＯＸ ６００×６００×５００Ｈ
内貼

フォロースポット室

Ｓ Ａ
ＶＨＳ

ＧＷ  ２５ｔ
ＢＯＸ
内貼

４

シーリング投光室

Ｅ Ａ
Ｈ Ｓ ５５０×５５０

２１００ ＣＭＨ
７５０×７５０×５００Ｈ

ＢＯＸ
内貼

１

シーリング投光室

Ｓ Ｍ
金網 １２００×７００

３００００ ＣＭＨ

５５０Ｘ５５０

４００Ｘ４００

４００Ｘ４００

４００Ｘ４００

５５０Ｘ５５０

５５０Ｘ５５０

５５０Ｘ５５０

９５０Ｘ６００

１０００Ｘ１０００

１２００Ｘ１０００

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－１７）

１１００ｘ１０００
（ＡＨＵ－Ｍ－４）（ＥＦ－Ｍ－１１），（ＡＨＵ－Ｍ－８），（ＡＨＵ－Ｍ－８）

３００ｘ４００、３５０ｘ４００、３５０ｘ４００

Ｓ Ａ
ＢＯＸ
内貼

ノズル ３００φ

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－１３）

Ｒ Ａ
ＢＯＸ ２２００×６００×７００Ｈ
内貼

４２０００×４００
７２５０ ＣＭＨ

バルコニー席

ＧＷ  ２５ｔ

Ｈ Ｓ

７０００８０００ ７０００ ７０００ ８０００

Ｘ７Ｘ５ Ｘ６ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０

印 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

Ｒ７

Ｒ６

Ｒ１０

Ｒ８ Ｒ９

Ｒ１１

４００×４００，４００×４００，６００×５００
（ＡＨＵ－Ｍ－７） （ＡＨＵ－Ｍ－４）（ＥＦ－Ｍ－１２）

３００×３００
（ＡＨＵ－Ｍ－４）

A1:1/100
A3:1/200

空調ダクト　1階メインホ－ル詳細図（新設）

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

Ｓ
Ａ

ＳＡ

ＳＡ

ＥＡ

ＥＡ

ＳＡ

ＳＡ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

ＳＡ

Ｓ
Ａ Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

ＲＡ

ＲＡ

ＲＡ

Ｓ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

４５０Ｘ４５０

ＳＭ

１４００Ｘ７００

１８００Ｘ７００

９００Ｘ７００
９００Ｘ７００

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

６００Ｘ６００

１４００Ｘ７００

１８００Ｘ７００ Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ａ

以降ＥＦ－Ｍ－１２

４００Ｘ４００

Ｓ
Ｍ

Ｅ
Ａ

１内貼 ＧＷ  ２５ｔ

４００Ｘ４００

３００Ｘ３００

以降ＡＨＵ－Ｍ－７

２００φ
（ＥＦ－Ｍ－１７）

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

（ＥＦ－Ｍ－１１）（ＡＨＵ－Ｍ－４） （ＡＨＵ－Ｍ－７）

Ｅ
Ａ

４００×４００，４００×３００，４００×４００

６
３
０

０

Ｙ５

Ｙ６

１６

バルコニー席

ＧＷ  ２５ｔ

８００ ＣＭＨ
５００×５００×５００Ｈ

３００φ

３００φ
３００φ３００φ

３００φ

１内貼 ＧＷ  ２５ｔ

ＳＡチャンバ－
１３００×２５５０×１０００Ｈ

１内貼 ＧＷ  ２５ｔ １内貼 ＧＷ  ２５ｔ

ＲＡチャンバ－
１０００×４００×１２００Ｈ

１内貼 ＧＷ  ２５ｔ
１０００×４００×１２００Ｈ

ＥＡチャンバ－

ＳＡチャンバ－

ＲＡチャンバ－

６００×５００×６００Ｈ

６００×５００×６００Ｈ

1 2

3 4

5

１内貼 ＧＷ  ２５ｔ

１内貼 ＧＷ  ２５ｔ

6

7

消音チャンバ－

消音チャンバ－
２０００×２０００×９００Ｈ

２０００×２０００×９００Ｈ

6 7

1

2
5

ＦＤ 3 4 ダクト接続

ダクト接続×2
ＦＤＸ２

ダクト接続×3

ダクト接続

ダクト接続

ダクト接続

ダクト接続

ダクト接続

ダクト接続×2

ダクト接続

シーリング投光室

フォロースポット室

２

２

Ｍー３２



印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

２０

２０

Ｓ

２
０

×
４

２
０

×
４

１００

Ｄ

Ｄ
Ｓ

２
０

１５０ ５０

２
０

×
４

２
０

２０

５
０

６
５

５
０

Ｄ

１００

５
０

Ｄ Ｓ

５
０

Ｏ
Ｓ

　６５

Ｄ

６
５

１
０
０

５
０

Ｄ
Ｓ

１
０
０

５
０

５
０

６
５

１
０
０

５
０

５
０

３
２

６５

１００

ＳＰＪ－１ＳＰ　－１

２
５

３
２

３
２

スノコ

６
５

１００

３
２

８
０

３
２

３
２

Ｄ Ｓ

３
２

６
５

１
０
０

Ｏ
Ｓ

３
２

３
２

３
２

Ｏ
Ｓ

３
２

８
０

Ｏ
Ｓ

Ｏ
Ｓ

６
５

５
０

６
５

舞台

手動開放弁箱×４

　２０×４
　６５

　２０

手動開放弁箱×４

Ｓ

３
２

６
５

ＯＳ

展示室

Ｏ
Ｓ

３
２

ＳＳ

３
２

３
２

１
０
０

３
２

ＳＤ

５
０

雨水貯留槽

３
２

１００×４

１００×４

ＲＦ

１Ｆ

１
７

０
０

０
５

５
０

０

１００

５０

Ｂ１Ｆ

２Ｆ

４
０

０
０

１５０

１
５
０

１５０

１
５
０

１５０
１５０

６
５

２５

１
５
０

×
４

３
２

１５０

１
５

０

８
０

１
５

０

１
５

０

１
５
０

１
５

０

６
５

１
５

０
×

４

１
５

０

１
５
０

８
０

１

１

１）　各ポンプは、消防認定品とする。

２）　＊１は、呼水槽１００ｌ，圧力タンク１００ｌ，盤別置型，三相２００Ｖ，ＶＶＳ始動とする。

３）　＊２は、呼水槽１００ｌ，盤一体型とする。

スプリンクラー補助加圧ポンプ

＊１

ＳＰＪ－

鋼板製

＊２

機　　器　　名　　称

機　器　仕　様

スプリンクラーポンプ

備　　考機器番号 機　　器　　仕　　様

ＳＰ　－ 250φ×150φ×5220L/min×88m×132kw

25φ×20L/min×88m×1.5kw

開 ＪＩＳ－Ｇ－３４５２（白）管ス ー 配型放ＯＳ ラ 用リプ クン

１

　　（ｌ／ｍｉｎ）

基本吐出量

　５０

基本容量 必要水源水量

ポンプ吐出量・水源容量

　　（ｌ／ｍｉｎ）

　　８

　　９０

ポンプ吐出量

ドッ

必要水源容量合計

スプリンクラー＜開放型＞

スプリンクラー

３
　　（ｍ　）

３
　　（ｍ　）

同時個数

　　　　　２００

　　（個，台）

　　　　　１００

設　　備　　名

　　（ｍ　）

　　９０

機器番号 機　　器　　名　　称

記註

　◇　工事区分

　　　　　一次側電気工事，表示警報用電気工事，自火報受信機に至る電気工事，

　　　（スプリンクラー設備）

　　　　　一次側給水工事，図示以降の排水工事　　　　　　　　　　　　衛生工事

　　　　　非常電源，補助散水栓総合盤内蔵機器及び関連電気工事　　　　電気工事

ポンプ全揚程

合　計

ＳＰ　－ スプリンクラーポンプ

　◇　　　　　以降雑排水管に接続

　◇　　　　　以降給水管に接続

　　　　　消火水槽，基礎工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建築工事

損失水頭
アラーム ホース

損　　失　　水　　頭　（ｍ）

損　失
吐出揚程放水圧力

損　失
吸込揚程

×１．１

報

管水 ＪＩＳ－Ｇ－３４５２（白）

線電 線

ポ

ッ

電

管用

排

管

Ｄ

ラ 配プ

計圧

ト

リ

ナーレ

ークン

弁

計連

力

成

フ ー

ポンプ起動用

ートス

ン

力 イス圧

 量 計

チ

棒

流

極位水

プ

シ

ター

ル

ボ ル ッ

フ ブ 継 手キ

弁

レ

制

切

止

口

仕

盤

逆

総合盤組込型．弁２５Ａ．

御プ

弁

型 ）

ホース２５Ａ　２０ｍｘ１本．ノズル２５Ａ

助 水 （

電

栓補 単

結 双口　埋込型　６５Ａｘ６５Ａｘ１００Ａ

独散

送 水

チイスムア ラ

開

連

箱放手 弁動

ー

ッ

端 置試 験 圧力計．弁．オリフィス

ッ

末

プ

ド

動 弁警自 湿式　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ

ン

斉 弁開一 加圧開型　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ

装

放

リ ーラク ヘス

ス

ク ヘ

プ ヘ

ンリ ーラ

称

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２（白）

ンリ

Ｙ型

スＳ

ク ー

考備

ラ ドッ

凡

号記

例

名

プス

０４５００

８　１２．　　１．　７２０ ６

１．６×１．５ 　１２０．

０
　１２０．

３

高感度型１種　　72℃・0.1MPA・80L/min

高感度型１種　　96℃・0.1MPA・80L/min

開放型　0.1MPA・80L/min

一斉開放弁廻り詳細図（電磁弁なし）

ＳＤ

　１５．０　　５．０　２５．７ 　８８．０ ０　２５． ８　　２．０　　６．

スプリンクラ－設備　系統図 A1:N.S
A3:N.S

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

開放型スプリンクラ－
高感度1種（72℃）スプリンクラ－

高感度1種（72℃）スプリンクラ－ 高感度1種（72℃）スプリンクラ－

高感度1種（72℃）スプリンクラ－

高感度1種（72℃）スプリンクラ－

高感度1種（72℃）スプリンクラ－

高感度1種（72℃）スプリンクラ－

Ｍー３３



A1:1/200

印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A3:1/400

Ａ，Ｂ Ａ，ＢＣ

Ａ，Ｂ

Ｆ
Ａ

Ｃ，Ｂ

Ｃ

Ａ，Ｂ

Ｃ，Ｂ

Ａ
Ｃ

Ａ，ＢＡ，Ｂ

Ａ，Ｂ

Ｅ（６００×２００），

Ａ，Ｂ

Ａ，Ｂ

Ｃ

Ａ，Ｂ

Ｃ

Ａ，Ｂ

Ｃ

Ａ，Ｂ

Ａ，Ｂ
Ｃ，Ｂ

Ａ
Ｆ

Ｃ

Ａ，Ｂ

Ｅ（６００×２００），

Ａ，Ｂ

Ｃ
Ａ，

Ｂ

Ａ，
Ｂ

Ａ，
Ｂ

Ａ，
Ｂ

Ｃ

Ａ，
Ｂ

Ａ，
Ｂ

Ｃ

Ａ，
Ｂ

Ａ ，
Ｂ Ｃ

Ａ，
Ｂ

Ａ，
Ｂ

Ａ，
Ｂ

Ｃ

Ｃ，Ｂ
Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ

Ａ

Ｃ，Ｂ

Ａ

Ａ，Ｂ

Ａ

Ｃ２
Ｃ

Ｃ

Ｃ２

Ｃ，Ｂ

ヒ゜ット

ｗ３００×ｈ２００

Ａ，Ｂ
Ｃ Ａ，Ｂ

Ａ，Ｂ

Ｃ

Ｅ（６００×２００）

Ａ，Ｂ，Ｃ

Ａ，Ｂ

Ｆ
Ｅ（６００×２００），
Ｆ

Ｅ（６００×２００），

Ｃ

Ａ，Ｂ

Ａ，Ｂ

Ａ，Ｂ

Ａ，Ｂ

Ａ，Ｂ

Ｈ（９００×８００）

Ｃ

Ａ，Ｂ Ｃ Ａ，Ｂ

Ｈ（９００×８００）

Ａ，Ｂ

Ａ，ＢＡ，Ｂ

Ｃ

Ｈ（４５０×４５０）Ｈ（４００×４００）

Ｈ（４５０×４５０）

Ａ，Ｂ

Ｃ

Ａ，Ｂ

Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ

Ａ，Ｂ

Ｃ
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３５００

５０００

２４
００

Ｘ１０Ｘ９

６３
００

７２
００

７４
００

Ｘ７Ｘ４Ｘ３ Ｘ８Ｘ６Ｘ５

スプリンクラ－設備　地下1階平面図

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

Ｍー３４



Ｄ

Ｃ１

Ｃ２ Ｃ２

A1:1/200

印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A3:1/400

４
０

２５

３
２

３
２

４
０

５
０

４
０

６
５

５
０

５０

２５

３２ ２５

４
０

５
０

４
０

２
５

２
５

２
５

３
２

２５
２５

２
５

２５

５
０

４
０

６
５

６
５

２５ ５０

２
５

５
０

５
０

５
０

３２

６５ ８０

５
０２
５

３２

４
０

４
０

４
０

３
２

４
０

４
０

４
０

２
５

２５２５
２５

２
５

２
５

２５

２
５

２５

２５

４０

２５

２５

２５

５
０

４
０

４
０

２５

２５

２５

２５

２
５

４０

５
０

５
０

６
５

３２

３２

３２

４０

５
０

８０

１
０
０

６
５

６５

１
０
０

５０

８０ ８０ １００

４
０

２
５

２
５

２５

５
０

２５

３２

３
２

３
２

３
２

６
５

６
５

６
５

４
０

２５
５０ ６５

３
２

４
０

２５

２５

２５
２５５０

４
０

２５

１
０
０

２
５

２
５

３
２

１
０
０

２５

２
５

６５

２５

４
０

５０

８
０

２５

２５

２５

５
０

６
５

６５

６
５

５
０

２５

３
２

４０

３
２

２
５

２５

２５

３
２

５０

６
５

３２

２５

４
０

３
２

２５

２５

６
５

６
５

２５

３２

１
０
０

１
０
０

６５

２５

３２４０６５ ５０ ５０

４
０

２５

２５

１
０
０

２
５

２
５

１
０
０

１
０
０

２
５

２５

１００

２
５

６５

１
０
０

２５

２５

２５

８０ １００

２５

１００

２
５

２５

２５

８０

８０

１
０

０

３
２

１５０

２５

２
５

１００

１
５
０

１
５
０

６
５

２
５

１００

１００

６
５

６
５

１
０
０

１００

２
５

３
２

４
０

４
０

２
５

２
５

２
５

２５ ３２

２
５

４
０

３
２

２
５

２５

２５

８０

２５

２５ ２５

８
０

２
５

２
５

６５

６
５

２
５

４０

２５

６５

２５

５０Ａ×４箇所

６５

６５

１００

１００

１００

２５

８０

１００

２
５

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｄ

ＳＳ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

５
０

２
５

１
０
０

５
０

５
０

５
０

３
２

５
０

２５

８
０

２
５

６
５

ＯＳ

６５，１００

Ｓ

２０×４，６５，１５０

ＯＳＤ

２０Ａ×４

ＯＳ

６５，１００，６５

Ｄ

２０Ａ×４

ＯＳ

Ｓ

ＤＳ

５０，８０

６５

ＯＳ

１５０×４

Ｄ
ＯＳ

６５，１５０

ＯＳＳ

１５０，６５

Ｓ

５０

６５

Ｓ

５０５０

Ｓ

８０

Ｓ

３２

８０

Ｓ

５０

Ｓ

２５

６
５

２
５

Ｄ

４
０

２
５

３
２

２
５

Ｓ

２
５

２
５

便所

前室
Ｍ１

主催者

舞台
前室１

客用便所２

風除室

２
風除室

舞台備品庫Ｍ

ホワイエＭ１

空
調
機
械
室
６

風
除
室

情報・交流コーナー

多目的

ＤＳ

階段１

ＤＳ

市民ラウンジ

エントランスロビー

ＰＳ

控室

電話
自販機コーナー１

楽屋便所２

１

ロッカー室１

搬入口Ｍ

空調機械室２

ＤＳ

スペース

多目的
便所４

楽屋便所１

舞台Ｍ

シャワー
室２

幼児便所

ＤＳ

シャワー

スピーカー

物入 室１

舞台前室２

舞台
前室３

光庭

客用便所１

メインホール

スピーカー

テラス

階段２

スペース

客席Ｍ１

ＤＳ

ＰＳ

ＥＰＳ

前室Ｍ２

照明音響

備品庫４

備品庫３

器材倉庫

ＥＶ

備品庫１

多
目
的

備
品
庫
Ｂ
１

備品庫２

客
用
便
所

客用便所

客用便所

客席収納庫

スロープ

コリドー

ス
タ
ジ
オ
Ｃ

備
品
庫
Ｂ
２

便
所
３

ロ
ッ
カ
ー
室

多目的便所２

ロ
ッ
カ
ー
室

自
販
機

コ
ー
ナ
ー

空
調
機
械
室
４

備
品
庫

備品庫

風除室

階段

備品庫

客
用
便
所

廊下

備
品
庫

備
品
庫

予
備
庫

パ
ン
ト
リ
ー

ス
タ
ジ
オ
Ｄ

楽
器
・
備
品
庫

ス
タ
ジ
オ
Ａ

ホ
ワ
イ
エ
Ｓ
１

空
調
機
械
室
５展
示
・
会
議
室

マ
ル
チ
ホ
ー
ル

ラ
ウ
ン
ジ

コ
リ
ド
ー

ア
ト
リ
エ

湯
沸
・
収
納
庫

物
品
庫

コリドー

展
示
室

水
廻
り

マ
ル
チ
ホ
ー
ル

空
調
機
械
室
７

ス
タ
ジ
オ
Ｂ

前
室
Ｓ
１

風
除
室
７

マ
ル
チ
ホ
ー
ル

舞
台
備
品
庫
Ｓ

搬
入
口
Ｓ

風
除
室
３

ピ
ア
ノ
庫
Ｓ

前
室
Ｓ
２

楽
屋
４

マ
ル
チ
ホ
ー
ル

楽
屋
事
務
室

マ
ル
チ
ホ
ー
ル

楽
屋
１

楽
屋
２

楽
屋
３

５
０

２
５

２
５

５
０

５０

２
５

５
０

２
５

２５
４０

２５

１
０
０

３
２

１
０
０

１
０
０

２５、６５

８
０

８
０

８
０

２
５

３
２

２
５

２
５

１
０
０

６５
２５

１００

４０

１
０
０

１
０
０

４０

２５

１００

１００

２
５

５０

１００

１００

１００

２
５

４
０

５
０

１
０
０

３
２

４
０

１
０
０

２
５

１００

８０

６５

６５

８０

４０

４０ ２５

２５

２５

１
０
０

５０

２５

３２

４０

４０

２
５

廊下４

楽屋３

楽屋２

廊下３

便所１

廊下１廊下２

楽屋１

メインホール

楽屋４
メインホール

メインホール

楽屋５
メインホール

メインホール

便所２

ピアノ庫Ｍ
廊下５

アーテイストロビー

事務室

楽屋事務室Ｍ

託児室

ＥＰＳ

自販機コーナー４応接室会議室

湯沸室

階段

６

ドライエリア

風除室

２５

１
０
０

１００

６５

１
０
０

１００

１００

２５

２
５

３２

３２

５０

２
５

２
５

２５

５０

２５

３２

２５

２５

５０，１００

４０

５０
５０

５０

２
５

２
５

Ｓ

２
５

６５，１００

Ｄ

２
５

Ｘ４ Ｘ７Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ５

Ａ１３

Ａ１１

Ａ１５

Ａ１４

Ａ１２

Ｘ８Ｘ６ Ｘ９

Ｙ６ａ

Ｘ１０

Ｒ５

Ｒ３

Ｒ７

Ｒ９

Ｒ４

７５００９８００

Ｒ６

７３
５０

Ｒ８

Ｒ１

Ｒ２ Ｒ１５

Ｒ１６

Ｒ１４

Ｒ１１

Ｒ１０

Ｒ１３

Ｒ１２

Ａ１０

Ｂ８

Ｂ ７

Ｂ９

Ｂ１
１

Ｂ１
０

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ４

Ｂ６

Ｂ５

Ｂｂ
５

Ｂ４

Ａａ６

Ａａ７

Ａ７

Ａ８

Ａ９

Ｂ１

Ｂ３

Ｂ２

Ａ２

Ａ１

Ａ３

Ｂ１

Ａａ３

Ａ４

Ａ６

Ａ５

Ａａ１

Ａａ４

３９
００

３９００

７６
５０

２３
７０

０
８２

５０

３４００

１２００

４００

３２５０

１７５０

３５００

５０００

５９００

５０００

５０００

２７０００

２７
８０

０

７１５０

５７００

５０００

１０００

４１
００

５３
００

８４
００

１２
００

５２
００

３５
００

５０
００

１１００

１４００

１４
００

４８
５０

１４
５０

７０
５０

２３
００

３５００

Ｙ１

Ｙ２

７４
００

６３
００

２４
００

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

７０００７０００８０００７５００５０００

７４
００

７２
００

６０
００

７０００ ８０００

Ｙ８

１３００

５０００

６５００

５０００

５０００

１３００

７１５０

５０００

５０００

５０００

５５
０

３５
００

４２
００

２１
００

６５００

３７
００

６８
５０

１５
００

５２
００

５０
００

スプリンクラ－設備　1階平面図

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事
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A1:1/200

印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A3:1/400

２
５

２
５

８
０

６
５

６
５

４
０

４
０

２
５

６５

２
５

６
５

６５，１００，６５

２５

ＳＤＳ

６
５

６
５

５０

４０５０

３２

５０

Ｓ

５０

Ｓ

５０Ａ×４箇所

ＳＳ ＳＳ

Ｄ

６５，１００，６５

ＳＳ

６５６５

Ｓ

ＳＳ

６５，１００

４
０

ＤＳ

３
２

Ｓ

１００

２
５

１００

４０４０

Ｓ

５０６５

Ｓ

２５

６５、２５

Ｓ

２５２５

６
５

５
０

６５

５０

３
２

８
０

５
０

５０

５
０

３２

５０

２５

６
５

２
５

２５

２
５

ＳＳ

１００，６５，１００，６５
Ｄ

４０，５０，６５

ＳＳ

５０，８０，６５

Ｓ

２５

Ｓ

２５

８
０

ＳＳＤＳ

６５Ａ，１００Ａ

２５Ａ下部階段へ

３２Ａ×２末端試験配管
マルチホール天井内へ　 マルチホール天井内より

５
０

４
０

３
２

２５

Ｓ

ス
タ
ジ
オ
Ａ
上
部

ス
タ
ジ
オ
Ｂ
上
部

Ｓ

マルチホール天井内より マルチホール天井内へ

Ｓ

４
０

４
０

４
０

４
０

５
０

５
０

５
０

５
０

３２

２５

５０

５０

２
５

２
５

２
５

２
５

５０

３
２

３
２

５０

２
５

５０

２
５

３
２

２
５

３
２

５０

２
５

３２

５０
３２

２
５

２
５

５
０

５
０

２５

５
０

６５

５
０

４０

３
２

２５

１
０
０

１５０，１５０，１５０，１５０

１５０，１５０，１５０，１５０

ＯＳ

６
５

ＯＳ

２５

２
５

５
０

２５

４
０

２
５

４
０

４
０

６５

３２

４
０

４
０６５

５
０

４
０

２５

１
０
０

６
５

２
５

６
５

６５

８
０

３
２

８
０

５
０

２５

２
５

１００

２５

４
０

１
０
０

３
２

４
０

４
０

２
５

３
２

２
５

３
２

ダクト上下

ダクト上下

ダクト上下

１００

６
５

２
５

２
５

５０

３
２

ホワ
イエ

Ｓ２

テラ
ス３

ＲＤ

ＥＰ
ＳＤ Ｓ

ＦＬ
＋５

００

側
舞
台
上
部

機
械
室

排
煙
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト

ＲＤ

ＤＳ

ＦＬ
＋１

３０
０

ＤＳ

効
果
室

ＰＳ

搬
入
口
上
部

ＦＬ
＋８

００

前室
Ｓ３

３６００×２３００×６００ｈ
２４００×１２００×６００ｈ

８－３２－２

３７００×４００×６００ｈ

２４００×１６００×６００ｈ

８－３２－１

８－３２－１

３６００×２３００×６００ｈ
１８００×１０００×６００ｈ

ＲＤ

８－
３２

－２

側
舞
台
上
部

ＤＳ

ホワ
イエ

上部

ＦＬ
＋１

２０
０

８－３２－１

ＦＬ
＋８

００

Ｎ

テラス２

ホワイエＭ２

効果室Ｍ

Ａ１４

Ａ１５

Ａ１２

光庭上部

前庭上部

Ａ１１

Ａ１０

Ａ９

Ａ８

Ａ１３

－３２００（１ＦＬ±０）

自販機
エントランスロビー上部

Ｙ６ａ

アラーム
弁室

コーナー２

ＥＰＳ

ＤＳ

ＤＳ

客席Ｍ１

ＤＳ

ハト小屋

搬入口上部

屋外機械置場

ＥＶ

Ｂ５

Ｂ４

Ｂ ７

Ｂ６

Ｂ１

Ａａ３

Ｂ３

Ｂ２

２５００

４４００

１４００
２１００

Ｂ９

Ｂ８

Ｂ１
１

Ｂ１
０

Ａａ６

Ｂｂ
５

Ａａ７

Ａ７

Ｂ２

Ｂ１

Ｂ４

Ｂ３

Ａ１

Ａａ１

Ａ３

Ａ２

Ａ４

Ａ６

Ａａ４

Ａ５

７１５０

１３００

５０００

３５００

５０００

５０００

５０００

５０００

５０００

５７００

２７０００
７１５０

５９００

５０００

５０００

３５００

５５
０

４２
００

５２
００

３５
００

２１
００

Ｙ８

６５００

ＳＵＳク゛レーチンク゛

５０００

５０００

１３００

６５００

１５
００

５０
００

６８
５０

３７
００

２７
８０

０

４８
５０

１４
００

１２
００

１４
５０

７０
５０

ス
タ
ジ
オ
Ｄ
上
部

空調
機械

室３

２３
００

９０００

４１
００

展
示
・
会
議
室
上
部

展
示
室
上
部

２００

５３
００

７６
５０

４００

３２５０

８２
５０

Ｒ５

１７５０

３９００

５０
００

３９
００

３５
００

２３
７０

０

１４００ ス
タ
ジ
オ
Ｃ
上
部

１２００

３４００

１１００

１０００

Ｙ７

Ｘ１ Ｘ２

舞台上部

ＤＳ

Ｘ７Ｘ５Ｘ３

Ｒ１

Ｘ４

Ｒ１４

５２
００

Ｒ１３

Ｒ２ Ｒ１５

Ｒ１６

ＤＳ

屋外機械置場

テラス１

ＰＳ 階段６

ＰＳ

前室Ｍ６

ＤＳ

上部

Ｘ６ Ｘ９

前室Ｍ４

ＥＰＳ

Ｘ８

７０００

Ｒ１２

前室Ｍ５

６０
００

８４
００

７４
００

前室Ｍ３

７０００

７２
００

７０００

６３
００

８０００

Ｘ１０

Ｙ３

Ｙ４

２４
００

Ｒ１０

７４
００

Ｙ６

Ｒ９

Ｙ１

Ｒ３

Ｙ２

Ｒ４

スタッフルーム

Ｒ８

Ｒ１１

９８００

Ｙ５

７５００

Ｒ７

Ｒ６

５０００

７３
５０

８０００７５００

スプリンクラ－設備　2階平面図

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

Ｍー３６



２５
８
０

５
０

Ｓ

A1:1/200

印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A3:1/400

２５

６５Ａ２階効果室へ

４０，５０，６５

２５

Ｓ

Ｓ Ｓ

６５

Ｓ

６５

ＳＳ ＳＤ

１００，６５

Ｄ

４０

１００，６５１００，６５

ＯＳ

１５０，１５０，１５０，１５０

Ｓ

ＯＳ

１５０，１５０，１５０，１５０

Ｄ

ＳＤ

２階前室より

３
２３
２

３
２

３
２

２
５

３
２

３
２

３
２

３
２

２
５

１
０

０

４
０

６
５

５
０

８０

１００

１
０
０

１
０
０

４０

４０

３２

５０

５０

６
５

６
５

６
５

３２

６
５

２
５

２
５

２
５

２
５

２
５ ５０

５０

５０

２
５

４０

５
０

６５

２５

３２４０４０

６
５

２５ ２５３
２

５
０

２５２５

３２

６
５

５
０

５
０

２
５

６
５

６
５

４
０

２５

２５

３
２

４
０

２５

２５

３
２

２
５

５
０

５
０

５
０

４
０

６
５

８０

５
０

８０

６
５

６
５

８
０

５
０ ２５

６
５

５
０

５
０

６
５

６
５

４
０

６
５

６
５

６
５

６
５

２
５

４
０

５
０

３
２ ６
５

ＦＬ
＋２

００

ＦＬ
－１

００
０

８－
３２

－２

ＦＬ
＋２

００

ＦＬ
－３

００

ＦＬ
＋２

００

ＤＳ

ＦＬ
－１

００
０

オー
ハ゛

ーフ
ロー

管　
ＳＵ

Ｓ 
φ５

０

８－
３２

－２

８－３２－２

８－３２－１

８－３２－１

８－３２－１

８－３２－１

機
械
室

ＦＬ
－１

００
０

Ｄ Ｓ

ＤＳ

ＲＤ

ＥＰ
Ｓ

Ｎ

調光機械室

ＤＳ

フロントサイト゛

客席Ｍ２

ホワイエＭ２上部

ＤＳ

音響機械室

Ｂ９

フロントサイト゛
投光室

ＤＳ

投光室

Ｒ３

Ｒ２

Ｒ１

Ｒ６

Ｒ４

舞台上部

Ｒ５

Ｃ２

Ａ２

Ｂ３

Ｂｂ
５

１３００

Ｂ１

Ａａ１

Ｂ２

Ａ３

Ｂ ４

Ｂ１

Ｂ８

Ｂ２

Ｂ１
０

Ｂ４

Ｂ１
１

Ｂ３

Ｂ ７

Ｂ６

Ｂ５

Ａ１

Ａ１３

Ａ１２

Ａ１１

Ａ１０

Ａ１５

ＤＳＤＳ

Ａ１４

ＤＳ

Ａ８

Ａ４
Ａａ２

Ａａ４

Ａ５

Ａａ６

Ａａ５ Ａ９

Ａ７

Ａ６

５０００

５０００

５０００

４２
００

２７
８０

０
２３

７０
０

１２００

６５００
１３００

６５００

５０００

４００

５０００

２７０００

５７００

３５００

３５００

５９００

５０
００

１５
００

５０００

６８
５０

５０００

３９００

２３
００

７０
５０

４８
５０

１７５０

３２５０

１４
００

８４
００

３５
００

３７
００

１２
００

５３
００

４１
００

７６
５０

５３
５０

３５
００

１３００

５０００

３４００

１１００ ３９００

１４００

５０
００

５２
００

１０００

５０００

８０００

７３
５０

６０
００

７０００７０００７０００

７４
００

２４
００

５０００

７４
００

６３
００

７２
００

Ｒ８

Ｒ１１

Ｒ１２

Ｒ１０Ｒ７

Ｒ９

Ｒ１５

８０００７５００

Ｒ１３

Ｒ１６

Ｒ１４

９８００

Ｙ３

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ２

Ｙ４

Ｙ５

７１５０

７１５０

５０００

Ｙ８

１３００

５０００

Ｘ８Ｘ６Ｘ５

７５００

Ｘ１０Ｘ９Ｘ２Ｘ１

Ｙ１

Ｘ７Ｘ４Ｘ３

スプリンクラ－設備　3階平面図

１
０
０６

５

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

Ｓ

配管切断・接続×2ヶ所配管切断・接続×2ヶ所

配管切断・接続

配管切断・接続

配管切断・接続×2ヶ所

配管切断・接続×2ヶ所

注記）太線表記スプリンクラ－配管の撤去・新設を行う。

　　　(マルチホ－ル、メインホ－ル、ホワイエ内）

　　　スプリンクラ－ヘッドは高感度一種（72℃）とする。

６５ ６５

配管切断・接続
配管切断・接続

２５

２
５

Ｍー３７



６
５

A1:1/200

印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A3:1/400

８０

ＯＳＯＳ

ＯＳ

ＯＳＯＳ

５０

１５０，１５０，１５０，１５０

６５５０

ＯＳＯＳ ＯＳ

ＯＳＯＳ

１５０，１５０，１５０，１５０，８０

ＯＳ

ＯＳ

ＯＳ

６５

６５５０

１５０，１５０，１５０，１５０，８０

５０

ＯＳＯＳ

１５０，１５０，１５０，１５０，６５

６５ ６５

ＯＳ

２５２５

ＯＳ

ＯＳ

８０６５

Ｓ

ＯＳ

ＯＳ

１５０，１５０，１５０，１５０，６５

ＯＳ

Ｓ

ＯＳ

ＯＳ

ＯＳ

ＯＳ ＯＳＯＳＯＳ

５０５０ ６５

１５０，１５０，１５０，１５０，８０

３
２

８
０

８０

ＯＳＯＳＯＳ

１５０，１５０，１５０，１５０，６５

８０６５ ６５

５０

Ｓ Ｓ Ｓ

５０ ８０８０５０

３
２

５
０

Ｓ

２
５２

５

５０

５０ ６５

４０

４０

４０ ４０ ５０

５０

５０

５０ ４０

１５０
１５０

１５０

１
５
０

１
５
０

１
５
０

４０ ４０

４０

５
０

５０４０

４０ ４０４０６５ ６５ ４０

４０

１５０

１５０

１５０

５０

４０

１５０

５０

５０ ５０４０ ４０４０ ６５６５６５

５０６５ ６５

１
５
０

６
５

５
０

５
０

５
０

５
０

５
０

５
０

５０

２５

３
２

２５ ２５
３２

５０

３
２

３２

２
５

２５

２
５

２
５

２５２５ ２５ ２５

２
５

６
５

６
５

５０５０

３２３２

３
２

３
２

２
５

２
５

２
５

２
５

２
５

２
５

２
５

２
５

２
５

１
０
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

２
５

２
５

２
５

２
５

２
５

２
５

６
５

２
５

２５ ２５

２
５

２５

６
５

２
５

３
２

２
５

２
５

８
０

８
０

３
２

３
２

８
０

３
２

２５

８
０

８
０

２
５

６
５

５０

５
０

２５

５
０

２５

５０

２５

３
２

４０

２５

２
５

５０

２
５

５０

２５

４０

４
０

２５

５０

８－３２－２

８－３２－２
８－３２－２

８－３２－２

８－３２－２

８－３２－２

８－３２－２
８－３２－２

８－３２－１

８－３２－２

８－３２－２
８－３２－２

８－３２－２

８－３２－２

８－３２－２

８－３２－２

８－３２－２

８－３２－２

Ｎ

赤色灯

Ｒ１＋１２０

ＰＳ
Ｒ１＋３０１０

ＤＳ

倉庫ＰＳ

ＰＳ

ＥＰＳ

客席上部

ＤＳ

ＥＰＳ

客席上部

ＰＳ

ＥＰＳ

舞台上部

空調機械室・ファンルーム上部

ＥＰＳ

ＤＳ

ＰＳ
倉庫

第２ギャラリー

ＰＳ

ＥＰＳ
ＥＰＳ

Ｒ１＋１２０

ＰＳ

ＥＰＳ

舞台上部

第２ギャラリーレベル平面図

Ｒ１４

Ｒ１５

Ｒ１６

Ｒ１３

Ｒ１０

Ｒ１２

Ｒ１１

Ｒ３ＦＬ平面図

フロントサイト゛

ＤＳ ＤＳ

投光室上部

（別途工事）

太陽光発電池範囲

屋根材一体型

Ｒ９

Ｙ４

空調機械室・ファンルーム上部

スノコ

Ｙ５

ＰＳ

ＥＰＳ

Ｙ３

Ｒ４

Ｒ６

Ｒ７

Ｒ８

Ｒ５

Ｒ３

Ｒ２

Ｒ１

Ｒ１０

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ１１

Ｒ９Ｒ８

シーリング投光室

フォロースポット室

Ｒ５

Ｒ６

Ｒ７

Ｘ１０Ｘ９Ｘ８

屋上

Ｒ１６

Ｒ１５

Ｒ１４

Ｒ１３

Ｒ１２

Ｘ５

Ｒ１

Ｒ２

７０００７０００８０００８０００７０００ ７０００

４０００

７４
００

７４
００

７０００ ８０００

４０００

７０００ ８０００

７３
５０

７０００８０００ ７０００

７４
００

７０００８０００

７４
００

６３
００

７２
００

Ｘ７ Ｘ８Ｘ６ Ｘ５Ｘ１０Ｘ９

Ｒ１６

Ｒ１５

Ｒ１４

Ｘ５

舞台上部

空調機械室・ファンルーム

Ｒ１＋１２０

フライタワー屋根伏図

客席上部

フロントサイト゛

投光室上部

ＤＳ

Ｘ８Ｘ７Ｘ６

Ｒ１ＦＬ平面図

Ｘ１０Ｘ９

舞台上部

Ｘ６ Ｘ７

Ｒ２ＦＬ平面図

Ｒ１

第１ギャラリー

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ８

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｒ１０

Ｒ９Ｒ８

Ｒ１３

Ｒ１２

Ｒ１１

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ７

Ｒ６

Ｒ５

Ｒ２

スプリンクラ－設備　メインホ－ル上部平面図

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

客席シーリングレベル平面図

４０，２５

Ｄ Ｓ

２５ ６５，１００

Ｓ Ｓ Ｄ Ｓ

５０

Ｓ

５０

Ｓ

８０

注記）太線表記スプリンクラ－配管の撤去・新設を行う。

　　　(マルチホ－ル、メインホ－ル、ホワイエ内）

　　　スプリンクラ－ヘッドは高感度一種（72℃）とする。

配管切断・接続配管切断・接続配管切断・接続配管切断・接続

配管切断・接続 配管切断・接続配管切断・接続配管切断・接続

Ｍー３８



印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

株式会社 綜企画設計 埼玉支店
一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （４） 第９５２４号

･6.9

･6.8

7.0

･9.0

7.0

･6.80

･6.80

･6.2

･6.6･6.2

･5.0

･5.3

･8.0

6 .
07

･7.0

･6.6
･5.0

WL=6.07 ･5.3

6 .
47

･7.0

･6.6

･5.3

･8
.0

･5.3

･7.06.07

･7
.0

6.47

･6.6

･6.9
･6.7

･6.8

･7.0

･7.0

･6.8 ･9
.0

･9.5
･6.9

･7.
0

･8
.0

･9
.0 ・

7.
2

･6.5･7.0

･7.5

・
7.
3

･6.6

・
7.2

・7.4

7.10

6.80

6.87

外構工事 建築工事

7.2

7.10

7.03

6.80

IP-9

IP-10

IP-17

IP-11

IP-12

6.91

7.0

6.8

ラグーン

量水器２５Ａ新設（ボックス・ＧＶ共）

25HIVP（既存利用）

井戸

Ｐ－４ベントポンプ撤去・新設

既設配管1.0m撤去・量水器割込設置、根切・接続配管見込む

A1:1/150
A3:1/300

井水設備　屋外配管図

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

Ｍー３９



印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

株式会社 綜企画設計 埼玉支店
一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （４） 第９５２４号
A1:
A3:

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

1/600・2000

Ｐ

Ｐ

8-32-1

T-11

1803-1

1802-12

25T.2 Ｍ

電

桝

電
電

防

防

看板

看板

看板

KBM-1
Ｈ＝10.000ｍ

案内板

As

As

1,000

1,000

20
0

50
0

道路中心線

･7.3

道路境界線 105200

止
まれ

道
路
中
心

線

道
路

境
界
線
 1
4
8 3
00

隣
地
境

界
線
 
12
1
87
0

隣地境界線 133940

･7.0

･6.6･6.2

･5.0
･5.3

･8.06.
07

･7.0
･6.6･5.0 WL=6.07 ･5.3

6.
47

･7.0

･6.6
･5.3

･8
.0

･5.3

･7.06.07

･7
.0

6.4
7

･6.6

･6.9･6.7

･6.8
･7.0

･7.0

･6.8 ･9
. 0

･9.5･6.9
･7.

0

･8
.0

･9
.0

・
7.
2

･6.5･7.0

･7.5

・
7.
3

･6.6

・7.2

・7.4

外構工事 建築工事

6.
8

7.2

止ま
れ

IP-9

IP-10

IP-17

IP-11

IP-12

止ま
れ

軽

軽軽

カスケード

6.7

7.4

7.2

6.8

6.6

6.5

7.5

7.0

6.8

8-3 2-1

アンテナ基礎

8-
31

-3

8-
32

-2
8-

3 2
-2

FL
+4

50

8-
31

-3

8-
31

-3

H = S L +6 8 0

設 備 基礎

H = S L +6 8 0

設備 基 礎

設 備基 礎

H= SL + 6 8 0 H = S L +6 8 0

設 備 基礎

設 備基 礎

H= S L +6 8 0 H =S L + 6 8 0

設 備 基礎

H= S L + 68 0

設 備基 礎

設 備基 礎

H= S L +6 8 0

市民文化会館

7 00×7 00×50 0h

散水栓

N

メインホール

県道334号線

富士見川越バイパス

国道254号線

1/300・1000

ラグーン

マルチホール

文化支援施設 創造支援施設

進入経路

退
出
経
路

搬入配置図（揚重機）

進入経路

7,
6
0
0

屋上楊重時：ラフタ－クレ－ン75ｔ

地下1階楊重時：ラフタ－クレ－ン50ｔ

退出経路

敷鋼板W1500×L6000×ｔ22　18枚　設置期間：1か月

Ｍー４０



印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

株式会社 綜企画設計 埼玉支店
一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （４） 第９５２４号

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

・
ｦ・

ｬ・
具

ｼ抵
ｼ呻

ｼ撰
ｼ・

・
托
ｼ
撰
ｼ
撰
ｼ
｡

・
ｭ・

ｶ・
費
ｼ搾

ｼ・

・
ｭ・

ｶ・
費

ｼ搾
ｼ・

・
ｭ・

ｶ・
費
ｼ搾

ｼ・

・ ｳ・抵ｼ撰ｼ｡縲 ・ ｦ・ ｬ・具ｼ托ｼ呻ｼ包 ｼ・

A

A

BB

地下1階機械室搬入図 A1:1/70
A3:1/140

Ｍー４１

X2 X3 X4 X5

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y1

Y2

Y3

Y4

1,
60

0

繝√Ν繝ｭ繝ｼ繝ｩ繝ｼ

1,800

3,450

謗呈ｰ励ム繧ｯ繝・

7,500 5,000 7,500

6
,0
0
0

2
,
40
0

7
,
40
0

7
,4
0
0

7
,
40
0

2
,
40
0

6
,0
0
0

上部既設配管あり
搬入用ステ－ジ長さ：5000

楊重有効開口：4500

2分割長さ：3660

2分
割
幅

：
1
25
0

天端：FL+150(下端：FL-250)
搬入用ステ-ジ高さ：H400

搬入用導線天端高さ：2400
天端：FL+150(下端：FL-50)

上部ベントキャップ有

楊
重
有

効
開

口
：

20
0
0

2
,
2
00

3
50 4,250

①

⑤

②

③

⑦

④

⑥

⑧

⑨

⑩

⑪

⑬

⑫

⑦

搬入用導線天端高さ：H150
天端：FL+150(下端：FL±0

ハッチング部分の取外し・復旧を見込むこと
上部排気ダクト干渉の可能性があるため

EA 750×850

回転時干渉

(800Lx600Wx880H)
既設薬注装置搬入時取外し

CP
1-2

CP
1-2

MH

1-2
CHP
2-1

HD
CHS

CHP
2-1

HP
2-1

HP
2-1

HD
CHS

CHP
1-1

CHP CP
1-1

HEX
1

HEX
1

HEX

1

2

RH

HD
CR

CP CP
2-2

CP
2-1 2-1

HD
CS

AHU
M-5

HD
HR

HD
CHR

AHU
M-3

HS100A

H R100A

HS50 A

▽
FL
±

0

チルロ－ラ－

1
,
25
0

2,020 63

400

200

重
心

重
心

搬入用導線天端(FL+150)

扉開口高さ:2500

有効開口:2475

150

25

850

7
50

2,233 63

150

チルロ－ラ－

2分割機器高さ:2020

ダクトフランジ下端:2380

2,000

1
,8
3
5

Ａ断面図

以降ダクト、取外し・復旧

有効開口幅:2010(扉取外し)

有効開口:1570(扉有)

1,250

2,
0
2
0

2
,2
3
3

1
5
0

2
5

6
3

▽FL±0

4
50

×
6
0
0

有
効
開

口
高

さ
:
2
47
5

有
効

開
口
高

さ
:
2
47
5

ダ
ク
ト

フ
ラ
ン

ジ
下

端
:
2
38
0

▽搬入動線天端

Ｂ断面図

搬入用ステ－ジ高さ:H400

搬入用導線天端高さ:H200

天端:FL+150(下端:FL-250)

天端:FL+150(下端:FL-50)

搬入用導線天端高さ:H150
天端:FL+150(下端:FL-0)

重心

重心
排気ダクト

凡例

60
0

800



印 縮尺 図面番号

設計年月工事名称

図面名称
事

記

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 （３） 第９５２４号
株式会社 綜企画設計 埼玉支店

一級建築士（大臣）第289686号 　管理建築士　樋口　勉

業務名称

A1:N.S
A3:N.S

富士見市民文化会館キラリふじみ大規模改修機械設備工事

中央監視装置詳細 Ｍー４２

１　システム概要

本中央監視装置は、省力化、省エネルギー化、安全性の確保、快適環境の実現等を目的とした熱源・空調・衛生・受変電等の各種機器の総合的、

効率的な管理、監視、制御を行う。

２　機器仕様一覧

中央監視装置 1台

専用のソフトウェアによりシステム管理情報の表示・操作及び、各種プログラムの設定、変更を行う。マウスにて画面の選択及び操作を行う。

盤面設置タッチパネルPC OS：WINDOWS CPU：インテルCORE　i　3以上 ﾒﾓﾘ：8GB以上

通信：Modbus／TCP　記憶装置：SSD　マイクロソフトEXCEL　ウイルスセキュリティソフト

３　基本機能

（１）共通機能

Ａ　操作方法

マウス、キーボードにより操作を行う。

ユーザーＩＤとパスワード（最大２００）登録し、各機能画面に対して、操作の許可範囲を設定できる。

Ｂ　ユーザー管理

Ｃ　モジュール/リモートユニット状態監視

システム構成機器の状態、通信状態を常時監視し、異常時には警報を発する。

Ｄ　保守登録

定期点検中、保守中の管理点を保守登録することにより、監視、制御やスケジュール対象から除外することができる。

（２）監視

Ａ　状態監視

管理点の状態、計測値、計量値の監視を行う。

Ｂ　警報監視

管理点、システム構成機器の警報発生、復帰の監視を行う。

管理点の警報発生時には、最新の警報内容を専用エリアに表示するとともに、発生した警報に応じたインジケーターの点滅表示を行う。

また、ブザー鳴動を行う。

Ｃ　発停失敗監視/状態不一致監視

中央監視より発停指令後、一定時間機器の状態が変化しない場合、また中央監視の指令と機器の状態が不一致となったときは、警報を

発する。

（３）表示

Ａ　画面スクロール機能

各種一覧画面や、グラフィック画面等で画面上に全ての情報を表示しきれない場合は、スクロール機能により画面を移動させ表示すること

ができる。

Ｂ　最新警報情事

最新の警報内容を画面の専用エリアに表示する。

Ｃ　管理点一覧機能

各管理点のグループ毎に一覧形式で表示する。

（４）操作

Ａ　機器個別発停操作・設定値変更

関連するグラフィック画面またはリスト画面より管理点を選択して機器の発停操作・設定値の変更を行う。

発停操作時は、確認動作を入れた３アクション操作（操作-確認-実行）とする。

確認操作時、メッセージ表示によりオペレーター注意を促す。

Ｂ　積算値プリセット

積算値・運転時間は手動でプリセットできる。

（５）印字

表示中の画面イメージを指定したプリンタに印字/保存できる。

４　制御機能

（１）共有

Ａ　カレンダー制御

平日、休日、特別日１～６の設定が２年先までできる。

Ｂ　タイムスケジュール制御

中央監視装置からの操作対象機器をタイムプログラムに登録し、自動的にスケジュール発停操作を行う。

スケジュールは、マスタースケジュールと実行スケジュールを有する。

マスタースケジュールで日付種別に対いて機動、停止時刻を設定する。

カレンダー情報としてマスタースケジュールにより、当日も含む７日間の実行スケジュールを作成する。

実行スケジュール上で機動・停止時刻の確認ができる。

対象機器に対して機動/停止の出力動作は分刻みで回数制限なく設定できる。

管理点の状態変化・警報発生等を条件として、操作対象機を指定した状態（機動/停止等）に動作させる。

（２）電気

Ａ　停電制御機能

Ｃ　機器連動制御

商用電源断検出時、ブザー鳴動する。また、一般時刻制御は実行保留とする機能を有する。ただし、火災処理制御と手動操作は実行できる。

Ｂ　復電制御機能

商用電源が復帰した時は、復電制御を行うことができる。

発停点はスケジュール時間ＯＮ時間内であれば起動を行う。

Ｃ　電力デマンド制御機能

デマンド予測が目標電力を超過しないように負荷の遮断を行うことができる機能。

（３）防災

Ａ　火災処理制御機能

火災信号入力時、ブザー鳴動、インジケーター点滅表示により通知を行い、火災信号入力時、空調機等の関連機器を自動的に停止する

ことを可能とする。
火災時の動作は他の制御より優先して実行する。

（４）熱源

蓄熱時間帯に、蓄熱層の蓄熱量が設定値となるように蓄熱運転を行う。

Ｂ　冷水２次ポンプ３台台数制御

Ａ　チラー２台、冷温水発生機１台蓄熱台数制御

群発停指令時、負荷により冷水２次ポンプの台数制御を行う。

Ｃ　温水２次ポンプ２台台数制御

群発停指令時、負荷により温水２次ポンプの台数制御を行う。

Ｄ　冷温水２次ポンプ２台台数制御

群発停指令時、負荷により冷温水２次ポンプの台数制御を行う。

Ｅ　熱交換器２次側温度制御２系統

熱交換器の２次側温度が設定値となるように、往制御弁、バイパス制御弁を比例制御する。

５　データ管理機能

（１）データ管理

Ａ　運転時間/投入回数監視

機器の運転時間、運転（投入）回数を積算し、表示する。

Ｂ　日報・月報・年報

計測値や積算値を指定したエクセルフォーマットで表示する。また、印字を可能とする。

Ｃ　トレンド表示

値の時系列変化を蓄積し、トレンドグラフ（折れ線）、バーグラフ（棒グラフ、積層グラフ）にて表示する。

　Ｄ　履歴表示

警報、状態変化、操作設定、未確認警報を最新のものから年/月/日/時/分/秒順に一覧形式で表示する。

表示種別を選択することにより、全体若しくは警報、状態変化、操作設定、未確認警報を抽出、表示できる。また、ＣＳＶ形式での

ファイル出力も可能とする。

６　遠方監視機能

インターネット又は、電話回線により、遠隔地より操作及び監視を行う機能を有する。

操作及び監視内容は、現地監視装置で行う作業を制限なく実行可能なシステムとする。

インターネット又は、電話回線は専用回線とし、外部からの侵入リスクがないセキュリティを構築できるシステムとする。

７　中央管理点入出力

DO  　22点

DI　　35点

DIO　 14点

AO　　15点

AI　　36点



（２）特記事項は ・ 印の付いたものを適用する。

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　　　特に念入りに行い気密性を保つようにする。

 -

＜備考＞
　※設計監理者とは必要に応じて音響専門機関を含む

富士見市民会館キラリふじみメインホールおよびマルチホール

　音響関係工事特記仕様書

＜特記事項＞
　各工事関係施工者は、下記に示す音響性能目標値の実現に努める

　　＊マルチホールの残響時間目標値　（舞台音響反射板設置時）

＜特記仕様＞

1．共通事項

　本特記仕様書は、メインホールおよびマルチホールに関して、所期の音響性能を実現するために
　必要な遮音、吸音構造の材料の選定、施工等、音響関係工事について規定するものである。
　※工事発注区分による

　1．1．音響性能目標値の実現について
　　　　各工事関係施工者は、特記事項および本特記仕様書に示す音響性能目標値の実現に努める。
　　　　本ホールは音響性能が重要であるため、音響に関わる施工検討会を適宜一定期間継続して実施する。

3．建築設備工事
　3．1．室内許容騒音目標値

　2．2．吸音構造及びビリツキの防止
　　(1) 吸音構造

　　　b._とくに間違いやすい材料は、つぎのとおりである。
　　イ)　グラスウール、ロックウール
　　ロ)　有孔板（孔径、ピッチ）
　　ハ)　岩綿成形板（メ一カ、施工法により吸音特性が異なる)
　　ニ)　木毛セメント板と木片セメント板（普通級と硬質級）
　　ホ)　吹付材

　　　c._グラスウール、ロックウール等の吸音材は、必ずJIS A 6301の吸音材料に規定された
　　　製品を使用する。　厚さ、密度についても指定のものを使用する。

　　　d._有孔板の孔径、孔中心間隔、リブの寸法、ピッチは必ず指定されたものを使用する。
　　　e._有孔板の裏打ち原紙については、特に指示のない限り、取りはずしてから施工する。
　　　f._吸音材、有孔板等の表面の塗料及び塗装方法については、予め設計監理者の承諾を得る。
　　　g._有孔板、無孔板等の背後の空気層については、指示どおり吸音材と躯体との間に設ける。

　　　特に厚さを確保することに留意する。
　　　h._有孔板、グラスウール、空気層の組み合わせによる吸音構造については、

　　　特にお互いの位置関係に注意し、これについては詳細図を作成し、予め監理者の承諾を得る。
　　　i._木毛セメント板、木片セメント板については、厚さや製品の違いにより特性に差が

　　　生じやすいため、予め監理者の承諾を得る。

　　(2) ビリツキの防止
　　　　内装およびその下地は、ビリツいて音が生じない施工とする。
　　　　また、置忘れたビス等の廃材がビリツキを誘引することがあるので置忘れがないよう留意する。

　　　　本体工事特記仕様書と齟齬がある場合、本音響特記仕様書が優先する。
　　　　室内許容騒音は、既存同等とする。
　　　　既存の空調設備騒音の実測値(令和5年9月調査時)は以下の通りである。
　　　　　メインホール　NC-19
　　　　　(改修事前測定時において舞台客席中央にて舞台幕、調光器盤及び機構操作卓用分電盤停止時）

　　マルチホール　NC-20(客席中央)　NC-21(舞台中央)

　3．2．機器の選定と騒音・振動データの提出(必要に応じて)
　　　a._空調、給排水衛生、電気、昇降設備等の機器類は、できるだけ騒音及び振動の少ない

　　　機器を選定する。なお、必要に応じて運転時の騒音、振動のデータの提出を求めることがある。
　　　b._送風機、ポンプ、冷凍機、エレベータ、エスカレータなどの主要な設備機器については、

　　　騒音、振動についてのデータを提出する。
　　　特に送風機については、発生騒音のパワーレベル資料を提出する。
　　　その結果異常が認められた場合には変更をするか、
　　　あるいはメーカ側においてしかるべき対策をおこなう。

　　　c._音響用回線、特にマイクロホン回線へは電源幹線系統、調光系統、インバータ系統、
　　　スピーカ系統などから、ノイズ等が混入しないように注意する。ノイズ等を発生する機器に
　　　ついては、電源側にノイズカットトランスの設置等の対策を施す。

　3．3．工場検査(必要に応じて)
　　　　送風機など主要な機器については、工場検査時に設計監理者立会いのもと発生騒音、
　　　　振動の検査・測定をおこなう。

　　　c._機器の防振支持構造については、詳細図とともに計算書を提出する。
　　　b._各防振材については、できるだけ所定の荷重が均等にかかるように調整する。

　3．4．機器、ダクト、パイプの防振工事
　　　a._騒音及び振動となり得るホール周辺の機器、ダクト、パイプ、変圧器、昇降設備機器等は

　　　c._浮き構造貫通部については、ブリッジが生じない構造とする。
　　　b._躯体への振動伝達の防止、隙間よりの音洩れの防止を図る。
　　　a._原則として、遮音構造への貫通は行わないものとする。

　3．5．ダクト、パイプの躯体及び遮音構造の貫通

　3．6．空調、換気設備
　　(1)ダクト

　　　ダクトサイズを選定する。
　　　a._風速の過大、風量のアンバランス等によって、渦流音が発生しないようなダクト配置、

　　　c._ホール系統の空調用ＳＡダクトの板圧は共仕記載の適用表示厚さの１サイズアップとし、
　　　下記を適用する。

　　　グラスウールまたはロックウールとする。-

　　　b._ＳＡダクトは、ＳＡエルボまたは吸音チャンバとし、必要に応じて消音器、内張ダクト等を用いる。
　　　ＳＡダクトの内貼り材料は、とくに指示がない限り、厚さ50mm以上、密度32kg/m3以上の

　　　　450以下
　　　　450を超え750以下
　　　　750を超え1,500以下
　　　　1,500以上

0.8
1.0
1.2

0.6

　　　ダクト長辺長さ　　　　適用表示厚さ

　　(3) 施工上の注意点a._送風機騒音は、設計目標値を満足するものでなければならない。
　　　 b._ＳＡダクトからの音洩れによる障害があってはならない。そのおそれがある場合には、

       ＳＡダクトの設置、機器やダクトの遮音をおこなう。
　　　 c._ダクトを通してのクロストークのおそれがある個所には、吸音ダクトを設置する。
       d._排煙ダクトを通して外部騒音侵入、風音の発生があると考えられる場所には、

       吸音ダクト又はガラリチャンバー内に遮蔽板を設ける。
       e._室外機、クーリングタワー、外気取り入れ口、排気口からの騒音は境界線において

       環境基準を満足するものでなければならない。

4．舞台設備工事

　　　　ホールの室内許容騒音は前項3.1.を参照のこと。
　4．1．室内許容騒音目標値本体工事特記仕様書と齟齬がある場合、本音響特記仕様書が優先する。

　4．2．舞台機構・舞台照明設備
　　　a._舞台機構、舞台照明設備に関連する機器は、できるだけ騒音及び振動の少ない機器を選定する。
　　　b._それ等の機器については必要に応じて騒音及び振動データの提出を求めることがある。

　　　その結果異常が認められた場合はしかるべき対策を講じる。
　　　c._吊り物、昇降装置の作動時に異常騒音の発生がないことを確認する。
　　　d._照明、調光器の動作時に異常騒音の発生がないことを確認する。

　　　電源側にノイズカットトランスの設置等の対策を施す。

　　　e._音響用回線、特にマイクロホン回線へは電源幹線系統、調光系統、インバータ系統、スピーカ
　　　系統などから、ノイズ等が混入しないように注意する。ノイズ等を発生する機器については、

　4．3．舞台音響設備
　　(1)電気音響設備動作特性の目標値公共ホールでの電気音響設備動作特性の標準目標値を以下に示す。
　　　 改修後の復元時もこの性能を標準とする。このときの動作スピーカは固定設備における
       拡声用スピーカとする。舞台幕は設置時、状態（式典、講演会形式）にて実施する。
      a._伝送周波数特性
         　ばらつき１０dB以内
   　　　　（ピンクノイズ信号にて、１６０～５ｋＨｚ内の1/3
　　　b._音圧レベル分布
　　　　　 ばらつき６dB以内
   　　    （中心周波数４ｋＨｚオクターブバンドノイズ信号にて）
      c. 安全拡声利得
　　　　   －１０dB以上
 　　　　　（舞台中央・司会者位置を擬似音源とし、ピンクノイズ信号にて）
　　　d. 最大再生音圧レベル
　　　　   95dB(c)以上
 　　　　　（ピンクノイズ信号にて）
　　　e. 残留雑音
　　　　　 ＮＣ－２０以下　（現状同等以下）
  　　　 　（最大再生音圧レベル１００dB(c)を得られる状態にて、
　　　　　　 調整卓チャンネルフェーダを絞り切った状態）

　4．4．機器取り付け及び調整
　　(1) スピーカ取り付けにあたっての注意点
　　　a._スピーカ本体、吊り装置等が建物躯体、内装などに接触しないようにする。
　　　b._内装開口面との取り合いについては、十分に打ち合せを行って施工する。
　　　c._ホーンスピーカは角度の調整が容易にできるよう余裕を十分にとって取付ける。
　　　d._設置方法によっては防振支持をおこなう。

　　(2) 各機器及び据付け工事
　　　a._各機器類は完工までにほこり、過度の湿気、熱気等により

       損傷が与えられないように対策する。

　　(3) ノイズの防止
　　　a._音響用回線、特にマイクロホン回線へは電源幹線系統、調光系統、インバータ系統、

　　　スピーカ系統などから、ノイズ等が混入しないように注意する。ノイズ等を発生する機器
　　　については、電源側にノイズカットトランスの設置等の対策を施す。

　　　b._音響回線シールド、各線間の離隔、ボンディングアース等の必要な対策を確実におこなう。
　　　音響用回線と他の回線を平行して配線する場合は特に注意し、必要な離隔距離をとる。

　　(4) 調整
　　　　機器間を接続し正常動作を確認した後、各機器の入出力レベルの設定、
　　　　音量や音質を調整し、設計で意図した性能を満足させること。
　　　　調整は、物理特性の確認とともに、聴感によっても判断する。

　4．5．　検査、調整および設備取扱い説明

　　　検査測定をおこなう。各機器の調整後の検査、測定結果報告書は立会い検査時に提出する。
　　　b._機器設置工事完了後、仕様書・調整基準に従って総合的なテストをおこない、
　　　　 正常なる動作を確認する。
　　　c._本工事完了引渡し後、操作マニュアルを作成し、担当者に対して設備機器の取扱い及び

　　　操作方法、その他説明を要する場合は、協議の上、一定期間説明をおこなう。

＜音響検査・測定仕様＞

1．完工時の検査・測定
　 完工後、下記の要領にて音響検査測定をおこない、
   その結果を監督員・監理者に報告をする。

4．対象室および検査・測定項目

検査・測定項目
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※△は参考程度に確認する。
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マルチホール

対
象
室

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇△ △

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇△ △

5．検査・測定方法
　(1)　室内音響性能の測定
　　a._残響時間　舞台中央に設置した無指向性音源スピーカ（１２面体スピーカ）を使用し、

　　客席代表点（３箇所以上）にて１２５～８kHzのオクターブバンド周波数毎に求めた
　　残響波形から残響時間を読み取る。

　　b._エコータイムパターン　舞台中央に設置した無指向性音源スピーカ（１２面体スピーカ）を
　　使用し、客席代表点（３箇所以上）にて短音残響波形（エコータイムパターン）を観測する。

　(2)　建築音響性能の測定
　　a._室間の遮音性能 JIS　A 1417 「建築物の空気音遮断性能の測定方法」に準ずる。

　　音源側でスピーカから中心周波数６３～４kHzのオクターブバンドノイズを発生させ、
　　音源側および受音側の代表点（原則３箇所、室規模に準じて増減）でオクターブバンドレベルを
　　測定し、その差から室間平均音圧レベル差として遮音性能を求める。

　　b._防音建具の遮音性能　JIS　A 1417「建築物の空気音遮断性能の測定方法」に準ずる。
　　音源側でスピーカから中心周波数６３～４kHzのオクターブバンドノイズを発生させ、
　　音源側および受音側の代表点（原則２箇所、室および建具規模に準じて増減）で
　　オクターブバンドレベルを測定し、その差から特定場所間音圧レベル差として遮音性能を求める。

　　c._空調設備騒音（NC値）　空調機運転状態における各室のオクターブバンドレベルを
　　代表点数点で測定し、その値からＮＣ値を求める。

　(3)　電気音響設備動作特性の測定

    a._伝送周波数特性

　　　  動作スピーカは、固定設備における拡声用スピーカとする。（その他、）a.ｄ.の項目に
        ついては拡声用に加えて効果音用スピーカを個別に動作させた状態に於いても実施する。

　   各スピーカからピンクノイズ信号を再生させ、舞台上代表点（２箇所以上、拡声音用および
     効果音用スピーカを動作時）および客席代表点（６箇所以上）において、31.5～20,000Hzの
     1/3オクターブ毎に中心周波数の音圧レベルを読み取り伝送周波数特性を求める。

    b._音圧レベル分布
　   拡声用スピーカから中心周波数４kHzのオクターブバンドノイズを再生させ、
     客席各点（１列、１席おき）における音圧レベルを読み取る。

    c._安全拡声利得
　   舞台中央・司会者位置において拡声用マイクロホンを使用し、ハウリングを生ずるレベルより
     利得を６ｄＢ小さくした状態で、擬似音源スピーカからピンクノイズ信号を発生させる。

6．検査・測定報告書の作成
　 測定完了後4週間以内に音響検査・測定報告書を5部作成し監理者に提出する。

     この状態でマイク面の音圧レベルと、ホール内拡声状態における客席代表点（室中央）の
     音圧レベルとの差を求める。

    d._最大再生音圧レベル(参考)
　   各スピーカからピンクノイズ信号を、歪なく再生できる最大レベルで再生させ、
     客席代表点（室中央）における音圧レベルを読み取る。

    e._残留雑音(参考)
     最大再生音圧レベルを確認後、調整卓チャンネルフェーダを絞りきり、客席における音圧レベル
     分布で最大の席において(１箇所以上)のオクターブバンドレベル(ｄＢ)を読み取り、
     ＮＣ値を求める。暗騒音も同席に於いて測定する。

    f._試聴試験
　   拡声用マイクによる拡声音および再生音が、正常であることに加え、良好な音質や充分な
     音量であることを確認する。

　　＊メインホールの残響時間目標値　（舞台音響反射板設置時）
   　　約１．5秒程度　(中音域、満席状態)　

　　約１秒程度　　（中音域、満席状態）　

　建築以外の工事担当者において区分がわかれているとき、本仕様書に従い建築工事担当者と

　1．2．設計・仕様変更の報告と承諾について
　　　　施工段階において、音響性能上重要な部分の詳細ディテールについては、
　　　　図面を作成し設計監理者に施工方法を確認し承諾を得ること。
　　　　種々の理由から設計図書に指示されていることと異なった施工を行わざるを得なかった場合、

　　　　指示、承諾を受ける。
　　　　その理由について文書をもって報告し、監督員及び監理者（or音響設計部門）の

　1．3．施工図の承諾について

　　　　建築設備施工図については、施工前に音響上のチェックを受ける。-
　　　　遮音構造、吸音構造、防振構造等、音響に関係した建築施工図および空調設備、電気音響設備等の

　1．4．音響関連材料等の音響性能および調査

　　　　データーの提出を求めることがある。音響特性データがない材料については測定を実施する。
　　　　次のような音響関連材料のうち特殊なものについては、音響性能試験（ＪＩＳ等による）の

　　　(4) その他特に必要と認められるもの

　　　(1) 防音建具（枠含む）の遮音性能（JIS A 1416に基づく）　 ・あり　　　・なし
　　　(2) 客席椅子の吸音力 （既存客席椅子および新規客席椅子）　・あり　　　・なし
　　　(3) 消音器等の消音性能　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・あり　　　・なし

　1．5．施工上における音響関連工事に関わる確認、検討について

　　　　、技術協力・指導を行う。
　　　　音響関連工事に関わる確認、検討については、音響専門機関が監理者に協力し、

　1．6．検査・測定について
　　　　設計で意図した音響性能が得られているかどうか、施工中及び完工時において、
　　　　音響専門機関において検査・測定をおこなう。検査・測定の費用は施工者の負担とする。

　　　　原因を明らかにし改善対策についての検討をおこなう。　
　　　　その結果、設計で意図した音響性能が得られていない場合には、　

　　　(1)_施工中に検査・測定を実施する場合、各工事関係者は随時、工事途中の開口や隙間に
　　　ついてはこれをふさぐ等の協力に努める。-

2．建築工事
　2．1．遮音・防振構造
　　　　遮音工事にあたり、隙間処理、気密性の確保、ブリッジ回避等、細心の注意を払って施工する。
　　(1) 材料

　　(2) 隙間の防止と気密性の確保

　　　検査・測定が実施できるように、備品納入時期の調整をおこなう。

　　　a._指定のものを必ず使用する。不明な場合は、設計監理者（必要に応じて音響専門機関を含む、

　　　以下同様）に見本を提出し承諾を受ける。

　　　b._グラスウール、ロックウール等の吸音材については、用途種別、厚さ、密度について

　　　指定のものを使用する。

　　　a._コンクリート躯体の"豆板""す"等は、はつったあとモルタルで補修をおこなう。
　　　b._配電盤、非常用設備等の設置により、遮音壁の厚さに変化が生じた場合は、

　　　必ず背面に遮音層を追加する。
　　　c._コンクリートブロックと躯体間、ボード間の隙間、ALCの目地等、遮音壁の取り合い部の隙間に

　　　対しては、構成材料のもつ遮音性能が十分に得られるよう隙間を処理する。隙間の処理は、

　　　入念におこなう。
　　（油性）コーキング材充填、モルタル充填、石膏ボード増貼、鉛シート貼等により

　　　d._遮音層を貫通する吊りボルト、支持金物等との隙間に対しては同様にコーキング又は
　　　グラスウール充填等遮音種別の仕様にあわせて施工する。

　　　e._ダクト、パイプの遮音層貫通部は、隙間がないよう施工する。
　　　f._防音扉の扉枠と躯体、サッシと躯体の間の隙間に対しては、モルタル詰めをおこなう。
　　　g._防音扉周辺のゴムパッキンの調整、エアタイト及びグレモンハンドルの引き寄せの調整は、

　　　　　　・施工中検査　　・あり　　　・なし

 -2．検査・測定計画書の作成
　 検査・測定実施者は、事前に検査・測定計画書の作成を行い監理者に提出し、
   その承諾を得てから検査および測定を実施するものとする。

3．備品納入時期と測定時期の調整
　 完工時の検査・測定の際、備品納入者は、必要な備品類が備え付けられた状態で検査・測定が
   実施できるように、備品納入時期の調整をおこなう。
　・施工前音響残響時間測定時と同じ備品を設置する事。（同じ条件とする。）

　　　・施工検討会メンバーについては基本は下記の通りとする。（内容に応じて招集する。）
　　　　・監理者・建築施工業者・音響専門機関・電気施工業者・機械設備施工業者

　十分に検討協議して施工方法を決定し、監理者に承諾を得て施工すること。

　　　(2)_完工時の検査・測定の際、備品納入者は、必要な備品類が備え付けられた状態で

　　　a._防振層と躯体との間には、ブリッジがないようにする。
　　　b._浮き構造をダクト、パイプ等が貫通する場合には、ブリッジが生じないようにする。
　　　c._防振ゴムは、均等に正規の加重がかかるように調整する。

　　　e._詳細図とともに計算書を提出する。

　　　h._防音扉の戸当り、召し合せの調整は、責任を持っておこなう。
　　(3) 浮き構造の施工(必要に応じて)

　　　a._必ず指定のものを使用する。不明の場合には、必ず監理者に見本を提出し承諾を受ける。

　　　原則として防振をおこなう。その範囲については、監理者の指示に従う。

　　(2)風量調節施工後は風量を調節し、その結果を監理者に報告する。

　　　a._製作機器について、現場搬入前に所定の性能に調整した後、監理者立会いのもとに
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　　　　音響専門機関は監督員及び監理者の承諾を得た専門機関とする。
　　　　この音響関連工事に関わる技術協力、指導費用は施工者の負担とする。
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